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一私と人口問題一

新

参議院議員

財団法人アジア人口・開発協会理事

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
開
発
協
会

(
A
P

D
A
)
も
長
年
住
み
慣
れ
た
新
宿
御
苑
を
離
れ
、

西
新
橋
へ
移
転
し
た
。
ま
た
本
年

2
Rに
は
長

年
に
わ
た
っ
て
理
事
長
を
務
め
ら
れ
た
中
山
太

郎
先
生
が
勇
退
さ
れ
、
福
田
康
夫
先
生
が
理
事

長
に
就
任
さ
れ
た
。
閉
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
の
会
長
も
中
山
先
生
か
ら
福
田
先
生
に
引
き

継
が
れ
、
人
口
問
題
に
隠
す
る
国
会
議
員
活
動

が
名
実
共
に
新
し
い
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

私
は
、

1
9
B
O年
に
衆
議
院
議
員
に
初
当

選
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
際
に
郷
土
の

先
輩
で
あ
る
佐
藤
縫
議
員
に
ご
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
縁
で
人
口
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
時
、
私
は
土
木
を
専
門
と
す
る
技
術
者

で
あ
り
、
人
口
問
題
に
は
あ
ま
り
関
心
が
あ
る

と
は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
佐
藤
先
生
が

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
そ
の
後
、

ご
縁
を
得
て
清
和
会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
当
時
、
岸
信
介
先
生
が
ま
だ
お
元
気
で
、

富
際
人
口
濁
題
議
員
懇
談
会
館
生
の
頃
の
熱
気

を
直
接
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
福
田
起
夫

先
生
の
ご
指
導
の
下
、
佐
藤
隆
先
生
が
「
人
口

と
騎
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

標井

G 
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(
A
F
P
P
Dと
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
湾
身

の
努
力
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
狩
代
で
も
あ

っ↑
ι
。
私
は
生
い
立
ち
も
専
門
も
全
く
別
の
分
野
だ

っ
た
の
で
、
お
手
伝
い
は
し
て
い
た
が
あ
ま
り

関
心
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
た

だ
毎
日
の
よ
う
に
話
を
聞
い
て
い
る
中
で
、
あ

る
時
、
佐
藤
先
生
が
か
飢
え
て
死
ぬ
た
め
だ
け

に
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
々
と
い
わ
れ
た
こ
と
に
驚
嘆
し
目
が
覚
め

た
。
国
会
議
員
が
取
り
組
む
人
口
問
題
と
は
、

ん
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
H

と
い
う
こ
と
に
気

づ
き
、
こ
の
分
野
な
ら
私
が
自
信
を
持
っ
て
お

手
伝
い
で
き
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

ぞ
れ
か
ら
大
変
に
興
味
が
わ
き
、
積
極
的
に
活

動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

現
代
社
会
は
「
財
テ
ク
」
な
ど
と
い
う
言
葉

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
利
益
の
追
求
が
至
上

命
題
と
な
っ
て
い
る
。
グ
口

l
パ
リ
ゼ

1
ショ

ン
の
中
で
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
多
く
の
伝
統
や

文
化
を
破
壊
し
な
が
ら
世
界
を
席
巻
し
つ
つ
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
一
所
懸
命
に
努
力
し
て
、
そ
の

努
力
に
応
じ
た
報
酬
を
受
け
る
こ
と
は
良
い
こ

と
だ
と
思
う
。
し
か
し
人
口
問
題
が
扱
っ
て
い

る
か
入
が
生
き
る
。
と
い
う
こ
の
喧
で
最
も
襲

警
な
視
点
を
忘
れ
て
、
数
字
の
上
だ
け
で
利
読

を
追
求
し
、
ぞ
れ
が
全
て
で
あ
る
か
の
よ
う
な

社
会
的
な
風
潮
に
絡
っ
て
い
る
こ
と
は
健
全
な

社
会
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
競
争

の
で
き
な
い
人
々
は
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も
生

き
る
道
を
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
状

況
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

佐
藤
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
か
ら
そ
の
遺
士
山
を

引
き
継
ぎ
、

A
F
P
P
D
の
議
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
A
F
P
P
D
の
議
長
と

し
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
関
か
れ
た
1
9

9
4年
の
「
層
際
人
口
開
発
会
議

(
l
c
p
p
)
L

に
あ
わ
せ
て
世
界
1
1
7
力
関
か
ら

3
0
0人

の
属
会
議
員
を
集
め
「
国
際
人
口
開
発
議
員
会

議

(
|
C
P
P
D
と
を
運
営
委
員
会
議
長

会
議
事
務
総
長
と
し
て
開
催
し
た
の
を
は
じ
め

と
し
て
、
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
、

F
A
O

食
料
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
由
連
主
催
の
政
府
間
会
議

に
あ
わ
せ
て
数
多
く
の
民
会
議
員
会
議
を
開
催

し
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
1
5
9
9年
の
冨
連

総
会
文
書
に
反
映
さ
れ
る
と
共
に
、
ア
フ
リ

カ
ア
ラ
ブ
地
域
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
人
ロ
と
間
開

発
に
関
す
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
品
目

界
の
全
て
の
地
域
に
議
連
が
設
立
さ
れ
る
と
い

う
成
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
意
味
で

は
人
口
問
題
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
大
変
幸
せ
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
事
務
局
を
務
め

た
A
P
D
Aを
は
じ
め
包
達
人
口
基
金

(
U
N

F
P
A
)
、
国
際
家
族
計
画
連
鐙

(
i
p
p
F
)

に
対
し
て
深
く
感
剖
出
し
て
い
る
。

こ
の

7
月
に
参
議
続
議
員
の
任
期
が
終
わ

り
、
政
界
を
引
退
す
る
。

A
P
D
Aも
福
包
康

夫
先
生
の
も
と
新
し
い
歩
み
を
始
め
る
。
世
界

の
人
口
問
題
が
安
定
化
す
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
の
社
会
に
未
来
は
な
い
。
そ
し
て

人
々
が
誇
り
を
持
っ
て
努
力
で
き
る
社
会
を
作

ら
な
け
れ
ば
、
健
全
な
社
会
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
温
暖
化
問
題
な
ど
地
球
環
境
問

題
が
よ
り
深
刻
さ
を
増
す
中
で
、

A
P
D
A
の

掲
げ
た
人
口
と
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
視
点

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ
の
重
要
性
を
増
す
こ
と

に
な
る
。
そ
の
活
動
が
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
活
動
を
通
じ

て
B
本
の
そ
し
て
世
界
の
福
利
が
増
進
す
る
こ

と
を
確
信
し
て
い
る
。
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人口と開発/目次

f/ 

巻頭-一百
/
A
P
D
A
の
新
た
な
る
時
代
へ
の
期
待
|
私
と
人
口
問
題

棋
井

パ
キ
ス
タ
ン
の
人
口
・
開
発
事
情
を
視
察

パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
人
口
・
開
発
問
題
の
現
場
を
訪
ね
て

秋
葉

「

H

V

/
工
イ
ズ
予
妨
な
ら
び
に
保
健
に
対
す
る
投
資
が
ち
た
ら
す

経
済
的
な
効
果
に
関
す
る
G
B
国
会
議
員
会
議
L

会
議
報
告

橋
本

開
発
途
上
国
の
人
口
・
人
間
開
発
と
日
本
の
国
際
協
力
。
ハ
ン
グ
ラ
デ
シ
コ
に
つ
い
て

e

土
屋

現
実
課
題
と
し
て
解
決
へ
挑
戦
迫
る
環
境
と
人
口
問
題

戸
包

都
市
感
衰
の
二
担
分
解

-
口
同
齢
化
・
少
子
化
・
人
口
減
少
化
で
地
方
中
核
都
市
・
県
郡
志
一
一
衰
退
化
|

佐
賃

工
イ
ズ
に
関
す
る
知
識
ー
ネ
パ
ー
ル
の
既
婚
女
性
が
持
つ

工
イ
ズ
に
関
す
る
知
識
と
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
役
割

i

ナ
ビ
ツ
・
ア
ソ
ヤ
ル

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
l
p
p
F
〕
活
動
レ
ポ
ー
ト

6 

中
村

J
P
F
P
総
会
開
催

A
P
D
A
新
事
務
所
開
所
式

A
P
D
A
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

Z
ゅ
ー
す
ふ
お
l
ら
お

没
稿
論
文
募
憧

T
而
/
A
P
O
A
賛
助
会
員
募
佳

T
而
/
本
協
会
実
施
調
査
報
告
書
お
よ
び
出
版
物
行

U
N
F
P
A
関
連
出
版
物
お
/
A
P
D
A
日

誌

幻

新

2 5 

賢
也

12 

修

15 

圭
造

21 

51 
7e 

28 

耳目
雄

35 49 

百
合

59 64 66 67 69 



パキスタンの人口・開発事情を視察

| 国際人口問題議員懇談会代表メンバー I 

開発事情を視察

間
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
(
人
口
懇
)
代
表
メ

ン
バ
ー
は

4
月
間
四
日
か
ら
5
月
5
H
ま
で
パ
キ
ス
タ

ン
の
人
臼
・
開
発
事
情
視
察
を
行
っ
た
。
今
回
は
パ

キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
カ
シ

ミ
i
ル
地
方
ム
ザ
フ
ァ
ラ
パ

i
ド
、
お
よ
び
パ
ン
ジ

ャ
ブ
地
方
チ
ャ
ク
ワ
ル
で
人
口
・
開
発
、
安
全
な
水
、

貧
困
、
狂
I
V
/
エ
イ
ズ
、
農
村
開
発
、
公
衆
衛
生
、

セ
ク
シ
ユ
ア
ル
/
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
悶
述
人
口
基
金

(
U
N
F

P
A
)
、
国
際
家
族
計
画
連
盟
/
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
計

額
協
会

(
I
P
P
F
/
F
P
A
P
)
、
国
際
協
力
機
構

(
J
I
C
A
)
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
椀
察
を

行
っ
た
。
ま
た
、
保
健
大
臣
を
は
じ
め
人
口
・
開
発

問
題
に
関
わ
る
議
員
と
の
懇
談
で
は
そ
の
活
動
方
針

や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
他
、

近
年
そ
の
活
動
が
低
迷
し
て
い
た
「
人
口
・
開
発
に

開
削
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
議
員
連
強
」
の
再
構
築
に
つ
い

て
上
院
議
長
と
懇
談
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
懇
の
経

験
や
今
後
の
新
体
制
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
も

行
っ
た
。

• パキスタンの人口

『
平
和
を
願
う
パ
キ
ス
タ
ツ
』

ま
だ
肌
寒
い
日
本
を
出
発
し
て
か
ら
同

時
間
後
、
バ
ン
コ
ク
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

を
経
て
日
到
着
し
た
イ
ス
ラ
マ
パ
ド
国
際

空
港
は
、
深
夜
に
ち
関
わ
ら
ず
昼
間
の
熱

気
を
感
じ
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
暑

さ
に
な
る
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

翌
呂
、
日
本
人
女
性
の
経
営
す
る
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
し
て
い
た
私
た
ち
は
、

そ
の
オ
ナ
ー
か
ら
現
地
の
一
般
の
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
初
年
近
<
パ
キ
ス
タ

ン
で
暮
ら
す
オ
ー
ナ
ー
白
昼
の
目
か
ら
完

た
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
話

を
閤
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
私
た
ち

が
巳
本
で
の
報
道
か
ら
受
け
る
、
過
激
で

攻
撃
的
な
パ
キ
ス
タ
ン
の
印
象
と
は
か
け

離
れ
て
い
た
。
過
激
な
パ
キ
ス
タ
ン
は
あ

く
ま
で
ち
ご
く
一
部
の
人
定
ち
の
行
動
が

ク
ロ
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
多
く
の
人
有
は
平
和
を
願
っ
て
い
る

と
い
う
。
そ
し
て
首
都
イ
ス
ラ
マ
パ

l
ド

仁
は
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
走
。

「
ハ
キ
ス
タ
ツ
人
口
議
運
の
一
向
精
築
へ
の
道
』

視
察
1
日
目
は
日
本
大
使
館
よ
り
パ
キ

F 
d 



ス
タ
ン
情
勢
や
現
地
で
の
日
本
の
支
援
状
況

な
ど
に
つ
い
て
ブ
リ
!
フ
ィ
ン
グ
を
受
け

走
。
パ
キ
ス
タ
ン
は
ア
ジ
ア
地
峨
の
中
で
最

も
急
激
な
人
口
出
国
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
国

で
あ
る
。
そ
の
人
口
構
造
は
若
者
の
人
口
出

率
が
極
め
て
高
い
の
だ
が
、
こ
の
膨
大
な
若

者
人
口
に
対
す
る
雇
用
は
十
分
で
怠
<
、
今

後
古
新
疋
な
雇
用
機
会
を
提
供
で
き
る
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
い
。
ま
定
国
教
で
あ
る
イ

ス
ラ
ム
教
が
及
ほ
す
問
題
や
、
特
に
地
万
の

部
族
社
会
仁
深
<
根
付
い
↑
に
慣
習
が
影
塑
一
目
す

る
問
題
な
ど
様
有
な
課
題
が
パ
キ
ス
タ
ン
に

は
存
在
す
る
。

向
日
午
後
、
人
口
福
祉
省
へ
訪
問
し
、
チ

ョ
ド
リ
ー
・
シ
ャ
ー
パ
ー
ズ
・
フ
セ
イ
ン

人
口
福
祉
大
臣
と
会
談
、
両
匿
の
人
口
問
題

や
政
策
仁
つ
い
て
意
見
受
換
を
行
つ
だ
。
そ

し
て
チ
ョ

i
ド
リ
大
臣
か
ら
2
0
0
5
年

に
起
き
た
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
被
害
に
対

す
る
様
々
な
日
本
の
支
援
に
対
し
感
謝
が
述

べ
ら
れ
足
。

ま
た
、
同
じ
く
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
て

い
だ
マ
ソ
ー
-
シ
モ
ネ
ン
U
N
F
P
A
事
務

局
次
長
と
対
談
を
行
い
、
同
国
で
活
動
し
て

い
る
U
N
F
P
Aブ
ロ
ジ
工
ク
ト
概
要
の
説

明
を
受
け
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
活
動
は
特

に
若
者
に
焦
点
を
当
て
、
否
者
の
健
康
か
ら

雇
用
ま
で
煽
広
<
網
羅
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
霞
萌

し
た
課
題
や
新
左
な
二

l
ズ
に
対
応
す
べ
く

活
動
を
続
け
て
い
る
。

ー
臼
日
の
目
最
後
に
、
モ
ハ
ン
マ
ド
ミ
ヤ

ン
・
ス
ム
ロ
上
院
議
長
と
会
談
を
行
つ
だ
。

A

コ
ロ
ス
ム
口
上
院
議
長
は
海
外
出
張
を
予
定

し
て
い
た
の
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、
視
察
悶
受

け
入
れ
の
だ
め
に
公
務
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、

一
行
を
心
か
ら
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
会
談
で
は
、

合
包
の
翠
察
目
的
の
1
つ
で
あ
る
M

人
口
と
開

発
に
関
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
議
員
連
鼠
H

の
再
立

ち
上
げ
に
つ
い
て
意
見
を
受
わ
し
、
ス
ム
ロ

上
院
議
長
は
議
連
の
碍
設
立
に
向
け
て
準
備

を
進
め
る
こ
と
を
約
束
し
だ
。

こ
の
H

人
口
と
間
開
発
に
関
す
る
議
員
連
盟
H

〈
日
本
の
場
合
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
(
通
称
一
人
口
懇
)

L

)

は
世
界
で
ち
日
本

か
ら
始
ま
っ
た
超
党
派
の
議
員
活
動
で
あ

る
。
そ
の
目
的
は
、
人
々
が
尊
厳
を
持
っ
て

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
作
り
を
目
指
す

ち
の
で
あ
り
、
人
口
・
開
発
問
題
を
中
山
川
と

す
る
資
源
、
食
料
、
環
境
、
安
全
な
水
、
貧

6 



パキスタンの人口・開発事情を視察

山岳路のすぐ下をi流れるジェへんム/11

闘、

H
i
V
/
エ
イ
ズ
、
農
村
開
発
、
公
衆

衛
生
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
/
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
等
の
問
題
解
決
に
向
け
た
、
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
人
口
懇
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
た
結
果
、
そ
の
活
動
は
ア

ジ
ア
全
域
に
広
が
っ
た
。
日
本
の
主
導
で
1

9
8
2
年
に
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
こ

が

発
足
し
た
の
を
は
じ
め
、

1
9
9
4
年
の
力

イ
口
会
議
を
契
機
に
「
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
F
A
A
P
P
D
と
や
「
ヨ
ロ
ッ
パ
地
域

人
口
開
発
議
員
フ
ォ
ラ
ム

(
E
P
F
ご

と
い
っ
た
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
地
域
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
の
議
員
連
盟
が
設
立
さ
れ
る
な

ど
、
現
在
で
は
世
界
的
な
議
員
ネ
ッ
ト
ワ

ク
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

各
国
の
人
口
・
開
発
を
取
り
巻
く
問
題
は

数
多
く
復
雑
で
、
宗
毅
や
苦
か
ら
の
慣
習
と

ち
深
<
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
問
題
へ

の
取
り
組
み
は
、
海
外
か
ら
の
支
援
だ
け
で

解
決
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
各
国
国
民
自
ら

の
子
で
解
決
す
る
し
か
な
い
問
題
な
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
仁
は
国
民
が
課
題
仁
取
り
結

ん
で
い
け
る
よ
う
、
政
府
と
国
民
を
つ
な
ぐ

存
在
と
し
て
の
司
会
議
員
が
活
動
で
き
る
体

制
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
昧
で
こ
う

し
た
活
動
の
基
盤
と
な
る
議
員
連
盟
が
再
構

築
で
き
る
よ
う
、
日
本
の
経
験
を
通
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
ス
ム
ロ
上
院
議
長
は
「
近
年
、
パ
キ

ス
タ
ン
が
国
際
的
な
テ
口
組
織
と
深
い
関
わ

り
が
あ
る
と
い
う
世
界
的
な
認
識
に
つ
い

て
、
一
部
の
過
激
な
行
動
が
誇
張
さ
れ
報
道

さ
れ
だ
ち
の
で
あ
り
大
変
遺
憾
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。
政
府
の
テ
口
に
対
す
る
政
策
は
、

2
0
0
2
年
ア
メ
リ
カ
で
の
9
・
円
以
前
か

ら
実
施
し
て
き
て
お
り
、

4
7
後
ち
テ
口
を
根

絶
さ
せ
る
と
い
う
基
本
姿
勢
は
以
前
と
変
わ

ら
な
い
と
い
う
。

『
日
本
の
パ
キ
ス
タ
ツ
支
援
』

視
察

2
5包
は
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
、
カ
シ

ミ
i
ル
他
方
ム
ザ
フ
ァ
一
フ
パ

i
ド
を
訪
問
し

た
。
標
高
約
1
0
0
0
m
の
山
陽
に
位
置
す

る
ム
ザ
フ
ァ
ラ
パ
ド
へ
の
道
の
り
は
大
変

な
ち
の
だ
つ
だ
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
存
在
し

な
い
道
路
十
年
下
に
は
イ
ン
ダ
ス
河
の
支
流
で

あ
る
ジ
ェ
ヘ
ル
ム
川
の
激
流
が
、
右
側
に
は

7 



スム口上院議長(右)と楼井悶長(左)

補
強
さ
れ
て
い
な
い
岩
肌
が
せ
り
出
し
て
お

り
、
所
々
崖
山
崩
れ
が
起
こ
っ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
山
岳
路
を
信
じ
ら
れ
怠
い
程
の
猛
ス

ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
疋
た
め
、
到
着
す
る
頃

に
は
張
り
詰
め
た
緊
張
感
ち
相
ま
っ
て
一
行

は
ふ
ら
ふ
ら
で
あ
っ
疋
。

現
地
で
は
臼
本
政
府
の
草
の
根
・
人
間
の

安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
に
よ
り
1
9
5
3

年
に
設
立
さ
れ
た
加
藤
女
性
セ
ン
タ
ー
を
訪

問
。
こ
の
セ
ン
タ
は
包
際
家
族
計
画
連
盟

(
p
p
F
)
の
加
盟
組
織
で
あ
る
パ
キ
ス

タ
ン
家
族
計
画
協
会

(
F
P
A
P
)
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
お
り
、
家
族
計
画
の
普
及
を
巴

的
と
し
て
基
本
的
な
保
健
医
療
や
母
子
保
健

の
提
供
、
女
性
を
対
象
と
し
た
識
字
叡
育
や

帥
職
業
訓
練
な
ど
ち
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
で
は
地
震
国
家
で
あ
る
日
本
の
高

い
建
築
技
術
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
だ
。

2
0
0
5
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
大
地
震
で
辺
り

の
建
物
が
ほ
と
ん
ど
全
壊
す
る
中
、
加
藤
女

性
セ
ン
タ
は
崩
壊
す
る
こ
と
が
な
か
っ

走
。
こ
の
地
域
に
残
っ
た
数
少
な
い
貴
重
な

建
物
で
あ
つ
だ
た
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
中

山
山
に
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
被
災
者

へ
様
々
な
緊
急
支
援
が
行
わ
れ
走
。

次
仁
田
際
協
力
機
構

(
J
C
A
)
の
支

援
に
よ
り
2
0
1
6
年
ま
で
に
災
害
に
強
い

都
市
作
り
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
た
ム
ザ
フ

ァ
ラ
パ
ド
復
旧
・
復
興
基
本
計
画
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
セ
テ
イ
パ
|
ゲ
女
学
校
建

設
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
を
視
察
し
た
。
こ
の
学
校

の
旧
校
舎
を
含
め
だ
多
く
の
建
物
は
初
震
性

に
乏
し
く
、
多
く
の
人
々
は
地
震
に
よ
り
崩

壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
と
な
り
命
を
落
と
し

て
い
っ
た
。
こ
う
し
疋
崩
壊
し
だ
学
校
の
再

建
設
の
他
、
耐
震
構
造
技
術
の
移
転
や
妨
災

数
育
普
及
の
推
進
ち
行
っ
て
い
る
。

そ
の
後
ア
ザ
ド
・
ジ
ャ
ン
ム
・
力
シ
ミ

i

ル
(
A
J
K
)
州
「
大
統
領
」

T
V
と
の
会

談
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
ラ
ジ
ャ
大
統
領
は

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
仁
対
す
る
日
本
の
支
媛
に

感
謝
し
、
特
に
日
本
の
古
向
い
技
術
支
援
は
復

興
期
に
は
必
委
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
呂
本
が
経
験
し
だ
数
々
の
災
害
復
興
に

つ
い
て
ち
意
見
受
換
が
行
わ
れ
、
視
察
メ
ン

バ
は
今
後
の
復
興
過
程
の
中
で
日
本
が
こ

れ
ま
で
積
み
上
げ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
だ
い
と
述
べ
定
。

A
J
K
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
後
に
し
、
視
察

団
は
さ
ら
に
山
間
部
へ
移
動
し
走
。
次
第
に
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パキスタンの人口・開発事情を視察

チャヲワJレ地区保健セン空ーの待合室で(右・清水議員)

山
側
に
は
民
家
の
よ
う
な
建
物
が
見
え
始
め

さ
ら
に
進
む
と
、
傾
斜
お
に
へ
ば
り
付
く
よ

う
に
建
て
ら
れ
た
家
々
が
立
ち
話
び
、
そ
の

近
く
の
判
明
白
に
は
地
震
で
家
を
失
つ
だ
避
難

民
の
仮
設
テ
ン
ト
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
建
っ

て
い
だ
。
そ
の
テ
ン
ト
群
の
一
角
で
日
本
の

N
G
O
で
あ
る
緊
急
開
発
支
援
機
構

(
J
A

D
E
)
が
被
災
者
へ
の
自
立
支
援
と
し
て
行

っ
て
い
る
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
。

セ
ン
タ
で
は
そ
の
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
的

な
刺
伺
酬
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て

様
々
な
賂
綴
製
口
凹
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
生
産
組
合
の
立
ち
上
げ
や
小
口
融
資
を

通
じ
た
自
立
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
マ
イ

ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
ち
考
慮
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

『
地
減
住
民
の
健
康
を
担
う
女
性
保
健
指
導

言
3
日

B
の
視
察
は
、
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か

ら
南
下
し
バ
ッ
ジ
ャ
ブ
地
万
チ
ャ
ク
ワ
ル
へ

向
か
っ
た
。
こ
の
地
万
の
地
下
に
は
ソ
ル
ト

レ
ン
ジ
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
岩
鼠
の
層
が
横

た
わ
っ
て
お
り
、
農
業
に
地
下
水
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
雨
の
少
な
い
こ
の
地

万
で
は
地
下
水
の
利
用
が
で
き
な
け
れ
ば

人
々
は
非
常
に
貧
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
地
域
で
は
U
N
F
P
A
と
F
P
A
P

が
密
接
に
連
携
し
、
公
衆
衛
生
や
H
i
V
/

エ
イ
ズ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
へ
ん
ス
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
チ
ャ
ク
ワ
ル
地
域
保
健
事
務
所
で
は
地

域
保
健
・
人
口
管
理
チ
ー
ム
か
ら
日
間
地
区
の

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
ゲ
を
受
け
、
チ
ャ
ク
ワ
ル
地

域
病
院
や
保
健
セ
ン
タ
、
保
健
ハ
ウ
ス
、

若
者
友
旭
川
セ
ン
タ
ー
、
バ
グ
ワ
ー
ル
村
の
家

族
健
康
診
療
所
、
ガ
ー
村
の
移
動
キ
ャ
ン
プ

を
視
察
し
だ
。
ガ
村
は
イ
ン
ド
の
マ
ン
モ

ハ
ン
・
シ
ン
首
相
の
生
ま
れ
だ
村
だ
と
い

う
。
ム
シ
ャ
ラ
フ
・
パ
キ
ス
タ
ン
大
統
領
は

現
在
の
イ
ン
ド
側
で
生
ま
れ
て
お
り
、
両
国

の
複
雑
な
関
係
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き

た。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
そ
の
地
区
の
人
口
や
町

の
サ
イ
ズ
に
よ
り
公
衆
衛
生
・
医
療
提
供
を

行
う
施
設
の
規
模
が
変
わ
っ
て
く
る
。
例
え

ば
、
地
域
病
院
亡
は
日
本
で
い
う
総
合
病
院

で
あ
り
、
手
術
ち
行
う
。
保
健
ハ
ウ
ス
で
は

訓
練
を
受
け
左
女
性
保
健
指
導
員
が
小
さ
な

9 



パキス9ン北部地震による避難民のキャンプ

家
仁
駐
在
し
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
々
の
健

康
管
理
を
行
い
、
予
防
接
種
な
ど
の
簡
単
な

医
療
行
為
な
ど
ち
行
っ
て
い
る
。

視
察
最
終
日
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ナ
シ

ル
・
力
ン
保
健
大
臣
と
の
商
談
を
予
定
し

て
い
た
が
大
庄
が
急
病
の
定
め
次
宮
と
会
談

を
行
っ
走
。
日
本
で
ち
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
医
師
数
が
彼
ら
れ
て
い
る
中
、
都
市
部

に
医
師
が
集
中
し
て
し
ま
い
、
地
万
で
の
医

師
叫
数
が
不
足
し
て
い
る
問
題
が
話
題
に
上
っ

た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
宮
ほ
っ
パ
キ
ス

タ
ン
で
は
女
性
保
健
指
導
員
の
育
成
仁
力
を

入
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ト
レ
|
二
ン
ゲ

を
受
け
走
女
性
保
健
指
導
震
が
、
視
察
3
日

目
に
訪
れ
走
保
健
ハ
ウ
ス
等
に
駐
在
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
走
。
そ
し
て
地
域
住
民
へ

の
予
紡
接
種
や
健
康
診
断
な
ど
が
可
能
と
な

り
、
予
防
医
学
の
観
点
か
ら
、
人
々
の
基
礎

的
な
健
康
状
態
を
維
持
亘
る
-
し
と
に
よ
り
、

医
者
に
か
か
る
よ
う
な
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
な
努
力
を
行
っ
て
い
る
L

と
説
明
を
し
た
。

引
き
続
き
、
ザ
フ
ァ
ル
・
イ
ク
パ
ー
ル
・

チ
ョ

l
ド
リ
文
化
・
観
光
上
院
委
員
会
委

員
長
は
じ
め
、
メ
ン
バ
ー
議
員
と
会
談
を
行

つ
定
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
日
本
は
パ
キ
ス
タ

ン
へ
の
最
大
の
ド
ナ
ー
国
で
あ
る
と
と
ち

に、

2
0
0
5
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震

へ
の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
」
と
こ
れ
ま
で
の
協
力
に
感
謝
を

述
べ
た
。
そ
し
て
今
後
は
こ
う
し
た
経
済
的

な
協
力
の
他
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
人
材
育
成
の

だ
め
の
技
術
協
力
な
ど
自
立
支
援
に
焦
点
を

あ
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
見
を

交

わ

し

だ

。

(

木

村

亮

子

)

10 

【
注
}
(
1
)
日
本
政
府
は
A
J
K
の
狙
立
在
認
め
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
パ
キ
ス
ヲ
ン
側
が
主
張
し
て

い
る
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
。



パキスタンの人口・開発事情を視察

11 

-パキスヲン人口・開発事情視察日程

5月18 (火)イスラマバード

-人口福祉大臣表敬

. UNFPA事務局次長会談

.上i完議長表敬

5月28 (水)カシミール地方ムザファラバード

・パキスタン家族計画協会 (FPAP)

-加藤女性センター

・サティパ}グ女学校

-アジャド・ジャンム・カシミール (AJK)I大統領j会談
.戦業訓練センター

5月3日(木)パンジャブ地方チャタワル

. Executive District 0缶四rH四 lth事務所(悶)OH)

'D阻trictHead Quarter Hospital 

. Rural Health Center 

. Health House 

. Youth Friendly Center 

-家族健康診療所(バグワール村)

・移動キャンプ(ガ一村)

5月48 (金)イスラマバード

.保健大原表敬

・文化・観光上院委員会および委員長会談

-国際人口問題議員懇談会視察毘メンバー

-棲井 新参i涜議員・自民(団長)
・清水嘉与子 参院議員・自民

-秋葉賢也衆説議員・自民

-楠本 修肘アジア人口・開発協会常務理事/事務局長

・木村亮子制アジア人[:1.開発協会渉外謀長



パキスタンにおける

開発問題の現場を訪ねて• 人口

賢也秋葉衆議院議員

2
0
0
7
年
4
月
初
日
か
ら
5
月
5
日
に

か
け
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
、
人
口
・

開
発
問
題
の
現
状
視
察
を
実
施
し
た
。
そ
の

巴
的
は
、
日
本
政
府
は
ち
と
よ
り
国
連
人
口

基
金

(
υ
N
F
P
A
)
、
国
際
家
族
計
画
連

盟

(
p
p
F
)
な
ど
に
よ
る
受
援
活
動
が
、

現
地
で
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
合
後
の
効
果
的
な
援
助
の
あ
り
万
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ち
う
1
つ

は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国
会
に
ち
「
人
口
と
開

発
に
関
す
る
議
員
連
盟
L

す
な
わ
ち
、
人
口

問
題
を
中
心
と
す
る
資
源
、
食
料
、
環
境
、

貧
困
、
エ
イ
ズ
、
農
村
開
発
、
公
衆
衛
生
な

ど
の
課
題
仁
率
先
し
て
取
り
組
む
た
め
の
組

織
を
超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
っ
て
創
設
す

る
よ
う
委
譲
し
、
包
会
議
員
白
ら
が
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
問
題
解
決
に
当

た
る
よ
う
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

極
め
て
広
範
囲
か
つ
多
妓
に
わ
た
る
支
援

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、

4
7
包
の
訪
問

で
は
、

2
つ
の
地
域
に
絞
っ
て
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
視
察
先
や
会
談

相
手
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

12 

ム
ザ
フ
ァ
ラ
バ

l
ド

・
加
藤
女
性
セ
ッ
タ
ー

首
都
イ
ス
ラ
マ
パ

i
ド
か
ら
車
で
約
4

時
筒
の
ム
ザ
フ
ァ
ラ
パ
ド
に
あ
る
こ
の

施
設
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
計
画
協
会
仁

よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
保
健
医

療
の
提
供
や
女
性
の
職
業
訓
練
、
識
字
数

古
田
な
ど
を
目
的
仁
、

2
0
0
1
年
、
日
本

か
ら
の
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
だ
。

1
日
当
た
り
初
名
程
度
の
女
性
や

賢也衆議院議員
(あきばけんや)

中失大学法学部卒、東北大学大学
院法学研究科博士課程前期穆了、
(財)松下政経塾卒(宮械車初)。
東北福祉大学講師、宮城県議会議
員を経て、 2005年初当選。現在2
期目。現在、東議院文部科学委員
会委員、民害対荒時別委員会理事、
行政改革に筒する特別委員会。著
書に、「地方議会における議員立
法j、「東北町夢創造jがある。

秋葉



"キスタンにおける人口・開発問題の現場を訪ねて

ヱ7
ど
ち
を
診
療
し
、
約
印
名
の
女
性
が
裁

縫
教
室
で
学
ん
で
い
る
と
い
う
。

-
セ
テ
イ
パ
i
グ
女
学
校

2
0
0
5
年

ω月
の
大
池
震
は
、
パ
キ

ス
タ
ン
北
部
と
り
わ
け
ム
ザ
フ
ァ
ラ
・
ハ
ー

ド
に
壊
滅
的
な
被
害
を
ち
た
ら
し
走
。
ロ

本
の
国
際
協
力
機
構

(
J
C
A
)
は、

い
ち
早
く
復
氾
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
走
が
、
こ
の
地
域
で
は
初
め
て
と
な
る

耐
震
構
造
の
女
学
校
舎
を
建
設
し
、
本
年

4
月
仁
開
校
し
た
。
訪
問
隠
は
あ
い
に
く

休
校
で
生
徒
だ
ち
と
の
懇
談
は
肘
わ
な
か

つ
だ
が
、
単
に
ハ

l
ド
を
供
与
す
る
事
業

と
し
て
の
校
舎
建
設
だ
け
で
は
な
く
、
防

災
教
育
の
普
及
の
た
め
の
教
材
作
成
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
の
支
援
右
実
施
し
て
い
る
こ

と
は
大
事
な
こ
と
だ
。

被災者の職業訓練セン空 で

-
職
業
訓
練
セ
ッ
タ
ー

日
本
の

N
G
O
で
あ
る
「
J
A
D
E」

〈
緊
急
開
発
支
援
機
構
)
は
、
地
震
仁
よ

る
被
災
者
の
中
で
ち
女
性
や
弱
者
を
対
象

に
し
て
、
主
に
刺
繍
な
ど
の
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
。
地
震
発
生
か
ら
約
2
年

が
経
通
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
で
ち
、

多
く
の
住
民
が
粗
末
な
仮
設
の
テ
ン
ト
小

屋
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

十
分
芯
水
の
確
保
乞
ま
ま
な
ら
な
い
現
状

仁
あ
る
。

J

C

A
在
中
心
と
す
る
日
本

の
支
援
実
績
に
対
す
る
評
価
は
相
当
高
い

ち
の
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
復
興
に
は
ま

だ
ま
だ
時
間
を
要
す
る
現
状
で
あ
り
、
引

き
続
き
麦
援
の
継
続
が
必
要
だ
。

チ
ャ
ク
ワ
ル

・
巡
回
医
療
サ
ー
ビ
ス
チ
i
ム
、
地
域
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
、
ヘ
ル
ス
ハ
ウ
ス
、
若
者
友

同
町
セ
ッ
タ
ー

イ
ス
一
フ
マ
パ
!
ド
か
ら
高
速
道
路
を
南

下
し
、
車
で
約
2
時
間
の
チ
ャ
ク
ワ
ル
地

万
の
村
や
地
域
に
お
い
て
、
自
治
体
や
U

N
F
P
A
が
主
導
し
て
い
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
実
情
を
視
察
し
だ
。
と
て
ち
十
分
な

サ
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
状
況
で
あ
り
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
シ
セ

ツ
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
イ
ス
ラ

ム
教
の
影
響
だ
ろ
う
か
、
同
じ
目
的
で
供

与
さ
れ
て
い
る
施
設
に
ち
か
か
わ
ら
ず
男

女
別
々
に
建
設
さ
れ
て
い
る
の
は
極
め
て

非
効
率
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
着
実

に
思
発
活
動
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、

地
域
に
お
け
る
指
導
者
ち
少
し
ず
つ
育
っ

て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

会
談
相
手

・
上
院
議
長
、
人
口
福
祉
大
臣
、
保
健
次
官
、

上
院
文
化
観
光
委
員
会
委
員
長
、
カ
シ
ミ

13 



ー
ル
「
大
統
領
」
、

υ
N
F
P
A
事
務
局

次
長
な
ど

議
長
や
大
臣
、
委
員
長
と
の
会
談
で
は
、

超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
る
人
口
と
開
発

に
関
す
る
議
員
連
盟
の
創
設
に
つ
い
て
、

で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
た
い
旨
が
表
明

さ
れ
た
。
ま
た
、
臼
本
仁
対
し
て
、
更
な

る
支
援
活
動
の
継
続
と
強
化
に
つ
い
て
要

望
が
あ
っ
た
。

チヨードリ一文化・観光上院委員長(下列中央)と

総
括
・
自
立
を
促
す
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
強
化

ム
シ
ャ
ラ
フ
政
権
が
、
経
済
成
長
、
貧

民
削
減
、
ガ
パ
ア
ン
ス
の
改
善
仁
正
面
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
評
価
で
さ
る

こ
と
だ
が
、
依
然
と
し
て
、
開
発
需
要
は

大
き
く
、
恒
常
的
な
財
政
赤
字
と
貿
易
赤

字
を
抱
え
、
外
国
か
ら
の
援
問
に
か
な
り

依
存
し
た
経
済
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
ま
り
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
だ
が

っ
て
、
投
下
さ
れ
だ
人
的
支
援
や
物
資
が

な
く
な
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
仁
継
続

し
な
い
と
い
う
の
で
は
意
昧
が
な
い
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
円
借
款
に
加
え
て
、

巨
額
の
無
償
資
金
協
力
を
は
じ
め
、
特
に

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
保
健
・
医
療
、
教
世
間

の
分
野
仁
お
い
て
重
点
的
な
援
助
を
行
っ

て
き
疋
が
、
最
終
的
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
立
で
き
る
詩
続
的

社
会
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
教
育
水
準
の

向
上
が
急
務
で
あ
る
。
小
学
校
の
就
学
率

は
、
男
児
が
M
W
%
で
女
児
は
お
%
と
低
<
、

特
に
農
村
部
の
就
学
率
は
低
調
で
都
市
部

と
の
格
差
が
著
し
い
。
ま
だ
、
市
歳
以
上

の
識
字
率
は
、
男
性
が
的
%
、
女
性
が

初
%
で
あ
り
、
近
隣
諸
国
と
出
べ
て
ち
パ

キ
ス
タ
ン
の
識
字
率
の
低
さ
は
際
立
っ
て

い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
影
響
ち
あ
ろ
う
が
、

女
性
の
教
育
水
準
の
拡
充
に
工
夫
を
凝
ら

す
必
婆
が
あ
る
。

次
仁
、
地
域
間
の
格
差
の
実
態
仁
応
じ

定
一
一
雇
用
吸
収
力
を
い
か
に
広
大
し
て
い
く

か
に
重
点
的
に
取
り
組
む
必
要
性
を
痛
感

し
た
。
園
内
の
治
安
向
上
に
努
め
て
外
国

か
ら
の
投
資
狐
大
を
図
る
こ
と
ち
大
切

だ
。
雇
用
の
創
出
は
自
立
の
た
め
の
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
で
あ
り
、
健
全
な
古
川
場
経
済
の

発
達
を
側
面
支
援
し
て
い
く
ζ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
ち
、
パ
キ
ス
タ

ン
は
、
テ
口
と
の
闘
い
の
前
線
国
家
と
し

て
、
ア
ジ
ア
池
域
の
平
和
と
安
定
的
発
展

に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
度
を
携

し
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
国
際
的
な
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に
蛮
わ
り
は

よ
1
0

ナ
た

lν
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G8国会議員会議

関
す
る

G
8
国
会
議
員
会
議
」

会
議
報
告

「

H
I
V
/
エ
イ
ズ
予
防
な
ら
び
に
保
健
に

対
す
る
投
資
が
も
た
ら
す
経
済
的
な
効
果
に

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

会
議
概
要

2
0
0
7
年
5
月
初
・
引
日
の
両
日
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国
ベ
ル
リ
ン
の
連
邦
議
会

で
、
「
H
ー
v
/
エ
イ
ズ
予
防
な
ら
び
に
保

健
に
対
す
る
投
資
が
ち
走
ら
す
経
済
的
な

効
果
に
関
す
る
G
8
国
会
議
員
会
議
」
が

開
催
さ
れ
だ
。

2
8
聞
に
わ
た
る
会
議
で

は
E
U
諸
国
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
ア
ジ
ア

諸
濁
の
国
会
議
員
、
国
際
機
関
代
表
、
国

際
N
G
O
代
表
総
計
1
2
0
名
に
よ
り
、

「
H
i
V
/
工
イ
ズ
対
策
と
保
健
へ
の
投
資

が
ち
た
ら
す
経
済
的
効
果
の
検
証
」
、
「
汁

楠
本

。多

v
/
エ
イ
ズ
の
蔓
廷
が
ア
フ
リ
カ
に
ち

だ
ら
す
影
響
、
特
に

H
l
v
/
工
イ
ズ
予

防
と
治
療
、
セ
ク
シ
ユ
ア
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
筒
題
L

、
「
H
l
V
/

工
イ
ズ
対
策
仁
お
け
る
優
良
事
例
と
毅
訓
L

に
焦
点
を
あ
て
た
議
論
が
行
わ
れ
だ
。

参
加
国
は

G

8
の
代
表
だ
け
で
な
く
、

Eυ
全
域
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
の
代

表
メ
ン
バ
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
全
ヨ

ロ
ッ
パ
、
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
主
要
国
を

含
め
た
会
議
と
な
っ
定
。
ア
ジ
ア
か
ら
は

韓
国
の
ミ
ョ
ン
・
ア
ン
・
オ
ク
議
員
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
ヌ
ー
ル
・
ヤ

l
ハ
ン
・
。
ハ
ネ

ザ
イ
議
員
が
参
加
し
、

A
F
P
P
O
/
A

P
D
A
事
務
局
と
し
て
楠
本
が
参
加
し
定
。

会
議
は
、
ド
イ
ツ
恒
界
人
口
基
金
諮
問

委
員
会
と
ヨ
ロ
ッ
パ
地
域
人
口
・
開
発

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
E
P
F
)
の
共
催
。

後
援
は
ど
ル
・
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
閥

で
あ
る
。

会
議
目
的

会
議
の
第
一
の
巴
的
は
、

6
月
4
日
か

ら
日
日
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン

ダ
ム
で
開
催
さ
れ
る
G
8
先
進
国
首
脳
会

議
に
向
け
て
、

G

B
や

他

の

ヨ

ロ

ッ

パ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
政
策
立
案
者

間
の
対
話
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
に

参
加
す
る
各
国
首
脳
に
対
し
、
ヱ
イ
ズ
、

結
核
、
マ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
官
界
基
金

(
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
ン
ド
)
へ
の
拠
出
や
、

O
D
A
拠
出
や
政
策
形
成
が

E
U
レ
ベ
ル

ま
た
は
国
連
レ
ベ
ル
で
確
実
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
要
請
を
行
う
こ
と
。
次
に
、
↑
し
の

目
的
を
実
現
す
る
定
め
に
、

G
B
各
国
か

ら
参
加
し
た
国
会
議
員
が
会
議
成
果
を
各

国
に
持
ち
帰
り
、
各
国
政
府
に
提
言
す
る
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こ什」。

会議風景

さ
ら
に
、

G
B
首
脳
会
議
の
主
要
議
題

で
あ
る
「
H
l
V
/
エ
イ
ズ
と
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
問

題
に
焦
点
を
当
て
た
ア
フ
リ
カ
が
直
箇
す

る
開
発
問
題
」
に
関
し
て
、

G
B
や
他
の

ヨ
ロ
ッ
パ
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
政
策
立

案
者
閣
の
対
話
を
促
進
す
る
。
そ
し
て
、

「
開
発
ア
ジ
工
ン
ダ
の
推
進
に
お
い
て
、
特

に
必
要
な
支
援
の
動
員
と
各
国
政
府
リ
ー

ダ
ー
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
す
る
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
の
国
会
議
員
の
重

要
な
役
割
を
認
識
し
、

G
8
の
H
i
V
/

工
イ
ズ
対
策
と
ア
フ
リ
カ
開
発
に
向
け
た

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
卜
に
対
す
る
支
援
を
形
成

す
る
L

こ
と
で
あ
る
。

会
議
の
背
景
と

G
8
議
長
聞
と
し
て

の
ド
イ
ツ
の
主
張

会
議
で
は
、

E
U
諸
国
の
非
常
に
積
回
倒

的
な
発
一
言
が
特
に
印
象
的
で
あ
っ
た
。
会

議
は
、
ジ
ど
レ
・
フ
ィ
ッ
フ
ァ
ド
イ
ツ

世
界
人
口
財
団
国
会
議
員
諮
筒
員
会
議
長

が
全
体
議
長
を
務
め
た
。
フ
ィ
ッ
フ
ァ

議
員
は
最
初
仁
、
つ
重
要
な
こ
と
は
ア
フ
リ

力
開
発
の
主
体
は

G
B
メ
ン
バ
ー
で
は
な

く
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
あ
り
、

G
B
は
そ

れ
を
支
援
す
る
努
力
を
行
う
」
と
、
主
客

の
関
係
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。

さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
マ
リ

i
・
ビ

チ
ョ
レ
ッ
ク
H
ツ
オ
イ
ル
経
済
協
力
開
発

大
庄
が
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
協
力
に
つ
い

て
述
べ
た
後
に
、

G
B
を
担
当
し
て
い
る

ト
マ
ス
・
デ
メ
ジ
工
ル
連
邦
首
相
応

長
官
(
官
房
長
官
相
当
)
は
非
常
に
明
確

に
、
「
地
球
規
模
的
な
問
題
に
対
し
て
先
進

国
に
は
先
進
国
と
し
て
果
だ
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
。

G
B
サ
ミ
ッ
ト

で
ち
こ
の
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
<
。

特
に
今
回
の
会
議
で
は
環
境
問
題
を
重
視

す
る
こ
と
を
含
め
、
ア
フ
リ
カ
の

H
l

v
/
エ
イ
ズ
対
策
を
重
視
す
る
。
議
長
問
闘

を
務
め
る
ド
イ
ツ
国
の
主
張
と
し
て
、
こ

の
2
つ
の
頂
臼
を
サ
ミ
ッ
ト
の
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
る
っ
ち
り
で
あ
る
。

G
B
諸

国
の
地
球
規
模
課
題
に
対
す
る
責
任
の
面

か
ら
、
ド
イ
ツ
は
グ
口
パ
ル
フ
ァ
ン
ド

に
対
し
て
2
0
0
7
年
に

4
億

1
i
口
を

拠
出
す
る
。

O
D
A
の
G
D
P
出
0
・
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7
%
目
標
の
達
成
は
M
M
D
G
s
を
2
0
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5
年
ま
で
仁
達
成
す
る
だ
め
に
は
不
可
欠

で、

E
U
諸
国
で
G
8
メ
ン
バ
ー
の
多
く

が
0
・
7
%
B
標
を
達
成
し
て
い
る
中
で
、

そ
の
他
の
E
U
諸
国
に
ち
0
・
7
%
目
標

を
達
成
す
る
よ
う
強
<
求
め
て
い
く
L

と

述
べ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ
の
政
治
的
状

況
ち
凋
係
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
2
0
0

7
年
前
期
間
の
欧
州
連
合

(
E
U
)
理
事
会

議
長
国
で
あ
り
、
2
0
0
7
年
の
G
8
議

長
国
で
ち
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・

メ
ル
ケ
ル
首
相
叩
は
、

H

V

/
エ
イ
ズ
予

防
と
ア
フ
リ
カ
問
題
を
2
0
0
7
年
の
最

優
先
事
項
に
掲
げ
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
問

題
の
解
決
に
向
け
、
重
大
か
つ
現
実
的
な

進
展
を
ち
だ
ら
す
よ
う
、
他
の
G
B
首
脳

や

E
U
加
盟
国
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
、
貧
困
と
也
界
規
模
の
疾
病
の
根

絶
の
震
要
性
を
訴
え
か
け
、
汁

V

/
工

イ
ズ
と
ア
フ
リ
カ
問
題
が
、
先
進
国
か
ら

持
続
的
な
政
治
的
、
資
金
的
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
万
向
性
を
形
成

す
る
こ
と
を
G
B
を
前
仁
政
策
と
し
て
打

ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

G8国会議員会議

ド
イ
ツ
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
特
別
際

立
っ
て
い
る
と
い
う
ち
の
で
は
な
い
。

ラ
ン
ス
右
イ
ギ
リ
ス
ち
同
様
で
あ
り
、

E

U
各
国
代
表
の
多
く
は
そ
の
発
言
の
中
で

O
D
A
の
大
幅
な
僧
加
を
明
言
し
だ
。

E

U
諸
国
の
主
張
は
明
快
で
、
G
B
諸
国
に

は
先
進
国
と
し
て
地
球
規
模
の
問
題
に
取

り
組
む
責
任
が
あ
る
と
い
う
ち
の
で
あ
る
。

す
で
に
E
U
全
体
と
し
て
0
・
7
%
目
標

を
達
成
す
る
と
い
う
一
し
と
ち
強
力
な
共
通

ゴ
解
と
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
侶
ソ
遼
邦

で
市
場
経
済
へ
の
移
行
を
始
め
て
市
年
程

度
し
か
経
っ
て
い
な
い
リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど

ち
O
D
A
拠
出
を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る

ち
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
G
D
P
出
が
目
標

に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
E
U
議
会
の
報

告
書
で
指
摘
さ
れ
、
目
標
を
達
成
す
る
よ

う
強
<
委
譲
さ
れ
て
い
た
。

2
0
0
7
年
ド
イ
ツ
に
お
け
る
G
8
と

B
本我
が
国
巳
本
は
、
G
N
P
比
0
・
7
%

ど
こ
ろ
か
0
・
n
%
程
度
で
あ
る
。
こ
の

O
D
A
忘
年
々
減
額
し
、
2
0
0
8
年
に

は
1
9
8
6
年
の
水
準
ま
で
減
少
す
る
と

い
わ
れ
る
。
日
本
の
G
D
P
が
2
0
0
0 フ

年
に
出
べ
て
2
0
0
5
年
で
は
8
・
市
%

増
大
し
て
い
る
の
仁
対
し
て
O
D
A
総
額

は
逆
に
灯
・
ω
%
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
の
消
極
的
態
度
は
、

E

U
の
積
極
的
な
態
度
仁
出
べ
、
際
立
っ
て

後
ろ
向
き
の
態
度
と
し
て
他
の
G
B
諸
国

の
自
に
映
る
こ
と
に
な
る
。
財
政
危
機
の

中
で
財
政
再
建
の
た
め
の
努
力
を
続
け
て

い
る
と
は
い
っ
て
ち
、
国
際
的
な
支
援
の

原
則
か
ら
い
え
ば
、
「
我
が
国
の
財
政
危
機

は
園
内
の
宮
民
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ト
の
問

題
で
あ
り
国
際
約
束
は
国
際
約
束
と
し
て

遵
守
す
べ
し
、
と
い
う
の
が
G
N
P
出
例

原
則
で
あ
る
。
」
T
v
と
指
摘
さ
れ
る
と
お
り

で
あ
り
、
国
際
的
な
公
約
に
反
し
て
い
る

言
い
訳
に
は
な
ら
な
い
。
今
回
、
ド
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
る
G
B
サ
ミ
ッ
ト
で
は
議
長

国
ド
イ
ツ
が
0
・
7
%
目
標
の
遵
守
を
強

力
に
打
ち
出
し
て
お
り
、
日
本
に
対
す
る

風
当
だ
り
は
か
な
り
強
い
ち
の
と
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
貧
富
田
)

・
ド
ナ
i
国
政
府
と
開
発
途
上
由
政
府

ア
フ
リ
カ
の
議
長
か
ら
、
「
政
府
が
G
B
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ゃ
ド
ナ

l
国
向
け
に
立
派
な
報
告
書
や
計

図
書
を
出
し
て
ち
そ
れ
を
国
会
仁
報
告
せ

ず
、
包
会
議
員
が
そ
の
情
報
を
知
り
え
な

い
こ
と
が
多
く
あ
る
L

と
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
お
け
る
国
会
の
現
状
に
つ
い
て
発
言
が

あ
っ
定
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
議
員

や
フ
ラ
ン
ス
の
議
員
か
ら
「
ド
ナ

i
国
の

国
会
議
員
が
連
携
し
て
ド
ナ

i
g政
府
か

ら
開
発
途
上
国
政
府
に
、
白
国
の
国
会
仁

報
告
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
提
言
が
な

さ
れ
定
。

-
頭
脳
流
出
問
題

調
発
途
上
国
共
通
の
問
題
と
し
て
、
頭

脳
流
出
が
あ
る
と
指
掲
が
あ
っ
た
。
窪
療

関
係
者
が
た
だ
で
さ
え
不
足
し
て
い
る
の

に
、
先
進
国
へ
労
働
移
動
し
て
し
ま
い
医

療
従
事
者
を
臨
時
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
現
状
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
ソ
力
の
場
合
仁
は

H

V

/

エ
イ

ズ
が
人
口
構
造
を
変
え
る
ほ
ど
の
影
響
を

与
え
て
お
り
、
医
療
従
事
者
ち
例
外
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
い
ま
っ
て
、

極
端
な
医
療
従
事
者
の
不
足
が
生
じ
て
お

り
、
医
療
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
資
金
が

仮
に
導
入
さ
れ
た
と
し
て
ち
そ
の
有
効
な

普
及
は
容
易
で
は
な
い
。

-
H
l
V
/
工
イ
ズ
問
題

U
N
A
-
o
s
の
専
門
家
か
ら
、
ア
フ

リ
カ
で
H
!
V
/
工
イ
ズ
に
感
染
し
て
い

る
人
の

ω
%
は
自
分
が

H

V

陽
性
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
ま
だ
予
紡
す
る
た

め
に
は
か
な
り
早
く
か
ら
予
防
教
育
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
若
者
グ
ル
プ
に
焦
点

を
当
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
と

指
摘
が
な
さ
れ
だ
。

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
イ
ツ
ク
国
連
事
務
総

長
H

V

/

工
イ
ズ
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
担
当
特
別
代
表
・
前
U
N
F
P
A
事
務

局
長
は
「
H

V

/

エ
イ
ズ
の
予
防
は
人

口
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
統
合
的
に
行
う
こ
と
が

最
ち
効
率
的
か
つ
効
果
的
で
あ
り
、
治
療

や
ケ
ア
に
重
点
を
置
く
よ
り
ち
、

-
E
C

(
情
報
・
教
育
・
コ
ミ
コ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
)

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
る
家

族
計
画
と
統
合
的
仁
扱
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
ま
だ
H
l
V
/
工
イ

ズ
の
擢
患
率
は
高
く
な
い
が
、
人
口
規
模

が
大
き
い
定
め
に
、
国
別
で
見
れ
ば
イ
ン

ド
の
H
ー
v
/
工
イ
ズ
患
者
数
は
出
界
日
最

大
と
な
っ
て
い
る
。
家
族
計
調
と

H

i

v
/
エ
イ
ズ
予
防
を
統
合
的
に
扱
う
人
口

政
策
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

H
l
V
/
エ
イ
ズ
に
対
処
す
る
定
め
に
は

事
実
に
基
づ
い
て
対
処
す
べ
き
で
、
宗
教

的
な
心
情
や
偲
人
的
怠
価
健
観
に
基
づ
い

て
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
発
言

し
走
。ま
だ
、
本
会
議
の
視
点
で
ち
あ
る
、

H

V
/
工
イ
ズ
予
防
が
ち
だ
ら
す
経
済
的

効
果
の
事
例
と
し
て
、
ダ
イ
ム
ラ
・
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
南
ア
フ

リ
カ
で
汁

V
/
工
イ
ズ
予
妨
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ

定
。
ダ
イ
ム
ラ
ー
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
で
は

「
工
場
労
働
者
が
H

V

/
エ
イ
ズ
に
擢
患

し
た
場
合
そ
の
医
療
費
や
労
働
力
の
喪
失

な
ど
そ
の
経
済
的
損
失
は
膨
大
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
福
祉
や
C
S
R

と
し
て
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
H

ー
v
/
工
イ
ズ
予
防
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
し
と
、
ま
さ
し
く
経
済
的
な
損
得
勘
定

の
観
点
か
ら
H
ー
v

/
工
イ
ズ
対
策
を
行
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っ
て
お
り
、

H
i
V
/
エ
イ
ズ
予
防
が
経

済
的
に
ち
合
理
的
な
選
択
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
だ
。

G8国会議員会議

マ
リ
・
シ
モ
ネ
ン
U
N
F
P
A
事
務

局
次
長
は
、

-
P
C
i
行
動
計
画
実
施
の

た
め
に

2
0
0
2
年
か
ら
隔
年
で
3
回
実

施
さ
れ
た
世
界
規
模
の
国
際
匿
会
議
員
会

議
を
説
明
し
、
そ
れ
ら
の
協
議
を
踏
ま
え

た
上
で
、

H

V

/

エ
イ
ズ
予
防
に
対
し

て
石
セ
ク
シ
ャ
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
へ
の
投
資
が
最
右
効
率
的
と

説
明
し
た
。
ま
走
コ
ン
ド
ム
の
提
供
が

依
然
と
し
て
不
足
し
て
い
る
現
状
を
説
明

し
、
会
議
で
採
択
さ
れ
る
提
言
書
仁
ゴ
ン

ド
ー
ム
の
提
供
の
重
要
性
を
明
瞭
に
盛
り

込
む
べ
き
だ
と
主
張
し
定
。

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
ブ
ル
ー
ス
(
ポ
ピ
ュ
レ

シ
ョ
ン
・
カ
ウ
ン
シ
ル
)
か
ら
は
、
片

親
や
孤
児
の
場
合
、
社
会
的
な
紐
帯
や
保

護
が
欠
如
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
予
ど
ち
だ
ち
が
性
的
暴
力
の
犠
牲

に
な
り
や
す
く
、

H
ー
v

/
工
イ
ズ
擢
患

率
ち
高
い
と
い
う
悲
惨
な
現
状
が
報
告
さ

れ
た
。
さ
ら
に
配
偶
者
と
し
か
性
行
為
を

持
っ
た
こ
と
が
な
い
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、

配
偶
者
が

H

V

/

工
イ
ズ
感
染
し
て
い

だ
た
め
に
、
本
人
乞
子
ど
ち
ち
母
予
感
染

し
て
い
る
と
い
つ
だ
、
偲
人
の
努
力
で
防

ぎ
き
れ
な
い
現
状
の
報
告
が
あ
っ
走
。
「
什

V

/
エ
イ
ズ
へ
の
擢
患
が
と
ち
す
れ
ば

そ
の
感
染
者
た
ち
の
倫
理
観
の
欠
如
に
そ

の
原
因
が
帰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
問
題
が
解
決
し
な
い
。
重
要
な
こ

と
は
社
会
的
な
紛
講
を
取
り
戻
す
こ
と
で

あ
り
、
予
ど
ち
を
中
心
と
し
た
社
会
的
弱

者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る

こ
と
で
あ
る
」
と
報
告
し
た
。

-
O
O
A棚
拠
出

G
8
を
主
催
す
る
ド
イ
ツ
の
国
会
議
員

お
よ
び

E
U
の
国
会
議
員
か
ら
、
グ
ロ
ー

バ
ル
フ
ァ
ン
ド
へ
の
拠
出
僧
加
の
重
要
性

と、

0
0
A
拠
出
増
加
の
重
要
性
仁
つ
い

て
積
極
的
な
発
言
が
相
次
い
だ
。
特
に
、

O
D
A
を
G
N
P
民
0
・
7
%
と
す
る
こ

と
が
世
界
的
に
共
通
し
た
自
様
で
あ
る
が

現
状
は

0
・
3
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

2
0
1
5
年
ま
で
に

M
D
G
s
を
達
成
す

る
定
め
に
ち
、

O
D
A
の
G
N
P
費
0
・

7
%
目
標
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
が
護
委
に

な
っ
て
く
る
と
改
め
て
指
摘
が
あ
つ
だ
。

さ
ら
に
、
研
究
に
関
す
る
没
資
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
右
発
言
が
あ
り
、
議
長
総

括
と
し
て
、

(
1
)
H
l
V
/
工
イ
ズ
に
対

す
る
薬
剤
が
高
す
ぎ
る
、

(
2
)
研
究
開
発

の
経
費
を
ど
の
よ
う
に
負
担
し
、
そ
の
成

果
を
ど
の
よ
う
に
広
く
普
及
さ
ぜ
る
か
、

(
3
)
関
連
が
中
山
と
な
っ
て
資
金
を
拠
出

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
つ
だ
点
が
ま

と
め
ら
れ
た
。

福
田
康
夫
J
P
F
P
会
長
挨
拶

日
本
か
ら
の

H
l
V
/
エ
イ
ズ
に
対
す

る
協
力
の
現
状
に
つ
い
て
、
福
間
康
夫
J

P
F
P
会
長
の
発
表
を
代
読
し
走
。
福
田

会
長
は
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議

員
活
動
が

B
本
か
ら
始
ま
り
、
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
の
中
か
ら
1
9
9

4
年
の
罰
際
人
口
・
開
発
会
議

(
l
p
c

p
)

国
際
人
口
開
発
議
員
会
議

(

C

P
P
D
)
を
契
機
と
し
て
ア
フ
リ
カ

i
ア

ラ
ブ
地
域
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
に
人
口
と
開
発

に
関
す
る
国
会
議
員
フ
ォ
ラ
ム
が
形
成

さ
れ
だ
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ァ
ン
ド
の
形
成
と

G

/

D
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を
通
じ
t
L
日
本
の
さ
(
援
の
成
果
を
報
告
し

た
。
さ
ら
に
、
来
年
日
本
で
開
か
れ
る
T

I
C
A
D
N
お
よ
び
G

8
サ
ミ
ッ
ト
に
向

け
て
、
本
年
8
月
仁
A
P
D
A
主
催
で
実

施
す
る
「
搭
続
可
能
な
開
発
の
定
め
の
人

口
・
保
健
・
地
域
能
力
開
発
仁
関
す
る
ア

ジ
ア
ー
ア
フ
リ
カ
国
会
議
員
対
話
」
を
紹
介

し
、
希
望
者
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
こ

れ
仁
対
し
て
ア
フ
リ
カ
諸
医
か
ら
ち
地
域

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
1

・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

(
能
力
橋
築
)
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
ぜ

ひ
参
加
し
定
い
と
の
要
請
が
杷
次
い
だ
。

E
U
諸
国
か
ら
ち
参
加
を
希
望
す
る
戸
が

よ
か
っ
定
。

ベ
ル
リ
ン
会
議
と
東
京
会
議

本
年
B
向円に
A
P
D
A
が
開
催
を
予
定

し
て
い
る
「
持
続
弓
能
な
同
開
発
の
た
め
の

人
口
・
保
健
・
地
域
能
力
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
国
会
議
員
対
話
L

は、

4
7
E
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
を
引
き
継
ぐ
ち
の

で
あ
る
と
同
持
仁
、
壁
一
な
っ
定
性
格
を
詩

っ
て
い
る
。
会
回
の
ベ
ル
リ
ン
会
議
が
H

v
/
エ
イ
ズ
の
予
防
、
特
に
ア
フ
リ
カ

地
践
の

H
l
V
/
工
イ
ズ
マ
ア
妨
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
た
ち
の
で
あ
っ
疋
の
に
対
し
て
、

A
P
O
A
が
実
施
す
る
会
議
は
T

C

A

D

N
を
主
な
焦
点
と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
諸

B
が
臼
ら
開
発
を
行
う
定
め
の
き
っ
か
け

を
与
え
る
こ
と
が
ま
な
目
的
と
な
っ
て
い

る
。
汁

|
V
/
工
イ
ズ
の
予
防
や
蔓
延
防

止
が
世
界
的
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

は
一
一
一
一
口
を
待
た
な
い
か
、
と
る
こ
と
の
で
き

る
対
策
が
限
ら
れ
て
い
る
の
ち
事
実
で
あ

り
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
だ
め

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
国

会
議
員
が
重
要
な
役
割
を
果
疋
す
分
野
と

し
て
参
加
議
員
に
広
<
ア
ピ
ル
し
だ
。

今
回
の
会
議
に
参
加
し
て
、

8
月
に
A

P
D
A
が
主
催
す
る
会
議
に
対
す
る
ア
フ

リ
カ
諸
国
を
中
の
と
し
た
強
い
期
待
を
感

じ
る
と
と
乞
に
、
今
回
の
会
議
成
果
を
踏

ま
え
て
A
P
D
A
主
催
の
会
議
で
ア
フ
リ

カ
開
発
に
対
す
る
議
論
を
深
め
る
こ
と
で
、

ア
フ
リ
カ
の
開
発
問
題
を
含
む
人
口
と
開

発
仁
隠
す
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
強
化

に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
実
感
し
走
。

【注】
(
1
)
山
山
所
「
わ
が
居
の
O
D
A
戦
略
に
つ
い
て
」
、

首
相
官
邸
、
平
成
は
年
7
月
お
呂
、
対
外
関

係
勾
ノ
ス
ケ
フ
ォ

l
ス
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偶発途上国の人口

開
発
途
上
国
の
人
口
• 

人
間
開
発
と
日
本
の
国
際
協
力

ー
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
つ
い
て
!土
屋

圭
造

九
州
大
学
名
誉
教
授

私
は
世
界
の
最
貧
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人

民
共
和
箇
に
お
け
る
「
農
業
大
学
院
大
学
創

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
草
創
期
に
参
加
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
走
。
悶
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
は
独

立
行
政
法
入
国
際
協
力
機
構

(
J
l
C
A
、

旧
称
国
際
協
力
事
業
団
)
の
数
あ
る
プ
ロ
ジ

工
ク
卜
の
う
ち
、
「
本
当
の
意
昧
の
日
米
協

力
の
唯
一
の
例
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア
の
開
発

途
上
国
に
お
け
る
人
口
と
人
間
開
発
に
対
す

る
日
本
の
国
際
協
力
に
つ
い
て
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
を
事
例
と
し
て
、
(
1
)
急
援
す
る

こt屡妾造
(っちゃ.けいぞう)

東京大学卒、農学博士。九州大学
名誉教綬、農業経清学者層際協会
OAAE)名誉終身全員。九州大学
教授、 i宜通経清大学院桂済学研究
科長、学校法人中央学院相談投、
日本学術会議会員。イースト・ウ
エス卜・センター上級研究員(ア
メリカ)、タマサ ト大学AOC教授
(タイ)、クイ ンス!ランド大学客
員教綬(オ ストラリア)、天津農
村経清研究所名誉研究員(中国)、
農水省農業総合研究所参与、日本
農業経済学会会長等を歴荘。著書
は f農業経済学j、「世界の童糧・
日本町農業」等多数。

(
2
)
食
糧
増
産
と
農
業
大
学
院
創

(
3
)
ゲ
ラ
ミ
ン
銀
行
と
M
・
ユ
ヌ
ス

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
、
〈
4
)
B
本
の

国
際
協
力
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

設入
、口

1
.
急
治
す
る
人
口

第
2
次
大
戦
後
の
1
9
4
7
年
、
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
で
あ
っ
疋
パ
キ
ス
タ
ン
が
独
立

し
て
パ
キ
ス
タ
ン
国
家
と
な
っ
た
。
同
国
は

イ
ン
ド
を
挟
ん
で
東
・
笥
ハ
キ
ス
タ
ン
よ
り

な
っ
て
い
た
が
、
東
パ
キ
ス
タ
ン
は
、
力
の

強
い
西
パ
キ
ス
タ
ン
に
万
事
に
つ
い
て
抑
圧

さ
れ
て
き
た
の
で
、
激
し
い
内
戦
を
経
て
、

1
9
7
1
年
独
立
し
て
新
興
国
家
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
な
っ
定
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
国
土
が
狭
く
1
4
・

4
万
平
万
キ
ロ
で
、
日
本
の
お
%
に
過
ぎ
、
ず
、

日
本
の
北
海
道
、
九
州
、
四
国
を
合
わ
ぜ
た

程
の
弱
積
で
あ
る
。

2
0
0
4
年
1
人
当
だ
り
の
総
国
民
所
得

は
、
パ
ン
グ
ラ
デ
シ
コ
で
は
4
4
0
ド
ル
で
、

巳
本
の
3
万
4
5
0
0
ド
ル
の
1
・
2
%
に

過
ぎ
ず
、
成
人
の
非
識
字
率
は
、
印
%
で
あ

る。
1
9
9
8
年
の
人
口
は
日
本
と
大
差
が
な
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バングラデシュ農家の子沢山

く
約
1
億

2
6
5
0
万
人
で
あ
っ
走
。
し
か

し、

2
0
0
6
年
、
日
本
は
1
億

2
8
2
0

万
人
と
1
9
9
8
年
に
出
し
て
、
約
1
7
0

万
人
増
加
し
疋
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
は
1
億
4
4
0
0
万
人
と
、
日

本
の
叩
倍
以
上
の

1
7
5
0
万
人
ち
急
増

し
、
底
土
1
m
T万
キ
口
当
だ
り
人
口
は
9
7

5
人
と
な
り
、
都
市
国
家
を
除
け
ば
世
界
で

最
右
多
い
国
と
な
っ
て
い
る
。

ー
人
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
産
む
子
ど
ち

の
数
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

2
0
0

6
年
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
3
・
0
4
人

と
、
日
本
の
1
・
3
5
人
に
出
し
て
2
倍
以

上
ち
多
い
。
こ
れ
は
不
妊
手
術
や
避
妊
注
射

な
ど
近
代
的
避
妊
法
の
実
行
者
が
特
%
に
過

ぎ
ず
、
ま
定
児
童
婚
が
多
い
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
古
く
か
ら
児
童
婚

が
多
か
っ
た
の
で
、

1
9
2
9
年
問
歳
以
下

の
結
婚
を
禁
止
す
る
活
律
が
制
定
さ
れ
た
。

し
か
し
同
法
に
は
罰
則
規
定
が
あ
る
だ
け

で
、
児
童
婚
そ
の
ち
の
を
無
効
と
し
な
か
っ

疋
た
め
、
女
性
の
平
均
初
婚
年
齢
は
1
9
3

9
年
氾
歳
、

1
9
6
1
年
は
歳
、

1
9
7
4

年
時
歳
、

1
9
8
1
年
行
歳
、

1
9
9
1
年

叩
山
歳
と
極
め
て
若
く
、
川
出
歳
葬
」
超
え
疋
の
は

1
9
9
6
年
以
降
で
あ
る
。

平
均
寿
命
は
1
9
5
0
1
日
年
仁
、
日

本
ぃ
臼
・

9
歳
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
ぉ
・

6
歳
で
あ
っ
た
が
、

1
9
9
5
1
2
0
0
0

年
で
は
、
日
本
は

m
・
3
歳
に
延
び
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
ち
日
・

1
歳
と
延
び
た
が
、
先

進
国
の
平
均
九
・

B
歳
に
出
し
て
ほ
勿
論
、

開
発
途
上
冨
の
平
均
的
以
・

5
歳
に
出
し
て
ち

短
い
。
ま
た
人
口
1
0
0
0
人
当
だ
り
の
5

歳
未
満
児
死
亡
数
は
、

2
0
0
5
年
、
日
本

の
男
子

5
人
、
女
子

H
4
人
に
比
し
て
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
男
予
υ

白
人
、
女
7
7

脳
人
と
多
<
、
多
産
・
多
死
国
家
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

国
際
的
に
箆
て
ち
泊
代
の
婚
熔
と
新
生
児

の
古
向
い
死
亡
準
と
は
関
係
が
あ
り
、
泊
代
の

婚
問
問
者
の
新
生
児
約
4
0
0
万
人
が
、
生
後

1
力
月
以
内
仁
死
亡
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
と
国
連
国

際
児
童
緊
急
纂
金

(
U
N
I
C
E
F
-
9

5
3
年
匡
連
児
童
基
金
と
改
称
)
は
チ
ム

を
組
み
、
未
婚
の
少
女
に
つ
い
て
は
、
結
婚

時
期
を
遅
ら
ぜ
る
よ
う
に
指
導
し
、
結
婚
し

た
少
女
に
つ
い
て
は
、
彼
女
た
ち
の
権
利
に
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開発途上国の人口

つ
い
て
知
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
つ
い
て
ち
、
こ
の
指

導
・
支
回
揺
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

バングラデシュの長距離パス

2
.
食
糧
泡
震
と
農
業
大
学
院
創
設

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
狭
い
国
土
に
人

口
が
急
憎
し
、
食
糧
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

怠
っ
て
い
る
。
国
民
の
約
百
%
は
農
村
に
住

み
、
農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
が
、
農
家

1
一
戸
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積
は
小
さ
く
、

約
1
0
0
0
万
戸
の
農
家
の
う
ち
、

m
a未

満
(
日
本
の
農
家
1
戸
当
だ
り
経
営
耕
地
面

積
の
約
6
分
の
1
)
が
約
8
割
を
占
め
、
他

に
約
3
5
0
万
の
土
地
無
し
農
業
労
働
者
が

い
る
。
彼
等
の
多
く
は
「
日
雇
い
労
働
者
」

と
し
て
、
地
主
の
田
畑
で
働
く
が
、
日
当
は

初
j

m
タ
カ
(
閉
山
円
1
1
4
0
円
、
ち
な
み

に
米
価
は
1
勾
当
た
り
約
初
円
)
で
あ
る
。

中
に
は
リ
キ
シ
ャ
(
人
力
車
)
で
稼
い
だ
り
、

包
家
製
菓
子
を
販
売
し
た
り
す
る
等
、
比
較

的
裕
福
な
者
が
い
る
が
、
数
は
少
な
く
、
世

界
銀
行
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
農
村
で
は
約
4

割
の
人
々
が
、
国
の
定
め
る
貧
国
ラ
イ
ン

(
最
低
限
の
生
、
活
を
維
持
で
き
る
線
)
以
下

の
収
入
し
か
あ
げ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
懇
条
件
の
だ
め
、
農
民
の
技
術

水
準
は
極
め
て
低
<
、
食
糧
生
産
の
伸
び
率

は
、
人
口
の
増
加
率
に
及
、
は
ず
、
恒
常
的
に

食
糧
不
足
は
続
き
、
年
に
よ
っ
て
変
動
す
る

が
、
平
均
す
る
と
食
糧
消
費
量
の
約
巧
%
は
、

翰
入
を
余
儀
怠
く
さ
れ
て
い
る
。

輸
出
は
欧
米
諸
国
向
け
の
縫
製
品
が
花
%

を
占
め
る
が
、
資
源
が
乏
し
く
全
て
の
材
料

を
イ
ン
ド
等
か
ら
輸
入
し
て
い
る
だ
め
、
純

収
益
は
少
な
い
。
特
に
2
0
0
5
年
1
月
以

降
は
、
多
国
間
繊
維
協
定
が
終
ヨ
し
、
輸
出

競
争
が
激
化
し
疋
定
め
、
純
収
益
は
さ
ら
に

減
少
し
て
い
る
。
こ
の
だ
め
食
糧
翰
入
財
源

仁
事
欠
き
、
食
糧
増
産
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

食
糧
増
産
に
は
農
業
の
技
術
革
新
が
必
要

で
あ
り
、
大
学
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

し
か
し
1
9
8
9
年
時
点
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
に
お
け
る
大
学
は
わ
ず
か
7
校
で
あ
り
、

し
か
ち
唯
一
の
農
業
大
学

(
B
A
U
)
で
は
、

研
究
費
不
足
ち
あ
っ
て
、
研
究
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
ず
、
ま
疋
学
生
は
ス
ト
ラ
イ
キ
ば
か

り
し
て
、
卒
業
ま
で
5
i
6
年
ち
か
か
り
、

農
業
の
技
術
革
新
仁
、
ほ
と
ん
ど
役
立
っ
て

い
な
か
っ
走
。
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
農
学
研
究
の
た

め
、
外
霞
の
大
学
院
に
留
学
す
る
者
が
い
る

が
、
こ
れ
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
園

内
で
大
学
院
教
育
を
行
い
、
費
用
を
軽
減
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
だ
め
同
国
政
府
は
、

首
都
ダ
ッ
力
の
北
万
約
mw
闘
の
ガ
ジ
ブ
ー
ル

に
農
業
大
学
鋭
を
創
設
し
、
教
育
・
研
究
の

レ
ベ
ル
・
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
農
業
生
産
力
の

向
上
を
計
る
と
い
う
計
画
を
立
て
だ
。
し
か

し
同
国
は
財
政
難
や
人
材
難
で
自
力
で
、
農

業
大
学
院
を
創
設
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
だ
め
、
日
米
両
国
政
府
に
同
計
画
の
支
援

を
要
議
し
て
き
だ
。

こ
の
た
め
日
本
政
府
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

政
府
の
要
請
に
応
え
、

1
9
8
3
・
1
9
8

4
の
河
年
私
を
団
長
と
し
走
事
前
調
査
団

を
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
派
遣
し
、
実
情
を

調
査
さ
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
側
と
協
議
の
上
、
農

業
大
学
院
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
日
米
協
同

で
支
援
す
る
こ
と
と
し
走
。

1
9
8
5
年
同
ブ
ロ
ジ
工
ク
卜
は
正
式
に

発
足
し
、
九
州
大
学
・
佐
賀
大
学
か
ら
山
田

芳
雄
名
誉
教
授
以
下
田
名
の
教
員
(
延
べ

数
)
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大

学
の
L

・
ア
イ
ス
グ
ル
パ
名
誉
教
授

(
元
農
学
部
長
代
行
)
以
下
数
名
の
教
員
、

さ
ら
に
J
i
C
A
の
宮
下
信
夫
調
整
員
等
の

長
期
・
短
期
の
専
門
家
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
に
常
駐
し
、

B
・
米
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

が
協
力
し
て
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
成

果
を
あ
げ
て
き
た
。

1
2
8
9
年
7
月
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府

か
ら
日
本
政
府
に
対
し
、

5
力
年
の
支
援
期

間
が
終
わ
り
に
近
前
つ
い
だ
の
で
、
新
し
い
第

日
次
5
カ
年
計
画
に
、
農
業
大
学
院
創
設
プ

ロ
ジ
工
ク
卜
を
再
度
組
み
込
み
た
い
と
い
う

強
い
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
定
め
日
本
政
府

は
次
の
5
力
年
商
ち
伺
ブ
ロ
ジ
工
ク
卜
を
、

継
続
す
る
か
密
か
を
検
討
す
る
だ
め
、
実
績

評
価
屈
を
パ
ン
グ
ラ
ア
シ
コ
仁
派
遣
す
る
こ

と
に
し
た
。

日
本
の
国
際
協
力
は
J
i
C
A
を
通
じ

て
、
日
本
と
相
手
国
と
の
2
国
協
力
で
行
わ

れ
る
が
、
農
業
大
学
院
館
設
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト

は
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
3

国
抑
制
力
の
特
異
な
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
で
、
そ
れ

だ
け
に
困
難
の
多
い
、
ま
た
注
目
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
当
然
、
実
績
評
価

団
ち
臼
・
米
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
3
国
か
ら

の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
仁
な

り、

1
9
8
9
年
7
月
私
は
団
長
に
任
命
さ

れ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
赴
い
た
。
ア
メ
リ

カ
か
ら
は
ミ
ズ
1
リ
大
学
E
・
R
・
キ
ル

農
学
部
長
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
は
K
-

M
・
パ
ズ
ド
ド

l
ザ
博
土
(
名
誉
科
学
者
)

等
著
名
人
ち
参
加
し
、
強
力
な
評
価
団
と
な

っ
だ
。
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実
績
評
価
団
は
第
1
期
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
の

成
果
在
高
<
評
価
し
、
そ
れ
が
1
9
9
0
年

7
月
か
ら
1
9
9
5
年
7
月
ま
で
の
第
2
期

ブ
ロ
ジ
工
ク
卜
開
始
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

向
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
は
九
州
大
学
が
主
体
と
な

り
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
琉
球
等
の
各

大
学
か
ら
数
員
自
名
(
延
べ
数
)
が
派
遣
さ

れ
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
が
協
力
し
て
、

1
9
9

5
年
7
月
成
山
裡
に
終
ゴ
し
走
。

1
9
9
5
年
6
月
農
業
大
学
院
で
は
、

K
・
ジ
ア
首
相
臨
席
の
ち
と
に
修
士
の
学
位

紀
回
目
与
式
が
、
日
別
年
6
月
S
-
ハ
シ
ナ
首
相
相

臨
席
の
ち
と
に
、
修
士
・
博
士
の
学
位
紀
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
仁
と

っ
て
、
修
士
・
博
士
の
称
号
を
持
つ
研
究
者

の
誕
生
は
、
特
筆
す
べ
き
快
挙
で
あ
つ
だ
。

1
9
9
8
年
行
月
、
農
業
大
学
院
は
学
部

を
併
設
し
「
ボ
ン
ゴ
ボ
ン
ド
ウ
農
業
大
学
L



に
改
名
さ
れ
乏
が
、
同
大
学
に
対
す
る
J

C
A
の
ア
フ
タ
ケ
ア
は
、
1
9
9
9
年
4

月
か
ら
2
0
0
1
年
3
月
ま
で
、
引
き
続
き

九
州
大
学
を
中
山
と
し
て
行
わ
れ
だ
。

2
0
0
6
年
ボ
ン
ゴ
ボ
ン
ド
ウ
農
業
大
学

の
教
員
数
は
的
名
と
な
り
、
農
学
・
士
壌
・

動
物
・
水
産
・
生
化
学
・
バ
イ
オ
・
環
境
等

の
諸
専
攻
に
加
え
、
さ
ら
仁
農
産
加
士
と
ア

グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
専
攻
の
新
設
準
備
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
、
同
大
学
は
名
実
共
仁
、
一
流
大

学
に
成
長
し
た
。
す
で
に
同
大
学
は
邸
名
に

博
士
、
7
4
0
名
仁
修
士
の
学
位
を
与
え
、

学
位
取
得
者
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
業
の
発

展
仁
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。

数
あ
る
J
l
C
Aプ
ロ
ジ
工
ク
ト
の
中
で

日
米
協
力
の
成
め
例
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な

い
が
、
幸
い
に
農
業
大
学
院
創
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
成
功
し
走
。
こ
れ
は
日
米
両
国
政
府

と
ち
優
れ
疋
人
材
を
、
長
期
間
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
に
駐
在
さ
廿
、
厳
し
い
環
境
の
ち
と
で
、

互
い
に
協
調
し
て
幾
多
の
難
局
を
乗
り
切
っ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
「
企
業
は
人
な
り
L

と
い
う
が
、
「
国
際
協
力
ち
人
な
り
」
で
あ

る。

開発途上国の人口

3
.
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
創
設
と
ユ
ヌ
ス
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
農
家
は
、

B
本
の
農

家
と
向
様
に
、
農
業
改
良
や
生
活
改
善
等
の

資
金
を
必
要
と
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
乞
、

日
本
と
同
様
な
制
度
金
融
が
あ
る
。
し
か
し

貧
農
層
や
土
地
無
し
農
民
は
、
担
保
不
足
で

こ
れ
を
利
用
で
き
ず
、
主
と
し
て
富
農
層
が

恩
恵
存
」
受
け
て
い
る
。
ま
た
家
父
長
制
の
T
P

で
は
、
女
性
は
低
い
地
位
に
あ
り
、
財
産
は

男
性
に
相
続
さ
れ
る
等
の
だ
め
に
、
立
性
は

貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
。
こ
の
だ
め
チ
ッ
タ

ゴ
ン
大
学
教
授
で
あ
っ
た
コ
ヌ
ス
は
、
女
性

の
自
立
を
支
え
る
走
め
に
、
1
9
8
3
年
国

際
機
関
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

才
ラ
ン
ダ
等
の
媛
助
を
受
け
、
農
業
金
融
を

主
体
と
す
る
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
創
設
し
、
同

銀
行
の
総
裁
仁
就
任
し
た
。

当
初
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
株
は
政
府
が
叩
%
、

全
て
の
メ
ン
バ
ー
(
借
り
手
で
あ
る
貧
農
・

土
地
無
し
農
民
)
が
1
人
1
株
で
羽
%
を
所

有
す
る
、
無
担
保
・
少
額
融
資
の
特
殊
銀
行

と
し
て
発
足
し
た
。
1
9
9
5
年
同
銀
行
は

B
本
か
ら
ち
初
億
円
の
間
資
を
受
け
、
住
宅

用
資
金
と
し
て
、
活
用
し
、
ま
た
発
行
新
株
の

全
て
を
、
メ
ン
バ
に
割
り
当
て
る
な
ど
し

て
資
金
を
調
達
し
、
2
0
0
7
年
2
月
仁
は
、

政
府
の
搭
ち
株
出
来
在
日
%
に
低
下
さ
せ

た。
同
銀
行
の
特
色
は
、
所
有
す
る
土
地
面
積

が
0
・
2
h
a
未
満
、
資
産
合
計
が
0
・
4

h
a
未
満
相
当
の
貧
し
い
人
々
を
対
象
に
し

て
、
5
人
の
メ
ン
バ
ー
の
連
帯
責
任
の
ち
と

に
、
治
%
の
高
金
利
で
慰
資
が
行
わ
れ
た
が
、

農
民
た
ち
は
竹
か
ご
を
編
ん
だ
り
、
家
蓄
を

飼
育
し
走
り
し
て
、
師
融
資
の
mm
・
5
%
を
返

済
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(
マ
イ
ク
ロ
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
)
。

当
初

ω人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
発
足
し
た
グ

ラ
ミ
ン
銀
行
は
、
メ
ン
バ
ー
を
1
9
8
4
年

2
0
0
万
人
、
2
0
0
7
年
2
月
に
7
0
1

万
人
(
う
ち
釘
%
は
女
性
)
と
増
や
し
、
融

資
額
は
円
換
算
で
約
7
千
億
円
に
還
し
だ
。

同
銀
行
は
、
ユ
ヌ
ス
の
間
期
待
し
た
よ
う
に
、

総
人
口
の
3
分
の
ー
を
占
め
る
、
1
日
1
ド

ル
以
下
で
生
活
す
る
貧
し
い
人
々
の
生
活
改

善
を
支
え
、
ま
た
借
り
手
で
あ
る
女
性
の
地

位
向
上
と
、
活
動
分
野
の
拡
大
に
大
き
な
震

献
を
し
て
い
る
。

ユ
ヌ
ス
の
始
め
た
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
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ト
は
、
貧
困
対
策
の
新
方
策
と
し
て
国
際
的

に
注
目
さ
れ
、

2
0
0
2
年
末
、
第
3
世
界

や
ア
メ
リ
カ
等
世
界
の
1
3
1
力
国
の
2
5

7
2
団
体
で
類
似
の
万
策
が
と
ら
れ
て
い

る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
前

大
統
領
が
ア
力
ン
ソ
州
知
事
時
代
関
ゆ

を
一
那
し
、
訪
米
し
疋
ユ
ヌ
ス
と
会
談
し
、
ま

た
ヒ
ラ
リ

i
夫
人
は
パ
ン
ゲ
ラ
デ
シ
コ
を
訪

れ
た
。2
0
0
6
年
1
ヌ
ス
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
だ
け
で
は
な
く
、
古
界
の
貧
困
削
減
に
む

け
だ
努
力
仁
よ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
。
コ
ヌ
ス
の
偉
大
な
功
績
と
ノ
ベ

ル
賞
選
考
委
員
会
の
慧
眼
に
敬
意
を
表
し
だ

1
1
ν
 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
内
に
は
、

N
G
O

(
非
政
府
組
織
の
開
発
鐙
鈎
団
体
)
が
数
多

く
存
在
す
る
が
、
筆
頭
は
ブ
ラ
ッ
ク

(
B
R

A
C
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
村
向
上
委
員
会
)

で
、
農
村
や
都
市
の
貧
困
層
約
6
8
0
0
万

人
を
対
象
仁
し
て
、
年
間
予
算
約
問
億
タ
カ

(約
1
5
0
億
円
)
に
て
従
業
員
2
万
8
0

0
0
を
擁
す
る
ア
ジ
ア
最
大
の
金
融
機
関
で

あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
は
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
始
め

↑
に
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
万
式
を
全
面
的

仁
活
用
し
、
ま
た
利
子
収
入
を
財
源
と
し
て
、

大
学
や
情
報
技
術
協
会
を
創
設
し
、
さ
ら
に

不
動
産
業
務
や
イ
ン
フ
ォ
マ
ル
な
初
等
教

育
を
行
い
、

3
万
1
0
0
0
校
で
約
1
0
0

万
人
が
学
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
は
営
利

活
動
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
N

G
O
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
が
義
務
教
育
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
L

等
の
批
判
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
貧
困
者
に
と
っ
て
有

力
な
支
援
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
1
月
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

は
、
ジ
ア
前
首
相
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
民
族

主
義
政
党
と
最
大
野
党
の
ハ
シ
ナ
一
元
首
相
の

率
い
る
ア
ワ
ミ
連
盟
の
両
政
党
障
で
対
立
が

激
化
し
、
総
選
挙
が
延
期
さ
れ
た
。

朝
日
新
聞
は
「
1
ヌ
ス
は
、
政
争
が
続
き

汚
職
が
絶
え
な
い
既
存
政
党
へ
の
不
満
の
受

け
皿
と
し
て
、
新
党
を
結
成
す
る
模
様
だ
、

国
民
の
尊
敬
を
集
め
、
知
名
度
抜
群
の
1
ヌ

ス
新
党
が
、
総
選
挙
に
参
加
す
れ
ば
台
風
の

自
に
な
り
そ
う
だ
」
と
報
じ

(
2
0
0
7
年

2
月
は
臼
)
、
ま
定
日
本
経
済
新
聞
は
ユ
ヌ

ス
に
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
し
、
「
A

つ
の
政
界
に

は
、
正
直
で
能
力
の
あ
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
。
私
が
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
貧
密

を
削
減
し
、
習
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
と
、
考
え
て
い
る
」
と
ユ
ヌ
ス

の
総
選
挙
立
候
補
の
意
向
を
報
じ
て
い
る

(
2
0
0
7
年
4
月

m日)。

N
G
O
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
は
、

2
0
0
1
年
か
ら
2
0
0
5
年

ま
で
連
続
し
て
汚
職
蔓
延
度
で
世
界
1
位
で

あ
る
」
の
で
、
コ
ヌ
ス
の
新
党
が
総
選
挙
で

善
戦
し
、
こ
の
汚
名
を
返
上
す
る
か
に
注
目

し
だ
い
。
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4
.
8本
の
冨
際
協
力

日
本
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
対
し
、

1
9

7
1
年
の
建
国
以
降
2
0
0
4
年
度
ま
で
の

問
、
技
術
協
力
や
無
償
資
金
協
力
の
他
に
、

累
計
5
7
1
4
億
の
円
借
款
と
海
外
投
融
資

を
行
い
、
世
界
最
大
の
政
府
開
発
援
助

(
O

D
A
)
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
額
接
投
資

に
な
る
と
1
9
8
9
1
2
0
0
4
年
度
で
累

計
2
1
1
億
円
に
過
ぎ
ず
、
日
本
か
ら
の
進

出
企
業
ち
9
社
に
留
ま
っ
て
い
る
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
日
本
と
の
貿
易
で

は、

2
0
0
4
年
日
本
へ
の
翰
出
は
縫
製
品

や
養
殖
工
ビ
等
で
1
億
4
1
5
0
ド
ル
、
総



開発途上国の人口

望
す
る
。

入
は
機
械
類
等
で
4
億
4
4
9
0
ド
ル
で
あ

り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
約
3
億
ド
ル
の

対
日
貿
易
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

九
州
大
学
で
は
す
で
に
合
計
1
3
0
名
を

超
え
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
学
生
に
、
奨
学
金

を
与
え
大
学
院
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
き

た
。
彼
等
は
勉
学
に
励
み
博
士
や
修
士
の
学

位
を
取
得
し
て
帰
国
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

に
お
け
る
経
済
や
農
業
の
発
震
に
貢
献
し
て

い
る
。
ま
た
2
0
0
6
年
同
国
に
は
九
州
大

学
農
学
部
向
窓
会
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
が

創
立
さ
れ
る
な
ど
、
九
州
大
学
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
の
大
学
問
受
流
が
強
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
。J
I
C
A
は
2
0
0
7
年
、
バ
ッ
グ
ラ
デ

シ
ュ
仁
対
す
る
協
力
の
基
本
分
野
と
し
て
、

①
農
業
・
農
村
開
発
、
②
教
育
改
善
、
③
保

健
、
④
環
境
等
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
経
済
的
・
文
化
的
発
展

に
と
っ
て
、
重
要
な
分
野
で
あ
る
の
で
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
日
本
の
協
力
安
」
活
用
し
、

ま
す
ま
す
発
展
し
、
世
界
の
最
貧
困
グ
ル

ブ
か
ら
、
一
刻
ち
早
く
脱
却
す
る
こ
と
を
希

【
参
考
文
献
】

(
1
)
土
屋
主
造
「
人
口
政
策
の
現
状
」
阪
本
楠

彦
・
土
屋
圭
造
・
梶
井
功
病
問
現
代
中
国
の

農
業
』
東
京
大
学
出
版
会
、

1
9
8
0
年

(
2
)
藤
田
幸
一
「
ハ
ン
ゲ
ラ
デ
シ
ュ
農
業
発
展
論

序
説
』
農
業
総
合
研
究
所
、

1
9
9
3
年

(
3
)

臼
田
雅
之
・
依
藤
宏
・
谷
口
呂
田
吉
田
明
『
ち
つ

と
知
り
疋
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
』
弘
文
堂
、

1
9
9
3年

(
4
)
渡
部
龍
也
『
「
南
」
か
ら
の
国
際
協
力
パ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
の
挑
戦
』

岩
波
書
広
、

1
9
9
7年

(
5
)
土
屋
圭
造
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
農
業
大
学
院

大
学
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
」
『
国
際
農
林
業
協
力
』

M
巻
1
・
2
雪、

2
0
0
1
年
4
/
5
月

(
自
)
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
、
黒
崎
卓
・
山
崎
浩

治
訳
『
貧
困
と
飢
餓
』
岩
波
書
臣
、

2
0
0

0
年

(
7
)

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
、
大
石
り
ら
訳
『
貧

箆
の
克
服
ア
ジ
ア
発
展
の
鍵
は
何
か
』
集

英
社
、

2
0
0
2
年

(
8
)
西
川
麦
子
「
ハ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
/
生
存
と
関

係
の
フ
ィ
ル
ド
ヴ
ク
』
平
凡
社
、

2
0

0
1
年

(
9
)
坪
井
ひ
ろ
み
『
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
を
知
っ
て
い

ま
す
か
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

2
0
0
6年

(ω)
国
連
人
口
裳
金
『
世
界
人
口
白
書
』
、

2
0

0
6
年

(
日
)
大
橋
正
明
・
五
十
嵐
理
奈
『
B
本
と
の
つ
な

が
り
で
見
る
ア
ジ
ア

i
5』
岩
崎
書
応
、

2

0
0
5
年

(
ロ
〕
大
橋
正
明
・
村
山
真
弓
『
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
知
る
だ
め
の
印
章
』
明
石
書
房
、

2
0
0

3
年

(
河
川
)
大
友
篤
『
総
人
口
で
み
た
世
界
人
口
変
動

そ
の
要
因
』
古
今
書
院
、

2
0
0
6
年

(
M
)
株
式
会
社
工
フ
ビ
l
ア
イ
・
コ
ミ
ニ
ク
l
シ

ョ
ツ
ズ
鰐
『
国
際
協
力
便
覧
』
冨
際
協
力
銀

行、

2
0
0
6年

(
市
)
佐
藤
元
彦
「
貧
困
削
減
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ

十
ノ
ン
ス
」
高
梨
和
紘
嬬
箸
司
開
発
経
済
学
』

慶
藤
義
塾
大
学
出
版
会
、

2
0
0
5
年

(
閉
山
)
豆
三
J
h
u

ヨヨ
ω且
〈
ζ3cω
仁

Q
3
3
0
0コ
田

ω
コ
手
ハ
〉
片
山
山

臼
ω
コ0
0一
Lω
コEω
之
一
日
口
口
J
1

(
仔
)
日
本
経
済
新
聞
「
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
総
裁

ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
さ
ん
」
①
i
⑤、

2
0
0

7
年
4
月
間
日

i
m
日

ム
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口

口

現
実
課
題
と
し
て
解
決
へ
挑
戦
迫
る

環
境
と
人
口
問
題

東
南
ア
ジ
ア
鉄
鋼
協
会
終
身
フ
エ
ロ

l

東
北
大
学
大
学
院
一
万
客
員
教
授

口

人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
最
初
の
超
党

派
議
員
組
織
と
し
て
の
「
国
際
人
口
問
題
議

員
懇
談
会

(
J
P
F
P
)
」
事
務
局
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
A
P
D
A
(
ア
ジ
ア
人
口
・

開
発
協
会
)
は
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ー
ー
一
フ
ム
」
の
設
立
母
体
と
し

戸
田

弘
元

口

て
1
9
8
2
年
2
月
設
立
さ
れ
だ
。
そ
の
基

本
目
的
に
は
『
人
類
が
人
間
と
し
て
尊
厳
を

持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
世
界
を
つ
く

る
』
崇
高
怠
理
念
が
読
め
る
。

歴
史
的
に
見
て
人
口
と
食
糧
生
産
力
の
増

加
率
の
遣
い
に
触
れ
走
マ
ル
サ
ス
、
資
源
有

戸田弘元
(とだ・ひろもと)

経清学博士(北大)、産業界勤務を
経て学界に転じ、東北大学・早大
畠大学院、阜大商学部・北大田学
習院大吾経済学部にて講座授当。
この筒、国連ECAFE(バンコク)
事務局出向、パリ・デユッセルド
ルフにて産業統計・産業組織・産
業構造変動問題研究。アジア/中
国/飲州中心に世界各国を多数現
地踏査。 1991年東南アジア鉄鋼協
会 (SEAISI)名誉会員、 1998年度
大内書(統計)聖賞、 2001年
S壬A旧l終身フェ口ーにj量挙、 2002
年度国際協力機情 (JICA)国際協
力貢献賞聖賞。内外著書(和/
英/中) ・論文多数。国際経，商学
会所属会員、(財)アジア人口・問
琵協会評議員。

限
の
考
え
の
ち
と
に
か
け
が
え
の
な
い
地
球

資
源
環
境
維
持
へ
の
ロ
マ
ク
ラ
ブ
の
警

鐘
、
官
界
的
に
人
類
生
t

げ
に
と
っ
て
の
環
境

問
題
仁
実
際
的
な
科
学
知
見
に
基
づ
い
て
、

変
化
数
値
を
提
示
し
て
き
だ
世
界
の
科
学
者

組
織
l
p
C
C
(
1
9
8
8
年
行
月
第
1
回

会
合
)
の
科
学
的
な
警
告
に
始
ま
り
、

1
9

9
2
年
5
月
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

U
N
C
E

D

(
環
境
と
開
発
に
関
す
る
毘
連
会
合
)
で

の
「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
L

調
印

(
1
5

5
力
留
守

1
5
9
4
年
3
月
引
日
向
条
約

発
効
、

2
0
0
4
年
什
月
ロ
シ
ア
が
条
約
国

内
批
准
手
続
き
を
終
わ
り
国
連
に
寄
託
す
る

↑
し
と
で
、
京
都
議
定
書
は
2
0
0
5
年
2
月

治
日
発
効
条
件
を
満
た
し
走
。
こ
の
よ
う
怠

経
緯
を
経
て
C
0
2
等
地
球
温
暖
化
ガ
ス

(
G
H
G
)
削
減
義
務
化
と
京
都
議
定
書
三

大
削
減
メ
カ
ニ
ズ
ム
(
排
出
権
取
引
、
共
同

実
施
、
ク
リ
ー
ン
・
デ
べ
口
ブ
メ
ン
卜
・
メ

カ
ニ
ズ
ム
)
の
具
体
化
な
ど
実
施
の
時
、
2

0
0
8
年
を
迎
え
る
。

2
0
1
0
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
2
0

0
8
年
j
M
M
年
の
間
仁
地
球
温
暖
化
ガ
ス

(
G
H
G
)
の
具
体
的
削
減
を
実
際
に
迫
る

持
に
至
り
、
環
境
問
題
は
全
世
界
に
亡
り
共
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通
の
問
題
と
し
て
の
対
応
を
緊
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

B
本
は
2
0
0
2
年
6
月
京
都

議
定
書
を
批
准
し
て
い
る
。
世
界
の
温
暖
化

ガ
ス
郎
滅
に
関
し
て
の
2
0
1
3
年
以
降
の

対
応
策
は
論
議
へ
の
道
筋
仁
あ
り
定
ま
っ
て

し
な
し
。

環境と人口問題

2
0
0
1
年
3
月
に
大
量
排
出
国
ア
メ
リ

カ
は
独
自
の
温
暖
化
ガ
ス
削
減
案
を
公
表
し

C
O
P
3
履
行
よ
り
離
脱
し
た
。
し
か
し
、

最
近
の
2
0
0
7
年
5
月
同
日
ブ
ッ
シ
ュ
米

大
統
領
は
2
0
0
7
年
4
月
の
連
邦
最
高
裁

の
環
境
保
護
局
(
E
P
A
)
に
対
す
る
温
室

効
果
ガ
ス
規
制
を
義
務
づ
け
る
判
決
を
受

け
、
C
O
2
続
制
見
送
り
の
万
鈴
を
転
換
し

た
。
大
統
領
は
E
P
A
、
工
ネ
ル
ギ
ー
、
運

輸
、
由
民
務
の
4
関
係
省
庁
に
地
球
温
暖
化
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
向
け
定
規
制
立
案
を
指

示
し
、
新
七
L

な
取
り
組
み
の
方
向
に
あ
る
が
、

実
現
に
は
時
日
を
要
す
る
見
込
み
で
、
近
い

将
来
に
選
出
さ
れ
る
新
大
統
領
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

カ
ナ
ダ
は
2
0
0
7
年
仁
至
り
C
O
P
3

に
よ
る
G
H
G
削
減
目
標
の
履
行
不
可
能
を

明
ら
か
に
し
た
。
排
出
量
の
多
い
中
国
は
京

都
議
定
書
国
の
削
減
義
務
枠
外
仁
あ
り
、
E

U
は
、
過
去
に
お
い
て
排
出
ガ
ス
削
減
努
力

の
少
な
か
っ
だ
国
の
削
減
容
易
な
レ
ベ
ル
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
削
減
量
を
カ
ウ
ン
ト
す
る

E
U
全
体
と
し
て
の
削
減
案
日
「
E
U
バ
ブ

ル
L

を
提
示
し
て
、
2
0
2
0
年
ま
で
に

初
%
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

B
本
は
6
%

の
削
削
減
案
(
1
9
9
0
年
対
2
0
1
0
年
出
)

の
緩
行
仁
田
亜
大
の
努
力
を
行
っ
て
き
て
い
る

が
、
日
本
の
場
合
2
0
0
5
年
速
報
で
G
H

G
は
、
民
生
、
運
輪
部
門
で
の
排
出
量
出
率

(
南
部
門
討
で
エ
ネ
ル
ギ
起
源
約
お
%
〉

が
大
き
く
娼
加
率
ち
大
き
く
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
B
本
経
団
連
は
過
去
の
各
産
業
部
門
の
削

減
努
力
否
認
査
し
て
い
る
が
、
か
な
り
の
産

業
部
門
(
全
産
業
で
工
ネ
ル
ギ
起
源
約

ぬ
%
)
で
排
出
抑
制
成
果
が
出
て
き
て
い
る
。

種
々
の
万
策
を
組
み
合
わ
せ
た
日
本
の
対
策

取
り
組
み
は
、
1
9
9
0
年
時
点
で
、
先
行

努
力
と
し
て
多
く
の
削
減
対
策
を
行
っ
て
き

た
状
態
か
ら
の
更
な
る
削
減
で
あ
る
だ
け
に

対
策
の
実
行
に
は
技
術
的
に
厳
し
い
壁
を
克

叩
服
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

包
本
全
体
で
の
1
9
9
1
年
以
降
の
地
球
温

暖
化
ガ
ス
の
絶
対
量
増
加
に
よ
り
削
減
目
標

は
実
質
的
に
6
%
を
超
え
る
水
準
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、
民
生
部
門
に

お
け
る
池
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
量
ウ
エ
イ

ト
は
大
き
い
が
民
生
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
消

費
、
排
出
ガ
ス
量
は
地
球
人
類
の
生
、
活
活
動

と
密
接
に
連
動
し
て
い
る
。

中
国
を
含
む
開
発
途
上
国
に
は
、
地
球
混

暖
化
現
象
を
先
発
士
業
国
に
よ
る
過
去
の
排

出
量
の
累
積
に
よ
る
歴
史
的
な
結
果
と
捉
え

て
い
る
国
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
工
業
化
、

経
済
的
水
準
向
上
を
図
る
国
の
発
展
努
刀
プ

ロ
セ
ス
で
の
地
球
温
暖
化
ガ
ス
排
出
へ
の
理

解
を
求
め
て
い
る
。
閉
山
み
に
世
界
の
総
C
0
2

排
出
量
に
占
め
る
各
国
の
割
合
は
2
0
0
4

年
実
績
で
米
国
2
・
1
%
、
中
国
氾
・
1
%
、

ロ
シ
ア
6
・
0
%
、

B
本
4
・
8
%
、
イ
ン

ド
4
・
3
%
、
ド
イ
ツ
3
・
2
%
、
英
国

2
・
2
%
、
力
ナ
ダ
2
・
0
%
、
韓
国
1
・

8
%
、
豪
州
1
・
3
%
等
と
な
っ
て
い
る
。

門
門
口
本
は
人
口
減
少
の
方
向
区
】

世
界
人
口
は
的
億
4
0
0
0
万
人
(
2
0

0
6
年
)
で
、
2
0
5
0
年
に
は

ω億
7
6

0
0
万
人
に
達
す
る
予
測
が
医
連
人
口
部
よ

り
一
部
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
中
国
が
世
界
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の
人
口
を
擁
し
氾
億
2
4
0
0
万
人
、
イ
ン

ド
が
什
億

1
9
0
0
万
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
予
測
で
は
2
0
3
0
年
頃
に
イ
ン
ド
は

中
間
闘
を
抜
い
て
世
界
一
の
人
口
大
国
に
怠
る

と
見
ら
れ
、

2
0
5
0
年
に
は
市
億
9
3
0

0
万
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
イ

ン
ド
は
人
口
構
成
が
若
く
活
力
あ
る
お
歳
以

下
の
人
口
出
率
が
総
人
口
の
約
四
分
の
一
を

占
め
て
い
る
。

1
9
7
9
年
か
ら
の
中
国
の

一
入
手
政
策
は
、
論
議
を
呼
ん
だ
政
策
と
な

っ
走
が
、
中
匿
の
持
つ
諸
要
素
を
考
え
た
、

バ
ラ
ン
ス
良
<
発
展
さ
せ
る
将
来
人
口
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
捉
え
る
見
万
を
持
つ
研
究
者
ち

あ
る
。現在
、

1
9
7
9
年
か
ら
継
続
し
て
き
た

「
一
人
っ
予
」
政
策
の
下
で
の
生
ま
れ
だ
子

が
親
に
な
る
供
時
期
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
新
仁
子
ど
ち
を
産
み
始
め
る
世
代
に
つ

い
て
は
稼
得
収
入
確
保
の
関
係
で
男
子
人
口

出
率
が
多
く
な
り
女
子
の
そ
れ
と
の
性
出
バ

ラ
ン
ス
に
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
北
米
、
叡

州
の
一
部
の
国
で
は
多
産
多
死
か
ら
少
産
少

死
へ
移
行
が
完
ゴ
し
、
人
口
増
減
は
安
定
し

「
人
口
転
換
現
象
」
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ

て
い
る
。
ま
だ
「
人
口
爆
発
」
と
ち
表
現
さ

れ
た
後
発
発
展
包
で
の
急
速
な
人
口
増
加

は
、
持
続
的
発
展
パ
ラ
ツ
ス
化
の
万
向
に
そ

の
傾
向
が
変
化
し
走
因
ち
あ
る
。

人
口
構
造
に
お
い
て
世
界
的
に
見
て
日
本

は
人
口
転
換
を
極
め
て
短
い
期
聞
に
成
功
さ

ぜ
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
匿
に
な
る
奇
跡
を

実
現
し
定
。
こ
の
背
景
に
は
、
女
性
の
社
会

進
出
と
男
女
共
同
企
画
参
加
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
傾
向
、
ソ
ブ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
へ
の
対
応
な
ど

総
括
的
に
は
ジ
工
ン
ダ
|
問
題
へ
の
取
り
絡

み
が
あ
る
。

2
0
0
5
年
の
合
計
特
殊
出
生

率

(
T
F
R
)
は
1
・
お
(
厚
労
省
速
報
2

0
0
6
年
T
F
R
1
・
3
台
)
で
あ
る
。

2

0
0
4
年
什
月
よ
り
日
本
の
人
口
規
模
は
戦

後
初
め
て
減
少
仁
転
じ
て
い
る
。
国
立
社
会

保
障
人
口
問
題
研
究
所
資
料
に
よ
る
と
日
本

の
人
口
減
が
こ
の
ま
ま
進
む
と
2
0
5
0
年

に
は
8
9
0
0
万
人
を
割
る
と
試
賞
さ
れ
て

い
る
。

3日

日
本
の
総
人
口
は
2
0
0
5
年
国
勢
調
査

で
約
1
億
2
7
7
5
万
人
で
2
0
0
4
年
旬

月
推
計
に
出
し
て
1
万
9
0
0
0
人
減
少
し

て
い
る
。
一
一
一
大
都
市
圏
集
中
化
、
少
7
7
高
齢

化
は
進
み
一
部
地
域
の
過
疎
化
傾
向
は
続
い



て
お
り
人
口
問
題
の
難
し
さ
を
覗
か
せ
て
い

る。
人
口
減
少
国
と
な
っ
た
日
本
は
、
生
産
年

齢
人
口
出
準
の
高
い
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
現
象
」

が
終
罵
す
る
。
ま
た
人
口
減
少
は
1
9
7
4

年
に
人
口
規
模
の
維
持
仁
必
要
な
T
F
R
が

2
・
ー
を
切
っ
定
時
点
で
、
こ
の
時
期
以
降

生
ま
れ
走
予
が
親
に
な
る
2
0
0
5
年
頃
よ

り
予
測
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
高
齢
化
は
こ

れ
か
ら
右
一
一
層
進
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
近

年
、
高
学
歴
・
高
所
得
一
一
零
受
者
の
場
合
に
は

夫
婦
共
働
き
に
よ
る
社
会
進
出
が
見
ら
れ
て

い
る
が
、
一
方
、
夫
婦
で
働
い
て
ち
賃
金
が

低
<
経
済
所
得
的
に
低
い
生
活
水
準
か
ら
脱

却
で
き
な
い
層
へ
の
対
策
と
し
て
格
差
是
正

策
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
践
的
に
ち
人
口
流
出
と
低
所
得
地
域
が

相
関
を
鯖
っ
て
い
る
こ
と
は
主
に
東
北
地
万

の
幾
つ
か
の
田
町
に
見
ら
れ
て
お
り
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
消
費
構
造
、
消
費
者
行
動
、
労

働
力
人
口
構
造
、
一
一
雇
用
機
会
創
造
、
海
外
立

地
の
影
響
な
ど
多
蕊
的
に
そ
の
影
響
と
見
ら

れ
る
現
象
が
見
ら
れ
て
い
る
。
特
に
知
的
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
だ
人
口
の
都
市
圏
集
中
は
、

地
方
の
創
造
的
発
展
へ
の
努
力
に
対
し
負
の

環境と人口問題

影
響
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

意
昧
で
知
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

地
万
U
タ
ー
ン
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

【
人
口
精
造
変
動
と
諸
要
素
と
の
影
響
】

人
口
推
計
は
1
0
0
年
、
回
年
と
い
う
長

い
ス
パ
ン
を
持
っ
て
推
計
さ
れ
る
。
一
万
、

経
済
予
測

B
標
年
次
は
長
く
て
ゆ
年
で
あ

り、

5
年
先
が
一
般
的
で
あ
る
。

人
口
橋
成
の
諸
愛
化
は
経
済
的
側
面
で
ち

い
ろ
い
ろ
な
発
想
転
換
を
求
め
る
。
こ
の
よ

う
な
問
題
と
し
て
は
、
世
代
間
継
承
の
筒
題

と
し
て
の
年
金
受
給
問
題
、
労
働
人
口
の
確

保
と
雇
用
構
造
変
化
、
産
業
製
品
消
費
と
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
対
象
人
口
、
圏
外
市
場
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
子
法
の
転
換
、

l
C
T
(情

報
通
信
技
術
)
の
活
用
に
よ
る
グ
ロ
パ
ル

戦
略
の
再
構
築
、
国
際
的
オ
プ
ン
経
済
の

競
争
澱
化
な
ど
多
々
存
在
す
る
。
国
際
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
ち
多
様
に
変
化
す
る

世
界
人
口
構
造
は
、
国
際
貿
易
と
世
界
規
模

の
事
業
展
開
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る。
地
球
の
人
口
水
準
は
、
食
糧
/
水
資
源
等

の
関
連
で
地
球
が
扶
養
で
き
る
限
界
に
迫
つ

い
る
と
ち
い
わ
れ
て
い
る
。
人
口
と
持
続
弓

能
な
開
発
成
長
の
問
題
は
、
環
境
問
題
の
地

球
的
な
許
容
度
か
ら
財
政
面
で
の
諜
題
ま
で

幅
広
い
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

E
U
は
2

0
0
6
年

ω月
発
表
の
公
式
報
告
で
高
齢
化

に
伴
い
、
納
税
負
担
蓄
を
構
成
す
る
生
産
年

齢
人
口
が
2
0
5
0
年
ま
で
に
治
%
減
少

し
、
高
齢
者
人
口
は
行
%
増
加
、
そ
し
て
社

会
保
険
、
年
金
負
担
は
題
加
し
政
府
債
務
が

2
0
0
6
年
の
約
3
倍
に
拡
大
す
る
と
警
告

し
て
い
る
。
人
口
減
少
の
続
く
ロ
シ
ア
は
将

来
国
勢
へ
の
影
響
懸
念
が
し
ば
し
ば
政
府
関

係
者
よ
り
表
明
さ
れ
て
い
る
。

注
'
人
口
変
動
日
臼
然
増
減
(
出
生
+
一
死

亡
)
お
よ
び
社
会
増
減
(
出
入
国

者

十

二

【
人
口
構
造
変
化
伝
伴
う
海
外
の
多
織
な
パ

タ
i
y】

人
口
構
造
の
多
様
化
仁
伴
い
種
々
の
影
響

が
各
国
の
事
憶
に
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

若
干
の
ケ
!
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
見
て
み
た
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-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
多
邑
国
家
で
あ
り
島

問
の
船
舶
受
通
は
極
め
て
高
い
コ
ス
ト
を

必
要
と
す
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
1

9
7
0
年
代
、
初
年
代
に
お
い
て
ジ
ャ
ワ

告
に
集
中
し
て
い
る
人
口
を
分
散
注
せ
る

た
め
に
産
業
分
散
政
策
と
の
兼
ね
合
い
で

他
の
自
国
へ
の
移
住
策
を
推
進
し
た
。
当
時

の
金
額
で
日
本
円
換
算
約
mw
万
円
と
さ
れ

て
い
る
(
金
額
は
諸
説
あ
る
)
支
援
補
闘

を
移
住
者
に
支
給
し
、
あ
る
条
件
の
ち
と

に
力
リ
マ
ン
タ
ン
や
セ
レ
ベ
ス
患
な
ど
へ

移
住
誘
導
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
製
造
業
・
ア
グ

ロ
ベ
ー
ス
産
業
拡
大
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
、

水
産
業
等
に
よ
る
雇
用
機
会
が
ジ
ャ
ワ
島

集
中
か
ら
分
散
化
さ
れ
な
い
限
り
成
幼
し

な
い
性
格
の
ち
の
で
あ
り
、
H
I
t

肱業一一雇用

機
会
創
設
が
先
か
、
良
質
の
労
働
人
口
移

転
が
先
か
H

が
開
発
戦
略
選
択
の
キ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
走
。

1
9
6
9
年
度
1
1
9
9
4
年
度
の
第

1
次
長
期
凋
発
お
力
年
計
画
お
よ
び
同
第

2
次
お
力
年
計
画
に
お
い
て
移
住
事
業
政

策
が
3
つ
の
関
係
法
整
備
亡
と
ち
に
行
わ

れ
て
い
る
。

実
際
に
は
移
動
し
疋
人
々
は
現
金
を
使

い
果
た
す
と
元
の
ジ
ャ
ワ
島
地
域
に
一
戻
っ

て
し
ま
い
こ
の
政
策
は
成
功
し
な
か
っ

た
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
発
展
途
上

国
に
と
っ
て
、
安
定
性
を
持
つ
一
雇
用
機
会
、

現
金
稼
得
機
会
が
怠
い
綬
り
人
口
を
分
散

さ
ゼ
地
万
に
定
着
さ
廿
る
政
策
は
成
功
し

な
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
は
ま
さ
し

く
こ
の
事
例
に
当
て
は
ま
る
。
一
白
一
集
中

し
だ
人
口
を
他
に
分
散
す
る
に
は
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
繋
備
と
と
ち
に
雇
用
機
会
を
如

何
に
魅
力
あ
る
ち
の
と
し
て
作
り
だ
す
か

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

-
ア
メ
リ
カ

米
国
の
場
合
1
9
6
0
年
代
後
半
か
ら

閃
年
代
に
か
け
て
産
業
構
造
が
東
海
岸
地

域
か
ら
中
西
部
に
シ
フ
ト
す
る
傾
向
が
見

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
装
置
産
業
、
資

本
集
約
産
業
の
性
格
を
持
つ
産
業
は
簡
単

に
地
域
移
動
が
司
能
な
ち
の
で
は
な
い
。

鉄
鋼
業
は
そ
の
典
型
的
産
業
ー
で
あ
っ
た
。

イ
ン
フ
ラ
/
シ
ビ
ル
工
ン
ジ
二
ア
リ
ン
グ

部
門
の
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ

は
産
業
誘
致
、
新
規
雇
用
へ
の
対
策
は
予

算
的
仁
容
易
で
は
な
く
、
総
合
さ
れ
た
産

業
権
造
変
化
に
伴
う
産
業
人
口
移
動
対
策

は
後
手
に
回
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

1
8
0
0
年
代
、
連
邦
政
府
が
州
仁
土

地
を
払
い
下
げ
る
場
〈
一
口
、
農
業
大
学
創
設

か
農
学
部
新
設
を
義
務
的
に
求
め
疋
が
、

そ
れ
ら
は
現
在
、
土
壌
劣
化
現
象
が
顕
著

な
ア
メ
リ
カ
の
土
壊
改
良
と
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
(
特
に
植
物
バ
イ
オ
)
の
研
究

拠
点
と
し
て
{
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

多
く
の
雇
用
を
創
出
し
て
い
る
が
、
伝
統

型
産
業
の
先
漏
産
業
へ
の
代
替
パ
タ
ン

が
多
く
大
量
雇
用
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ま
た
第
2
次
大
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
現
象
は
人
口
躍
減
・
構
成
変
化
の
ち

走
ら
す
影
響
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
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-
中
岡中
国
の
場
合
、
格
差
問
題
は
歴
史
的
に

「
内
陸
部
と
沿
海
部
」
「
都
市
と
農
村
」

「
工
業
と
農
業
」
と
表
現
さ
れ
、
人
口
問

題
と
連
動
し
て
い
る
。
経
済
成
長
の
雷
で

ち
約
6
割
の
人
口
を
持
つ
農
業
分
野
の
工

業
部
門
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
の
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必
要
性
が
現
在
ち
強
認
さ
れ
て
い
る
。
工

業
発
展
の
基
盤
で
あ
る
購
買
力
の
後
背
地

(
ヒ
ン
タ

i
ラ
ン
ド
)
と
し
て
の
農
業
部

門
は
伝
統
的
に
中
悶
の
発
展
戦
略
の
重
要

戦
略
分
野
で
あ
る
。
土
業
発
展
が
農
業
地

域
に
お
け
る
偽
装
失
業
者
の
割
合
以
上
の

人
口
を
工
業
部
門
仁
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
、

農
業
機
械
化
な
ど
の
生
産
性
向
上
が
あ
っ

て
ち
農
村
の
工
業
製
品
へ
の
購
買
力
は
全

体
と
し
て
減
退
の
方
向
に
向
か
う
現
象
が

あ
る
。
こ
の
現
象
は
人
口
シ
フ
ト
の
政
策

的
対
応
を
行
う
場
合
に
ど
の
よ
う
な
戦
略

を
と
り
う
る
の
か
と
い
う
戦
略
選
択
に
示

唆
を
与
え
て
き
た
。

政
府
が
現
在
進
め
て
い
る
西
部
大
開
発

は
、
中
国
で
初
め
て
の
全
国
レ
ベ
ル
の
バ

ラ
ン
ス
あ
る
国
士
総
合
開
発
を
意
図
す
る

野
山
的
な
一
大
計
画
で
あ
り
、
雇
用
機
会

創
出
、
人
口
の
再
配
置
ち
意
図
し
だ
ち
の

で
あ
る
。
因
み
仁
川
山
世
紀
前
半
に
世
界
一

の
人
口
大
留
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

イ
ン
ド
で
は
お
歳
以
下
年
齢
の
多
い
若
い

固
で
あ
り
、
人
口
の
要
素
か
ら
見
て
今
後

の
活
性
あ
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

-
欧
州汎
ヨ
ロ
ッ
パ
運
動
は
歴
史
が
土
白
<
、

狛
仏
対
立
の
歴
史
を
経
て
地
域
共
同
体
は

印
年
余
前
に
設
立
さ
れ
疋
欧
州
石
炭
鉄
鋼

共
同
体

(
E
C
S
C
)
を
は
じ
め
と
し
て

域
内
共
通
市
場
と
す
る
共
河
体
が
成
立

し
、
人
の
流
れ
乞
進
展
し
走
。
さ
ら
に
E

U
は
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
を
流
通
さ
廿
、
域

内
の
人
の
移
動
に
関
し
政
策
的
に
自
由
化

の
努
力
を
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

共
通
通
貨
の
誕
生
に
よ
り
為
替
変
動
が
生

じ
な
い
た
め
、
域
内
の
何
処
で
生
産
活
動

が
最
ち
奇
利
か
を
示
す
分
析
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
共
通
化
の
導
入

が
生
産
事
業
の
再
編
の
一
要
素
と
な
っ

正
。
そ
の
結
果
、
共
通
過
貨
の
導
入
が
事

業
連
携
/
統
合
の
動
き
を
加
速
す
る
一
要

素
と
な
っ
定
。
ヨ
ロ
ッ
パ
の
場
合
、
労

働
対
策
/
管
理
は
種
々
諜
題
を
抱
え
て
は

い
る
ち
の
の
、
人
口
シ
フ
ト
(
人
口
構
造

の
変
化
に
伴
う
産
業
構
造
の
変
化
)
は
旧

東
欧
四
闘
を
含
め
問
地
域
に
お
け
る
異
文
化

要
素
の
薄
さ
ち
あ
り
、
抽
出
の
地
域
仁
出
し

て
早
か
つ
だ
と
い
え
る
。
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【
終
わ
り
巴
】

人
口
問
題
で
恒
界
で
実
施
さ
れ
て
い
る
諸

サ
ー
ビ
ス
の
政
策
決
定
に
画
期
的
な
示
唆
形

成
を
な
し
だ
「
悶
際
人
口
開
発
会
造
平
ー
ー

c

p
D」
は
、

1
7
9
カ
田
署
名
の
「
力
イ
ロ

行
動
計
画
」
を
世
界
に
商
い
、
住
民
ベ
ス

の
開
発
に
よ
る
人
口
、
教
育
、
保
健
、
環
境
、

所
得
向
上
、
貧
困
撲
滅
の
包
括
的
戦
略
指
鈴

を
与
え
た
。
そ
こ
で
は
世
界
的
に
知
ら
れ
る

「
リ
ブ
口
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
へ
ん
ス
/
ラ
イ
ツ
」

概
念
が
提
示
さ
れ
単
な
る
健
康
状
態
に
加
え

社
会
的
に
、
精
神
的
仁
、
身
体
的
に
完
全
に

良
努
怠
状
態
に
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く

提
示
し
た
。

g
本
に
お
い
て
ち
国
立
社
会
保
障
/
人
口

問
題
研
究
所
は
多
く
の
貴
重
な
人
口
分
野
研

究
分
析
実
績
を
残
し
て
お
り
、
高
水
準
の
研

究
者
を
輩
出
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
間
関
係

官
界
か
ら
学
界
に
転
じ
た
人
口
問
題
研
究
の

第
一
人
者
早
大
阿
藤
誠
教
療
は
著
書
『
現
代

の
人
口
学
』
等
に
お
い
て
戦
後
の

B
本
人
口

問
題
、
特
に
人
口
移
動
集
中
を
分
析
さ
れ
、

一
二
大
都
市
圏
集
中
化
等
の
課
題
を
早
く
か
ら

指
摘
し
て
い
足
。

ま
た
農
林
水
産
省
が
O
E
C
D
の
場
で
積

極
的
に
提
示
し
て
き
た
「
曲
鹿
業
の
多
霊
的
機

能
」
は
人
口
の
面
か
ら
ち
環
境
問
題
/
食
糧

問
題
/
水
資
源
・
水
産
問
題
(
川
・
海
)
に

示
唆
を
与
え
て
い
る
。
特
仁
人
口
問
題
に
密

接
に
関
連
す
る
農
業
部
門
の
偽
装
失
業
問
題

は
各
国
、
特
に
後
発
発
展
国
に
お
い
て
極
め

て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
り
続
け
て
き
走
。

前
記
の
よ
う
に
O
E
C
D
は
農
業
の
持
つ
多

面
的
機
能
(
マ
ル
テ
ィ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
ナ

ソ
テ
ィ
)
仁
注
目
し
、
日
本
農
林
水
産
省
ち

積
栂
的
主
張
を
O
E
C
D
で
行
っ
て
き
て
お

り
、
農
業
の
持
つ
現
代
的
意
味
の
創
造
的
啓

発
に
努
め
て
き
定
。

2
0
1
0
年
ま
で
の
5
年
間
で
見
て
ち
世

界
人
口
の
年
平
均
増
加
率
は
1
・
1
%
に
の

ぼ
る
と
予
測
さ
れ
、
世
界
人
口
の
趨
勢
は
人

類
生
存
の
諸
婆
素
、
特
に
食
糧
に
強
い
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

と
う
ち
ろ
こ
し
、
さ
と
う
き
び
、
そ
の
他

穀
物
に
関
し
て
は
、
工
タ
ノ
ー
ル
燃
料
の
原

料
で
ち
あ
り
、
食
料
供
給
と
の
兼
ね
合
い
で

選
択
的
課
題
ち
提
供
す
る
。

現
在
世
界
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
現
状

は
、
総
じ
て
人
口
摺
加
を
早
く
か
ら
重
要
問

題
と
し
て
認
識
し
、
人
類
生
存
の
諸
課
題
を

地
昧
で
は
あ
る
が
、
堅
実
に
包
際
的
視
野
仁

立
つ
定
連
携
協
力
の
ち
と
努
力
を
重
ね
て
き

た
A
P
D
A
の
活
動
が
、
意
義
あ
る
活
動
で

あ
っ
た
事
を
証
明
し
て
い
る
と
い
っ
て
ち
過

言
で
は
な
い
。

A
P
D
A
事
務
局
を
支
え
て
き
だ
万
々
の

一
人
で
あ
り
日
本
大
学
で
講
座
を
持
つ
人
口

学
者
楠
本
修
博
士
は
著
書
『
ア
ジ
ア
に
お
け

る
人
口
転
換
』
に
お
い
て
研
究
成
果
と
し
て
、

実
誌
的
に
人
口
転
換
パ
タ
ー
ン
を
先
見
的
に

説
い
疋
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
が
そ
の
理
念
を
理

解
し
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
ど
は
い
え
A
P

D

A
活
動
に
着
実
な
貢
献
を
な
し
て
き
定
。

人
口
問
題
、
世
界
資
源
、
世
界
環
境
の
一
二
大

テ
マ
は
地
球
人
類
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
日

を
追
っ
て
切
実
な
問
題
と
な
り
、
相
関
連
し

て
現
実
の
世
界
で
の
重
要
度
を
増
し
て
、
私

だ
ち
に
迫
っ
て
い
る
。
対
応
解
決
へ
の
挑
戦

は
全
て
の
地
球
人
類
に
課
さ
れ
て
い
る
霊
要

料
品
責
務
で
ち
あ
る
。
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都
市
盛
衰
の
一

一
極
分
解

ー
高
齢
化
・
少
子
化
・
人
口
減
少
化
で

地
方
中
核
都
市
・
県
都
も
衰
退
化
|

都市盛衰の二律分解

佐
貰

利
雄

帝
京
大
学
名
誉
教
授

一
.
問
題
の
所
在

日
本
の
人
口
は
過
去
印
年
間
に
3
9
0
4

万
人
増
加
し
た
が
、
こ
れ
を
年
齢
階
層
別
に

3
区
分
し
て
み
る
と
、
第
一
仁
田
山
歳
以
上
の

老
年
人
口
が
4
1
0
万
人
か
ら
2
5
0
0
万

人
へ
と
6
・
1
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
さ

に
古
同
鈴
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
加
速
し
て
い
る
。

第
二
仁

o
i
M歳
の
年
少
人
口
は
逆
仁
2
9

4
0
万
人
か
ら

1
8
3
0
万
人
へ
と

U
・

8
%減
少
、

1
1
1
0
万
人
減
少
し
て
い
る
。

第
一
二
に

m
i
M歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
4

9
7
0
万
人
か
ら
8
4
5
0
万
人
へ
と
1
・

佐貫利雄
(さぬき・としお)

早稲田大学卒、東京大学工学博士、
名古屋大学経清学博士、帝京大学
名書教捜。昭和田年復興金融公庫
に入行、翌年日本開発銀行に合併
撞、調査部立長、設惜投資研究所
部所長を歴任。昭和57年からは国
際大学大学院教援、帝京大学大学
院教担、岡大学続経清学研究科
長・教授として四年間教鞭を執る。
毎日新聞1コラム「経済観用IIJを5年
間担当、日経新聞「経，貫教室jに
執筆多数。著書は「成長する都

'"・表選する都市j、「日本経請の
ルネッサンスj、「都市の偏差値j、
f都市町盛嚢ランキノグJ、「皐成長
する町・淘汰される町j等多数。

7
倍、

3
4
8
0
万
人
借
地
加
し
て
い
る
。
し

か
し
、

5
年
ご
と
に
こ
の
叩
空
間
の
数
値
を

追
跡
し
て
み
る
と
、
す
で
に
生
産
年
齢
人
口

は
1
9
9
5
任
に
8
7
2
0
万
人
を
ピ
ー
ク

に
滅
少
に
転
じ
て
い
る
。
そ
し
て
人
口
総
計

で
乞
2
0
0
4
年
を
ピ
ー
ク
仁
減
少
化
時
代

が
始
ま
つ
だ
。
高
齢
化
↓
少
子
化
↓
生
産
年

齢
減
少
化
↓
人
口
減
少
化
と
い
う
ト
レ
ン
ド

が
加
速
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
符
代
に
お
け
る
都
市
の
成
長

と
衰
退
が
日
本
列
島
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
る
か
を
、

2
2
1
7
市
町
村
に
つ
い
て

人
口
増
減
率

(
2
0
0
0
1
2
0
0
5
年
)

を
使
っ
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
実
に
刀
・

4
%
の
市
町
村
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
都
市
の
成
長
と
衰
退
在
、
型
高

度
成
長
期
、
②
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
低
成
長

期
、
③
人
口
減
少
時
代
の
2
0
0
5
年
因
調

べ

ス

の

3
つ
の
時
期
を
出
較
す
る
と
と
ち

に
、
人
口
減
少
化
時
代
の
都
市
衰
退
の
特
性

を
論
じ
て
み
よ
う
。
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二
.
3
つ
の
時
代
の
盛
衰
パ
タ
ー
ン
の
変
化

と
地
威
的
成
長
と
衰
退
の
現
状

表
i
1
「
都
市
の
成
長
と
衰
退
」
を
ご
ら

ん
い
た
だ
き
疋
い
。
第
一
の
高
度
成
長
の
時

代
は
経
済
成
長
率
が
叩
・
6
%
と
2
桁
台
の

高
い
経
済
成
長
の
時
間
代
で
、
農
村
に
お
け
る

余
剰
労
働
力
を
重
化
学
工
業
化
・
脱
農
家
仁

よ
っ
て
完
全
雇
用
の
目
擦
を
達
成
し
た
時
代

あ
っ
た
。
し
だ
が
っ
て
九
州
・
四
国
・
山

陰
・
東
北
・
北
海
道
な
ど
か
ら
東
京
・
大

仮
・
名
古
屋
へ
人
口
が
移
動
し
て
、
就
業
の

機
会
を
子
中
に
収
め
だ
。
そ
の
結
果
、
農
村

地
域
か
ら
3
大
都
市
へ
人
口
が
流
出
し
て

「
過
密
・
過
疎
開
問
題
」
が
大
き
な
匿
の
地
域

政
策
の
課
題
と
な
っ
定
。

第
二
の
低
成
長
の
時
代
は
、
石
油
シ
ョ
ッ

ク
で
経
済
成
長
率
が
4
・
2
%
に
低
下
し
た

定
め
、
3
大
都
市
に
お
け
る
一
雇
用
増
加
ス
ケ

ー
ル
が
減
少
パ
タ
ー
ン
に
転
換
す
る
が
、
他

万
、
高
度
成
長
と
地
域
政
策
の
成
功
と
が
相

ま
っ
て
地
方
都
市
に
就
業
機
会
が
で
て
き
た

た
め
に
、
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
急
減
す

る
こ
と
に
な
っ
走
。
そ
の
結
果
、
衰
退
都
市

民
率
は
高
度
成
長
時
代
の
れ
・
3
%
が
必
・

4
%
へ
と
大
幅
に
減
少
し
、
逆
に
成
長
都
市

が
半
分
以
上
の
臼
・
6
%
に
関
加
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
推
移

す
れ
ば
淘
汰
さ
れ
て
し
ま
う
都
市
が
高
度
成

長
期
に
は
お
・
4
%
H
3
都
市
に
1
都
市
の

割
合
で
あ
つ
だ
の
に
、
5
・
4
%
H
m
悶
都
市

の
う
ち
1
都
市
仁
過
ぎ
な
く
な
り
、
過
疎
問

題
が
解
消
さ
れ
定
か
の
感
が
深
く
な
っ
走
。

と
こ
ろ
が
、
第
三
の
人
口
減
少
化
時
代
に
突

入
す
る
や
、
2
0
0
0
年
か
ら
2
0
0
5
年

の
5
年
間
仁
、
衰
退
都
市
が
花
・
4
%
に
急

上
昇
し
だ
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
淘
汰
都
市

が
5
・
4
%
か
ら
印
・
日
%
へ
と
急
増
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
な
ん
と
日
本
列
島
に
実
在

す
る
2
2
1
7
市
町
村
の
う
ち
、
1
1
2
3

の
市
町
村
が
美
唄
市
の
よ
う
な
危
機
に
直
面

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
地
域
別
仁
見

る
と
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
表
i
2

「
地
域
別
・
都
市
の
成
長
と
衰
退
L

に
示
す

よ
う
に
、
第
一
に
衰
退
都
市
出
率
、
か
8
創
出
品
口

の
と
こ
ろ
は
、
①
「
東
北
L
m
m

・
3
%
、
②

「
北
海
道
」
叩
山
・
4
%
、
③
西
国
的
・
1
%

と
地
域
経
済
・
産
業
の
荒
廃
が
著
し
い
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
7
割
台
が
@
「
近
畿
」

m
・

0
%
と
京
阪
神
都
市
留
を
中
核
と
し
た
池
域

で
ち
衰
退
都
市
が
多
発
し
て
い
る
し
、
高
度

成
長
期
に
火
力
発
電
i
石
油
精
製
1
石
油
化

学
l
造
船
j
鉄
個
別
の
巴
大
な
臨
海
型
コ
ン
ビ

ナ
卜
が
林
立
し
た
@
「
中
園
地
方
」
で
志

乃
・
7
%
、
約
8
割
の
都
市
が
衰
退
し
て
い

る
。
広
島
の
マ
ツ
ダ
、
陪
山
の
三
菱
自
動
車

の
み
の
雇
用
力
で
は
人
口
を
支
え
ら
れ
な
く

怠
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
⑤
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
と
称

さ
れ
て
半
導
体
産
業
や
テ
レ
ビ
な
ど
電
機
産

業
を
は
じ
め
、
京
セ
ラ
、
平
田
工
機
、
ソ
一
一

、
キ
ヤ
ノ
ン
、
日
産
自
動
車
、
お
よ
び
ト

ヨ
タ
自
動
車
と
そ
の
関
連
企
業
が
集
中
立
地

し
定
「
九
州
」
で
志
乃
・
9
%
が
衰
退
都
市

に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
巴
邑
度
成
長
期
以
降
内
陸

型
の
機
械
工
業
、
例
え
ば
、
日
産
自
動
車
・

ホ
ン
ダ
・
富
士
重
工
と
い
っ
た
自
動
車
メ
ー

カ
が
成
長
発
展
し
、
加
え
て
住
金
の
一
貫

製
鉄
所
が
鹿
島
に
立
地
、
さ
ら
に
栃
木
県
へ

は
前
述
の
ご
と
く
巳
産
・
t
m
ン
ダ
・
富
士
重

工
の
成
長
発
展
に
加
え
て
清
原
工
業
団
地
に

は
松
下
・
キ
ヤ
ノ
ン
・
キ
リ
ン
な
ど
が
立
地

し
、
県
北
に
は
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
の
ス
ケ
ル

の
大
き
い
黒
磯
工
場
ち
立
地
し
、
発
展
し
て
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都市盛衰のニ極分解

表 1 都市の成長と衰退 (3つの時代)

成¥長¥ターン¥¥期¥別
市町村数 高度成長期 低成長期 人11減lt期

(2OOO年) ('日~均年)('75-。邸年)(。加-'(Bキ)

成 長 610 28，7 % 53.6 % 27，6 % 

実 jB 1，607 71.3 46.4 72，4 

A.急成長 200 8.1 6，7 9，0 

5 B.成長 216 9.1 17，6 9，8 
踏
c.停滞 19，1 11.5 29.3 8.8 

級

百1) D きわ旦 484 41.9 41.0 21.8 

E.自然淘ik 1.123 29.4 旦4 50，6 

全市町村数 2，217 3.276 3，256 2，217 

(経済成長率) ( 2.4%) 10，6 % 4.2 % 

資料.佐貫利雄「成長する都市・衰退する都市j、(時事通信社、 1983年)および
佐貫利雄「患成長する町・淘汰される町」、(大和書房、 2007年)から作成

表-2 地域別・都市の成長と衰退 (2005年間調ベ ス)

ぷそ1Iと市町村数 成長 衰退 5階級区分(%)

急成長 成長 停滞 衰退 自然淘汰

，t 北海道 198 11.6 88.4 4，0 3.6 4，0 12.6 75.8 

東 東北 329 10.7 89.3 2.1 4.0 4，6 21.0 68.4 

3 関・内 278 30.6 69.4 9.4 10.1 11.2 27，7 41.7 

大 東京都市圏 229 485 51.5 205 13.1 14.9 27.1 24.4 
都
東海市 20，1 52.5 47.5 18，2 24.0 10.3 23，0 岳'-5

閑 近畿 246 30，0 70，0 且I 12，6 9，3 23.2 46，8 

北陸 68 35.3 64.7 10，3 11，8 13.2 17，6 47.1 

I'H 中国 129 20.3 79.7 1.6 7.8 10.9 17，8 61.9 
地

方 凶巨l 134 14，9 85.1 6.0 3，7 邑2 23.9 61.2 

九州 357 20，1 79，9 6.4 6.7 7，0 20，2 59.7 

縄 45 73.3 26，7 33.3 24，4 15.6 17.8 且9

全 2曲 5年因調 2.217 27.6 72，4 9，0 9，8 8.8 21.8 50.6 

国 11開5年同調 3，376 23，5 76，2 7，0 7，6 9，2 47.4 28，9 

資料総務省 r"，勢語査報告J(2005年版、 1965年版)から作成
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IOh人以1都市

成長 衰退

33.3'乃" 66，7% 

26，7 73.3 

45.8 54.2 

87.1 12.9 

88，2 11.8 

57.5 42.5 

50，0 50.0 

42.1 57，9 

37.5 62，5 

47.4 52.6 

100，0 。。
62，9 37.1 

95.1 4，9 



い
る
に
ち
か
か
わ
ら
ず
、
「
関
東
内
陸
地
域
」

で
は
印
・

4
%、
約
7
割
の
市
町
村
が
衰
退

し
て
い
る
。
低
賃
金
を
狽
い
と
し
て
低
付
加

価
値
産
業
が
中
国
ヘ
進
出
し
、
そ
の
穴
を
捜

め
う
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
栃
木
県
矢
板
市
仁
立
地
し
て
い
だ
シ

ャ
ブ
の
力
ラ
・
テ
レ
ビ
工
場
は
実
質
撤

収
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
群

馬
・
山
梨
・
長
野
の
県
で
ち
同
様
で
あ
る
。

そ
し
て
③
人
口
が
集
中
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
東
京
都
市
圏
L

で
す
ら
過
半
数

の
引
・

5
%
の
市
町
村
が
衰
退
し
て
い
る
。

今
、
自
然
淘
汰
都
市
出
率
が
5
割
以
上
の

地
域
を
あ
げ
て
み
る
と
、
①
北
海
道
市
・

8
%
、
②
東
北
mm
・
4
%
、
③
中
国
引
・

9
%
、
④
四
罰
的
・

2
%
、
@
九
州
ぬ
・

7
%
で
、
こ
の
5
つ
の
地
方
の
荒
廃
が
顕
著

で
あ
る
。

三
中
核
都
市
の
盛
衰

日
本
列
島
に
は
人
口
ゆ
万
人
以
上
の
「
中

核
都
市
」
が
2
5
3
都
市
あ
る
。
こ
れ
を
、

(
A
)
急
成
長
都
市
、

(
B
)
成
長
都
市
、

(
C
)
停
滞
都
市
、

(
O
)
衰
退
都
市
、

(
E
)

自
然
海
汰
都
市
の
5
階
級
に
分
類
す
る
と
、

(
A
)
急
成
長
総
都
市
(
げ
・

8
%
)
、
(
B
)

成
長
都
市
印
都
市
(
幻
・

3
%
)
、
(
C
)
停

滞
桁
都
市
(
仔
・

8
%
)
で
、
こ
の
〈
A
)

〈8
)
(
C
)

の
1
5
9
都
市
を
大
分
類
の

「
成
長
都
市
グ
ル
ー
プ
」
と
す
る
と
印
・

9
%
で
、
こ
れ
ら
の
都
市
で
は
人
口
が
摺
加

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
口
が
減
少
し
、

衰
退
し
て
い
る
都
市
グ
ル
ー
プ
は

(
D
)

(
E
)
を
加
え
る
と
例
都
市
、
日
出
・

1
%
に

達
し
て
い
る
。

高
度
成
長
期
に
は
人
口
が
急
減
す
る
市
町

村
が
多
発
し
て
、
過
疎
問
題
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
た
が
、
当
時
人
口
ね
万
人
以
上
の
中

核
都
市
で

(
D
)
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
た
衰

退
都
市
は
、
全
国
で
①
小
樽
、
②
山
口
、
③

宇
部
、
④
八
代
の
4
都
市
に
過
ぎ
な
か
っ
走
。

さ
ら
に

(
E
)
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
だ
自
然

淘
汰
都
市
は
「
零
」
で
あ
つ
だ
。

こ
の
こ
と
と
現
状
と
を
出
一
戦
し
た
と
き

に
、
中
核
都
市
、
な
か
ん
ず
く
県
庁
所
在
地

都
市
ま
で
が
衰
退
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら

ち
、
日
本
列
島
の
地
万
の
衰
退
が
い
か
に
厳

し
い
ち
の
か
か
想
像
さ
れ
よ
う
。

表

1
2の
石
欄
に
人
口
ね
万
人
以
上
の
中

核
都
市
の
衰
退
都
市
出
率
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、

5
割
以
上
の
都
市
が

衰
退
し
て
い
る
地
域
は
、
①
東
北
市
・

3
%
、

②
北
海
道
筋
・

7
%
、
③
四
国
間
出
・

5
%
、

④
中
国
日
・

9
%
、
⑤
九
州
臼
・

6
%
、
⑥

関
東
内
陸
出
・

2
%
、
北
陸

ω
・
0
%
の
6

地
域
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
現
状
を
具
体
的
な
都
市
名
で
表
し
た

ち
の
が
表

1
3
「
都
市
の
成
長
と
衰
退
」
で

あ
る
。第
一
に
「
北
海
道
L

に
焦
点
を
当
て
る
と
、

9
都
市
の
う
ち
、

(
D
)
と

(
E
)
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
衰
退
都
市
(
以
下
大
分
類
の

衰
退
都
市
と
い
う
)
グ
ル
ー
プ
は
6
都
市
で

7
割
近
い
都
市
が
衰
退
し
て
い
る
。
成
長
し

て
い
る
の
は
札
幌
・
江
別
・
苫
小
校
と
い
っ

た
道
央
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
地
域
の
み
で
、
札
視

の
海
の
玄
関
を
苫
小
紋
に
と
ら
れ
t
L
小
樽
、

本
土
と
北
海
道
を
結
ぶ
鉄
道
の
表
五
関
機
能

を
千
歳
空
港
に
代
替
さ
れ
疋
函
館
、
水
産
業

の
斜
陽
化
が
著
し
い
銚
路
や
成
長
産
業
を
持

た
な
い
旭
川
、
帯
広
、
花
見
な
ど
が
衰
退
し

て
い
る
。
第
二
に
「
東
北
L

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

悶
都
市
の
う
ち
成
長
し
て
い
る
の
は
大
規
模

中
枢
都
市
と
し
て
、
財
務
局
、
酒
税
局
、
通
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都市盛衰の二短骨解

表-3 都市の成長と衰退(唱5年国調ベース・人口10万人以上都市)
(単位 %) 

お?!! 急成長(A) 成長(8) 停滞(C) 衰退(D) 自然淘汰(E)
(3.6%以上) (].2-3.5%) (仕0-1.1%) ('" 0.0-ム 2.8%) (ム 2.9%以上)

北海道 i:.!t幸(32)江町(ul ~~'li {l}.4) 垣111(::u) 存広(~J.4)北見 (:'.13) 調鱈(!J，6)小智(:';;.7)銅路(:.53)

自在告(J.7)富山(12) :.1;号(02)f~寺 (0，71 結苦 (~13) 弘前 (:221'.... 戸(n6)一関(ニ3.5)石巻(:1.3)横手(:191

東北
量買を(地6lR31(::Ul草取(よ1.0)健胃(.:35)

~tn(工1.6) 長隠(辺 ó，三条 (:27)

日ヨ(:131J皆(.'.181

つ(.[(4.6)mWS)問時(W :，~~~.;.r1.31 干FH3J) 小山 (32) え戸号(肘)土諸(0.3)佐久(0，4) 古賀le邸l足羽(!-11)佐野(:J..t)日台(ム3.6)京子(よlO}袋内(C3u)

関東内陸 高崎(2.1)k旧I!品) 開削:{l，6)刊告(.'.10)X恥(:DJ)桐生(社1)

伝本(:0.6)J自(.'.131飯IIWl.S)

~..$(3S} Jil円(.13)草加(5.0) 所ifW.sl上尾(3.4)邑?ii2.4) ¥11桂(0，9)人間(旧)野1lJ(叩) ~谷(!.{I.7)春日号('i.I))#;111(:1.1) 

関
戸困(&0)誤震(3.8)UH421 新座(25)i.~;"'，(j.s)松戸(1.6) i官舎(02)古車(0，7)~t~ (02) 語巣(.:0 6) 需谷 I~O) 三部(:2.l)

市川(41))年橋13ω 成田(52) ~t:野 (3，!l部f(2，7) ::育(32) 多摩(帥)青梅(色11秦.11(0.1) 本夏季(地別提言買(羽ω十日(:0，7)

八千日(7.ol詩安tisJ支約IU' 昭島(3..4)耐j(IS)平塚0，71 ~~引1.0)

東
東京都市箇

f.IH15J立川(5.8)府中(83)鎌倉(2J)子埼(3，6)享木(2.3)

詞布(i6)開H(72}日野(5.1) 座間(20)柏(1.9)詫I)J(1.4)

Z梓(5.6)清語(且iI白域Li3) ~，iヰ (2，0) 小子 (29) nWl.8) 

同号(.t4l!I!崎町)蕗i~ (H) E士引1..5)式首耳(lJ)

ま軒(3.8)大和(tQl~ßt(53) 

直訴(-l9)

岡崎(5.1)子!日(t5)刈谷(7.6) 民怯(23)二局(1.6)富士"8(¥3) 富士(J，O)蕗伎(師)大屋((5) 原告(:QS)沼津(:L7)畔号(地11

畳回(H)安堤(72)東海(W磐1B(3，O)慎津(1.6)掛川(3.1) 議戸((12)f~古川 0) [;g可(0，6) }~H地.1\伊賀(éD9)

東海
鈴蜜(37) 持~(I}) ~!!1i2.0) 皐岳(2J)

一吉12針転号(28)豊川(3.1)

自尾(35)小牧(2B)津や(13)

t:阪(27)桑名(30)

暗号(-1.7)草津(49)再宮崎21彦根(1.8)X恥(12)吹田(J.7) MHO_O)字情(0，3)雰 ω12) 豊中(~L3)高偶(~1.6) 八~I羽田 守口('02)躍 IU.3.6)~~1~( õ3.J}

近畿
革本(28)和泉(28)箕爵(18) 続三(旧)拍!BI臥II牧万iO.-!l E骨 (~?21 大東(!-l.9) 主Ui(éD3) ~原(!..101 門真 (:19)

持戸号(21l宝壕(32)111百(2.5) 姫路ω"伊丹(0，0)姑l“0.4) Z競(eDS)疋時(eD.8)ijj石(eD})
三田0.6) 生駒(0.8) 争立さ(:jJl橿!車(eD2)!EI(:28)

j~ !圭 自由12羽 t~~ (O.I)小松((1.4\ 高閲C-26¥虹を(:(U)間宮1:00)

む島(5，21 未T(l2)~~引3.4) g長0.8) 見取引05)福山(0，5) W~ (，~IJ) !ll雲(:(1.5)津 \11( :(1.8) 宍 (-'32\ 下健 I~別問育(-'32)

中部 [占l'i1S)~つH1.6J 一夜(:'.19)尾道(:1.9)宇都(:1.71

方i地型

対宥(坦81岩国(:2.1)

出国
え亀(1.6)広引J31 t，!;H山) 騎手(地J)f~~{!.L5) 百条(~1.0) 今治 (~7)

~H(品 II

暗号(-wF.~~I3.7)沖縄 (52) 吾8(3，0)，¥守告(l.7)官時告(u) 絡ま(0.'))~-H (LJ) 引符(0，3) 計付 (~l 引 E長会(心0，9) 喜津 (:22) 士記{!-5，4H;恥 UJ21U 百 (~?81

九州 拐事(32)HH33) s域((9)!W(削} 位置Wl21 諌早(~.2)人fU~2 7)

延腎(-'251

計(253) 45 (]7.8%) 69(27.3%) 4507.8%) 71 (28.0%) 23(虫1%)

北東(28) O( 0.0%) 404.3%) 3(10.7%) 14 (50.C拍) 7(25.0%) 

方地百1) 

関東(94) 31 (32.9%) 25(26.6%) 1607.0%) 18 (19.2拓) 4( 4.3%) 

東海(35) 7(20.0%) 17(48.6%) 607.1%) 504.3持) 。(0.0%) 

近畿(40) 3( 7.5%) 10(25.0%} 10(25.0%) 12(30.0%) 5(12.5%) 

凹地}j(56) 4( 7.1%) 13(23.2%) 1O(]7静香) 22(39.3持) 702.5%) 

資料:総務省[国勢鵠査報告J(2005年第1巷人口総数)から作成
(注):※印=県庁所在地割布、都市の績の数字は2000......2005f干の人口増減率

39 



産
局
な
ど
中
央
省
庁
の
出
先
機
関
や
高
等
裁

判
所
、
さ
ら
に
は
東
北
大
学
な
ど
の
公
的
機

関
に
加
え
て
民
筒
の
研
究
開
発
機
能
が
集
中

し
て
い
る
仙
台
、
東
北
縦
賓
と
盤
越
自
動
車

道
が
旦
一
交
叉
し
て
物
流
の
大
拠
点
が
形
成
さ

れ
て
い
る
の
に
加
え
て
工
業
生
産
力
の
集
積

が
大
き
い
郡
山
が

(
B
)
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
形
と
新
潟
が
人

口
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

4
都
市
が
成
長
グ
ル
ー
プ
で
、
他
の
屋
川
都

i

青
森
・
盛
岡
・
秋
田
・
福
島
や
そ
の
他
の
中

核
都
市
は
衰
退
都
市
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い

る。
第
三
に
北
陸
・
中
国
・
四
国
・
九
州
(
合
、

沖
縄
)
の
「
4
地
方
L

に
目
を
転
じ
る
と
、

岡
山
都
市
の
う
ち
成
長
し
て
い
る
の
は
幻
都
市

i
m刊・
2
%
に
過
ぎ
な
い
。
仮
仁
沖
縄
を
除

く
と
お
都
市
に
減
少
す
る
。

ζ
の
4
地
万
で

は
、
県
都
で
あ
る
金
沢
・
福
井
・
松
江
・
徳

島
・
高
知
・
佐
賀
・
長
崎
の
7
都
市
が
衰
退

し
て
い
る
。
往
時
吋
1
0
0
万
都
市
を
諮
つ
だ

鉄
鈎
の
街
・
北
九
州
で
す
ら
衰
退
し
て
い

る
。
九
州
で
は
福
岡
都
市
匿
の
中
核
都
市
が
、

中
国
で
は
広
島
都
市
圏
と
同
山
都
市
圏
の
中

核
都
市
が
成
長
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
こ
と

が
目
立
つ
。
四
国
で
は
高
松
都
市
圏
と
松
山

都
市
障
の
み
が
成
長
し
て
い
る
に
過
ぎ
な

t
u
 北
陸
は
ど
う
か
。
金
沢
と
福
井
は
県
都
で

あ
る
が
、
市
域
べ

i
ス
で
見
る
と
衰
退
都
市

に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
金
沢
都
市
圏
と
し

て
は
人
口
が
郊
外
化
し
て
増
加
し
て
い
る
成

長
グ
ル
ブ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

小
松
j
能
美
j
白
山

i
川
北
j
野
々
市
j金

沢
i
内
灘
j
津
幡
ー
か
は
く
の
ラ
イ
ン
で
郊

外
都
市
が
金
沢
を
中
核
と
し
て
都
市
四
闘
を
形

成
し
て
成
長
し
て
い
る
。
ま
た
、
富
山
ち
砺

波
j
富
山

i
舟
橋
j
立
山
j
滑
川
が
都
市
圏

を
形
成
し
て
成
長
パ
タ
ン
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
福
井
ち
坂
井
j
福
井
j
鯖
江

i
越
前

(町
)
1越
前
(
市
)
で
都
市
圏
を
形
成
し

て
、
こ
れ
ま
た
人
口
は
増
加
し
て
い
る
成
長

グ
ル
ー
プ
と
見
て
よ
い
。

第
四
に
「
近
畿
」
仁
包
を
転
じ
る
と
、
京

板
神
都
市
圏
と
大
津
と
が
都
市
圏
を
形
成
し

て
成
長
都
市
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
が
、
松

下
の
本
社
が
あ
る
門
真
は

(
E
)
の
自
然
淘

汰
都
市
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
松
下
グ
ル

ー
プ
の
実
質
的
な
本
社
機
能
が
東
京
都
港
区

ヘ
移
転
し
た
定
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
往
時
高

度
成
長
期
に
は

(
A
〉
ク
ラ
ス
の
急
成
長
都

市
で
あ
っ
た
守
口
・
寝
屋
川
・
河
内
長
野
・

松
原
が
自
然
淘
汰
都
市
に
な
っ
て
衰
退
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

加
え
て

(
D
)
ク
ラ
ス
の
衰
退
都
市
に
和

歌
山
・
奈
良
の
県
都
が
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て

い
る
。
他
万
、
豊
中
を
は
じ
め
、
大
阪
中
環

状
道
路
と
築
港
枚
悶
線
が
X
交
叉
し
て
一
大

物
流
セ
ン
タ
と
な
っ
て
い
だ
拠
点
都
市
東

大
阪
が

(
D
)
の
衰
退
都
市
に
な
っ
て
い
る
。

大
阪
都
市
留
は
、
吹
田

i
大
阪

i
堺
j
大

阪
狭
山

i
和
泉
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
の
都
市
が
成

長
し
て
い
る
が
、
内
陸
部
お
よ
び
南
部
地
域

の
都
市
群
は
著
し
く
衰
退
し
て
い
る
。
大
阪

と
い
う
大
都
鴎
内
の
中
核
都
市
で
衰
退
が
始

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

滋
賀
県
を
見
る
と
、
大
津
1
箪
津
j
栗
東

i
守
山
i
湖
南
i
近
江
八
幡
j
彦
根
を
結
ぶ

東
名
高
速
沿
線
地
域
が
急
成
長
し
て
い
る
。

京
都
j
大
阪
・
神
戸
と
い
う
大
き
い
集
積
の

経
済
力
が
名
神
高
速
道
路
に
よ
っ
て
、
名
古

屋
・
東
京
万
向
に
分
散
的
に
展
開
し
つ
つ
あ

る。
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第
五
に
「
関
東
内
陸
」
に
つ
い
て
見
る
と
、

茨
城
県
で
は
臼
立
が
自
然
淘
汰
都
市
に
ラ
ン



ク
さ
れ
て
い
る
。
日
立
製
作
所
の
発
祥
地
で

あ
る
が
、
本
社
は
千
代
田
区
丸
の
内
へ
す
で

に
移
転
し
て
お
り
、
工
場
ち
国
内
の
各
地
に

分
敵
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
海
外
生
産

ち
行
っ
て
い
る
の
で
、
往
時
の
よ
う
な
成
長

力
は
欠
郊
し
て
い
る
。
つ
く
ば
・
水
戸
・
土

浦
が
人
口
増
加
し
て
い
て
日
立
グ
ル
ブ
の

城
下
町
は
ひ
た
ち
な
か
市
に
シ
フ
ト
し
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。
牛
久
・
守
谷
・
龍
ヶ
縄
問
・

鹿
島
・
東
海
と
い
っ
た
東
京
寄
り
の
都
市
群

が
茨
城
県
の
中
核
都
市
水
戸
を
支
え
て
い

る。

都市盛衰の二極分解

栃
木
県
仁
つ
い
て
免
る
と
、
宇
都
宮
i
小

山
を
結
ぶ
都
市
圏
が
成
長
し
て
い
た
が
、
北

の
一
高
根
沢
に
市
ン
ダ
の
や
央
研
究
所
が
立

地
、
宇
都
宮
仁
は
清
原
工
業
団
地
に
キ
ヤ
ノ

ン
・
松
下
・
キ
リ
ン
と
い
っ
疋
超
一
流
企
業

が
、
ま
た
、
南
の
上
三
川
に
日
産
、
真
岡
市

の
第
一

i
第
三
工
業
団
地
に
松
下
・
神
戸
製

鋼
山
な
ど
が
、
さ
ら
に
、
そ
の
南
の
小
山
に
は

昭
和
電
工
・
コ
マ
ツ
・
富
士
通
と
い
っ
疋
超

流
企
業
が
立
地
し
て
周
辺
市
町
村
を
含
め

て
成
長
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
県
北
の
那
須

塩
原
に
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
の
黒
機
士
揚
が
立

地
し
て
急
成
長
し
つ
つ
あ
る
。

総
じ
て
北
関
東
お
よ
び
甲
信
地
域
の
中
核

都
市
は
、
一
見
、
成
長
都
市
に
ラ
ン
ク
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
つ
だ
が
、
宇
都
宮

と
水
戸
を
除
<
前
橋
・
甲
府
・
長
野
と
い
っ

定
県
都
で
す
ら
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
中
核
都
市
で
は
怠
い
が
、
軽
井
沢

j
御
代
田

i
佐
久
が
長
野
新
幹
線
開
通
で
東

京
か
ら
印
分
圏
に
な
っ
た
た
め
、
定
年
退
職

す
る
団
塊
世
代
が
永
住
地
を
求
め
て
定
着
、

人
口
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
よ

か
ろ
う
。

第
六
に
「
東
海
」
に
焦
点
を
当
て
る
と
、

人
口
問
万
人
以
上
の
都
市
が
あ
あ
る
が
、
こ

の
う
ち
成
長
し
て
い
る
都
市
の
割
合
は
凶
・

2
%
で
沖
縄
県
の
1
0
0
%
に
次
い
で
第
2

位
、
第
3
位
の
東
京
都
市
圏
の
U
・
1
%
を

若
干
上
廻
っ
て
い
る
。

沖
縄
を
例
外
と
し
て
除
外
す
る
と
、
東
京

都
市
圏
と
東
海
と
が
日
本
列
島
仁
配
置
さ
れ

て
い
る
中
核
都
市
が
集
中
的
仁
成
長
し
て
い

る
地
域
で
あ
る
。

今
、
紙
面
の
制
約
か
ら
愛
知
県
に
焦
点
在

絞
る
と
、
お
の
中
核
都
市
が
1
0
0
%人
口

が
増
加
し
て
い
る
成
長
都
市
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。
な
ぜ
か
、
そ
の
理
由
を
立
証
す
る
だ
め

に
作
成
し
た
の
が
表

1
4
「
愛
知
県
・
主
要

都
市
の
集
積
ス
ケ
ル
と
特
性
比
較
L

で
あ

る。
①
第
一
に
蒲
郡
が
衰
退
し
て
い
る
以
外
は

総
て
成
長
し
て
い
る
こ
と
。

②
工
業
出
荷
額
が
愛
知
県
全
体
で
お
・

5

兆
円
で
、
東
京
白
区
5
・
1
兆
円
の
7

倍
の
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
東
京
都

什・

5
兆
円
の
3
倍
、
神
奈
川
県

m
・

8
兆
円
の
1
・
9
倍
、
干
葉
県
什
・

9

兆
円
の
3
倍
と
の
集
積
ス
ケ
ー
ル
が
極

め
て
大
き
い
。
特
に
都
市
別
加
に
は
豊
田

市
の
9
・
6
兆
円
を
筆
頭
に
1
兆
円
以

上
の
都
市
が
県
内
に
8
都
市
ち
あ
る
。

③
今
、
工
業
出
荷
額
の
う
ち
業
種
別
に
上

位
4
位
に
つ
い
て
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
都
市
で
首
位
業
穫
が
自
動
車
工
業
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

お
よ
び
関
連
企
業
|
協
豊
会
2
7
3
社

の
工
業
生
産
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て

い
る
。

④
工
業
出
荷
額
の
う
ち
白
動
車
の
占
め
る

比
率
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が

5
割
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ
め
と
し
て
、
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表-4 愛知県:主要都市の集積スケールと特性比較

よ寸
都市別

愛知1~< 名古屋豊田刈菩安城向精再尾蒲郡 '1'回現時J 東海豊橋一宮春日井小牧 全国

人口(千人)
72討

(2005年乎17)
2，215 ，1l2 】42 170 355 10，1 82 116 71 101 372 371 296 147 

増減率
3.0 2.0 4.3 7.6 7.2 広4 3.5 .6.0.0 1.5 5.3 4.4 2.1 2.4 2z 2.8 

(%) 

成長ランキング B R A A A A B D A A A B B B B 

社会的人口増
{転入一転出1I人)

13，657 4.099 495 701 1.056 59 I .d.l09 1.179 223 t95 182 -I .6.475 .6.181 

工業出荷額
354泊7 3.l，目。 96.310 

(2(則前(億円)
13.8-i1 12，623 12216 10.795 1.980 4，681 8，050 9，5-13 10.493 7.049 6，泊。 10，616 

。)(%) 5園0.1 1函9.4 8圃9.9 日倒3 5罰6，5 5圃0.8 8函5.9 l銅92 2園5.1 6圃SJi 7園6.0 加闘'，6 1図6.8 Z国40 2国2.5 

②(%) 悶8.5 1圏3.4 B 19 園
1閤2.5 l図8.0 函2.5 l図7.0 2鴎32 

因
1回0，0 
回 293 羽 B 

1図6.5 

③(%) 冨5.9 国8.6 園
図32 
匝 品 図 2函2.9 1函3.2 殴72 E 49 1困0.1 国9.2 1国4.8 

包

④(%) 函4.8 国
翻1.0 函3β 図7β 包3.7 悶1.9 園8.9 園8.4 国3.3 E2司Q 密9.1 図5.6 

図
l園25 

小売阪売高
(億円)

80B時 31，790 3，:剖1 1，536 I.Si2 3ρ3 1.122 783 1.55-1 663 927 4，086 3.5-13 3的l 1，749 

吸引悟散

li:l['t:I;官
lβ8 lAl 0.93 lJO 1.09 1.09 1.05 0，89 1.30 0.93 0.87 1氾7 0.90 I凪 l.lG 

大型~tt事
1)3，5 

(%) 
69.5 57.1 60.4 64.7 50.5 75β &t9 62.9 3.l2 "ゑ4 50.3 74.6 66.9 81.9 61.3 

卸売販売高

(億円)
311品6 2，')8.681 1l.3i2 3.502 1.480 仏747 1.19-t 9α3 1.6-1-4 761 1.679 7.390 5β38 2.597 4.006 

卸売比事
(瓦克小売11情)

4.15 8.14 2.96 228 2.39 1.73 :α3 1.16 lβ6 1.15 1.81 1.81 1.59 0.81 2.81 3.06 

親行貸出残高

(億円)
162.571 120.106 1.907 817 2.496 7凹 429 1.10-1- 582 U27 4，772 -I 3幻6 2，0凹

預貸率
59.7 67.6 

(貸出/葺金1(%) 
，H5 39.7 452 43.1 .10.6 55.0 45.1 44.8 57.4 49.4 50.4 79.0 

持家比率(%) 59.3 46.1 6t9 58.5 6-1.7 66.0 74.1 69.3 58.! 69.7 57.9 61.0 69β 60.β 6臥8 61.1 

乗用車保有台数
2，926 

{即時I(千臼)
819 202 <H 73 150 45 30 45 28 12 151 147 122 66 

JEi: 1.38 1，06 1.78 1.55 1.65 1.56 1，65 1.53 1.49 1.74 1.40 1.56 J..19 1.35 1.58 1.11 
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都市盛衰の二極骨解

表 5 東京都心の中枢管理機能のスケ ル比較

よ尽
都，"，31><: rlj手316: 下街 住宅地4区

千代田 中央 t巷 新宿 渋谷 豊島 台東 練馬 杉並 世田谷 大出

人1:1(千人)
42 98 186 302 203 250 165 692 528 w 自;5

(2田5年平17)

増減率
15.8 33.3 16.5 5..1 3.3 。5 5.7 広2 1.2 3.3 2.3 

(00-05年)(%)

成長ランキング @ @ @ A B C A A お B 8 

昼間人
855 648 838 799 555 409 318 剖7 427 千07 6民j

(初回年平12)(千人)

昼夜間人口比宰
23.8 8.9 53 2.8 2s 1.6 2.0 0.8 0.8 0.9 1.0 

(倍)

工業出街額
764 1.224 l.l05 3.66.3 492 934 1.5-43 972 時。 H6 7.572 

(億円)

①(%) 
9回3.9 7図'6.0 自 8図1.2 回17.0 

回
5回3.6 2困2.0 5圃1.6 3回7.6 3函u 

②(%) 囚
1図1.8 園9.0 1E 09 1田3.4 2図6.8 3図8.9 1四3.4 1悶2.4 3図5.3 出

③(%) 回 図 国
囚6.3 1函1.0 543 量 2園0.1 1回2.7 図4.8 

因
毘7.1 

④(%) 図 図 図 回 医 函 回
圃9.3 
図

l園0.1 圃6.7 

小売販売高
9.300 1l.830 6.951 13.6H 10.3-17 8.613 忌361 1.819 1.392 7.456 5β" 

(億ドJI

人口i人当り
2.3-49 1，418 427 513 64ω 365 347 73 86 95 91 

(万円)

吸引係数
21.99 1328 4.00 4.80 5出 3.41 3.25 0.69 0.81 0.89 0.85 

(情)

大型庖

売場而積
271 321 220 135 109 380 10 185 106 171 J9.! 

(-1-m') 

大型前比率
76.8 74.3 &1.0 73.0 72.1 8δ0 45β .18.9 37.7 36.5 51.2 

(%) 

卸売販売品
4日.130 35i仁160 329，l2B 52.876 42，826 12.国9 52.892 旦.356 7.7例j 10.017 .JO.553 

(億円)

卸売/小売 49.8 30.2 47.3 3.9 4.5 1.5 包9 1.1 1.8 1.3 6.9 

貸出残品
851.801 282.139 12.1.233 68.717 27，193 24..172 22.978 9.117 10.672 14.533 17255 

(億円}

'1ft田"111 Vl 1/3 1/7 1/12 1/31 1/35 1/37 1ノ倒 1ノ80 1/59 1/.19 

貸出/預金
171.0 76.9 89.6 718 58.9 60.8 78.8 44β 3S2 44.4 56.6 

(%) 

分譲住宅比率
65.<1 72.6 70.2 58.2 11.9 71.2 55.8 55.0 18.1 53.0 団ι9

(%) 

持家比率
52.9 47.6 40.5 34.6 38.9 35.9 51.4 43.4 3sβ 42.0 13.3 

(%) 

資料 総務省「包勢調査報告j、経清産業省「工業絞計表JJ商業統計表j、国土交通告「建築統計年報j、全毘銀行協会「月刊金融j等から作成。
(注):東京23区の持軍比率 60%以上なし、 50%台千代田52.9% 台東51.4%・荒11150.4%の3区、 40%告13区、 30%台7区。
東京都郊外拠点都市町持軍比率 青梅66.7%・八王子51.8%・町田51.2%・東村山53.7%・東久留米51.1%など6都市で世曲。
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一
ア
ン
ソ

l
・
豊
田
工
機
・
ト
ヨ
タ
白
出
動

雌
問
機
・
ア
イ
シ
ン
・
ト
ヨ
タ
車
体
・
愛

三
工
業
・
フ
タ
パ
産
業
な
ど
2
7
3
社

が
集
中
し
て
成
長
し
続
け
て
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
中
核
都
市
の
成
長
割
合
が
日

本
一
に
な
っ
て
い
る
。

⑤
従
来
ト
ヨ
タ
は
大
衆
車
メ
力
と
考

え
ら
れ
て
い
だ
が
、
セ
ル
シ
オ
を
開
発

し
た
の
仁
続
い
て
昨
年
9
月
に
は
「
レ

ク
サ
ス
L
S
4
6
0
」
を
発
売
、
こ
れ

が
カ
1
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
で
グ
ラ

ン
ド
ブ
リ
を
受
賞
し
、
ロ
ッ
ク
フ
工
ラ

4
世
を
し
て
「
ベ
ン
ツ
を
売
っ
て
レ

ク
サ
ス
を
買
お
う
し
と
言
わ
し
め
た
ほ

ど
、
技
術
レ
ベ
ル
が
古
向
い
高
級
車
と
し

て
の
世
界
的
評
価
を
受
け
た
。

さ
ら
に
、
5
月
に
は
「
レ
ク
サ
ス
L

S
6
0
0
」
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
と
し

て
市
場
に
売
り
だ
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
白
動
無
断
変
速
で
世
界

で
唯
一
の
高
級
車
で
あ
り
、
か
っ
、
リ

ッ
タ
当
だ
り
燃
費
効
率
は
M
M

・
2
キ

ロ
と
、
常
識
的
な
予
測
で
は
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
優
秀
性
を
持
つ
だ
名
車
に

な
っ
て
い
る
。

⑥
ト
ヨ
タ
自
動
車
関
連
企
業
仁
働
く
人
々

は
一
雇
用
・
所
得
函
で
安
定
し
て
い
る
だ

け
に
、
愛
知
県
の
主
要
都
市
の
持
家
出

率
は
ほ
と
ん
ど
が
m
l
m
%
台
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
で
は
印
%
台

が
千
代
田
町
以
・
9
%
、
台
東
引
・
4
%
、

荒
川
町
・
4
%
と
3
区
在
除
く
と
い
ず

れ
の
区
乞
持
家
出
率
3
1
4
割
台
と
極

め
て
低
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
ち
愛
知
県

内
の
主
要
都
市
が
い
か
に
ト
ヨ
タ
の
成

長
刀
に
支
え
ら
れ
、
都
市
の
み
で
な
く

従
業
員
の
一
生
活
ち
安
定
か
つ
成
長
。
ハ

タ
ン
仁
支
え
ら
れ
て
い
る
か
が
が
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。

第
七
に
「
東
京
都
市
圏
」
に
つ
い
て
見
る

と
、
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
埼
玉
県
・
千
葉

県
と
い
っ
た
時
計
包
り
で
人
口
が
増
加
し
て

き
て
、
2
0
0
5
年
仁
は
3
4
4
7
万
人
の

巴
大
都
市
習
に
な
っ
走
が
、
関
ヶ
原
の
戦
が

行
わ
れ
た
1
6
0
0
年
(
慶
長
5
年
)
に
は

現
在
の
お
分
の
1
の
1
2
5
万
人
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
京
阪
神
の
2
5
1
万
人
の
2
分
の

ー
の
ス
ケ
ル
仁
過
ぎ
な
か
っ
↑
に
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
で
首
都
が
東
京
に

移
転
し
て
、
明
治
刊
日
年
に
は
3
7
5
万
人
と

京
阪
神
の
3
2
8
万
人
を
上
回
る
こ
と
に
な

り
、
今
日
で
は
京
阪
神
都
市
圏
の
1
7
0
6

万
人
の
2
倍
の
人
口
ス
ケ
ル
に
ま
で
拡
大

成
長
し
て
い
る
。

そ
の
日
最
大
の
原
因
は
、
①
首
都
機
能
が
東

京
へ
移
転
し
た
こ
と
、
②
第
二
は
明
治
時
代

仁
は
経
済
は
大
阪
、
政
治
は
東
京
で
あ
つ
だ

ち
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
へ
移
行
し
て
、

政
治
右
経
済
ち
情
報
乞
東
京
ヘ
一
極
集
中
し

た
か
ら
で
あ
る
。

東
京
へ
一
極
集
中
し
走
中
枢
管
理
機
能
の

集
積
ス
ケ
ル
が
い
か
に
断
突
に
大
き
い
か

を
検
証
し
て
み
よ
う
。
今
、
日
本
の
治
大
都

市
亡
比
較
し
て
み
る
と
、
貸
出
残
高
の
ス
ケ

ー
ル
は
、
東
京
を
1
/
1
と
す
る
と
、
大
阪

は
1
/
5
、
名
古
屋
1
/
問
、
横
浜
1
/
打
、

福
岡
1
/
勾
、
札
幌
1
/
m
、
神
戸
1
/
お
、

京
都
1
/
釘
、
広
島
1
/
判
、
仙
台
に
い
た

っ
て
は
1
/
必
で
あ
る
。

こ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
中
枢
管
理
機
能

は
、
表
ー
5
「
東
京
都
ゅ
の
中
枢
管
理
機
能

の
ス
ケ
ル
比
較
L

に
一
部
す
よ
う
に
、
都
山

3
区
に
集
中
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
都
山

3
区
の
貸
出
残
高
は
1
2
5
・
8
兆
円
に
達

し
て
お
り
、
全
国
の
犯
・
8
%
を
占
め
て
い
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都市盛衰の二極分解

<国土審議会開域部会案>

表-6 道州制度への改革→衆参議院制改革(改憲)

(チ人<佐貫案>

北海道 北海道 且β?:l 北海道 北海道

東北
青森・宮手・1ヰ城・秋開・山Jn・福島・

12，α35 東北
古f北岩手宮減秋田・山形・福島

新潟 (7県) (6県)

首都
茨披・栃木群馬山梨・東京・神奈川・

42;l72 関東
茨城栃本・群馬 111梨・長野新潟・

埼玉 T葉 (S部~m 東京・神奈川 .1奇I(・千葉(J繍陳)

北隙 富山石JII・福井 (3県) 3.108 
中部

愛知岐阜・三重諮問富山石川1・

福井口県)中部 愛知・岐阜・コ重，静岡，長野 (5，m 17，216 

3子、都大阪・兵庫滋賀奈良和歌山京都大阪兵庫滋賀奈良和歌山 近畿近畿
(印If県)

20.892 (6府県)

中国 広島・岡山 [11口鳥取島根 (5県) 7.732 中祖国
広島岡山山口鳥1(< 島根香川

問国 徳島・香川愛媛高知 (4県) 4.1由36
愛媛徳島高知 (9県)

福岡・院賀・長崎，大分・熊本・宮崎・

九州
福岡・佐賀長崎熊本・大分宮崎

13.362 
九州

鹿児島沖縄 (8県)
鹿児島 (7県)

(千人}

色白7

9β34 

46.999 

18.128 

2O)l92 

11.762 

14.713 

(注)1.国土審議会 沖縄は需制として残すが(富轄走)1 新潟軒幹線開通で東京~新潟間が2時間10骨になる。新
2 遭州制度ヘ涛編と同時に r~参議院l 制度の改革{憲法 潟~仙台のネット士如。
改正)を実施の要。 2 本四架橋が3本開通したので1つ由州とする。
東150人、参→企30人(タ十空白軍事国長期戦略 3.道州制で知事7人で効率的運用可能。

表 7 都市の人口規模別・成長と衰退の比率 (2005年園調ベース)

よι竺ごン 全市町村 成長 衰退 5，皆級灰分

急成長 成長 停滞 吉退 自然淘汰

全市町村 2.217 769 2.986 200 216 194 4剖 1.l23 

人口100万人以t 12 12 。 5 6 。 。
50-100万人*i持 14 11 3 4 3 4 3 o 

七
3ト 50.万人未満 45 29 16 9 12 8 15 

区 20-30万人未満 40 22 18 6 9 7 14 4 

分
10-20万人未満 l4l 83 58 19 42 22 40 18 

5-10万J、未満 250 117 133 41 ι12 34 78 55 

5h人未満 1.715 :l:l6 1.379 116 102 118 334 1出5

人口i田万人以 1'. l田Oの% I曲且% 且0% 41.7% 50.0均 8.3% 。0% 。0%
盛 50-100万人未満 100.0 88.6 21.4 28.6 21.4 28.6 21.4 。。
衰 :l0-50万人未満 100.0 64.4 35.6 20.0 26.7 17.8 3:l.3 2.2 
Jt 
1干: 20-30万人未満 100.0 55.0 45.0 15.0 22.5 17.5 35.0 10.0 

( ]0-20万人未満 100.0 58.9 41.l 13.5 29.8 15.6 28.3 12.8 
% 

5~ 1O万人未t詩 100.0 46.8 53.2 16.4 16.8 13.6 31.2 22.0 

5万人オ満 100.0 19.6 80.4 6.8 包9 6.9 19.5 60.9 

全日i町村 100.0 27.6 72.4 9.0 9.8 8.8 21.8 50.6 
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る
。
そ
し
て
東
京
都
市
圏
で
は
全
国
の

m
・

0
%を
占
め
て
い
る
。
東
京
都
市
匿
の
貸
出

残
高
の
引
・

5
%が
都
心
3
区
に
集
中
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
東
京
都
市
圏
内
の
中
核

都
市
市
の
釘
・

1
%が
成
長
し
て
い
る
の
ち

こ
の
だ
め
で
あ
る
。

四
，
結
び
に
か
え
て

以
上
の
分
析
か
ら
次
の
よ
う
な
結
論
に
達

し
、
新
し
い
引
世
紀
の
国
土
開
発
が
必
要
で

あ
る
。①
そ
の
第
一
が
道
州
制
へ
と
「
廃
県
置
州
L

政
策
存
」
断
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
表
-

6
「
道
州
制
度
へ
の
改
革
L

仁
一
加
す
よ

う
に
7
道
州
制
と
し
て
、
東
京
へ
極
度

に
集
中
し
て
い
る
中
枢
管
理
機
能
を
一

概
集
中
か
ら
「
多
極
拠
点
形
成
シ
ス
テ

ム
L

へ
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。

②
第
二
に
中
核
都
市
の
規
模
を
人
口
お
万

人
規
模
ま
で
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る

都
市
再
編
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
高
度
成
長
期
に
は
、

人
口
叩
万
人
以
上
で
あ
れ
ば
成
長
し
た

が
、
人
口
減
少
時
代
の
今
包
で
は
表

l

7

「
都
市
人
口
規
模
別
・
成
長
と
衰
退

の
出
率
」
仁
一
部
す
ご
と
く
、
人
口
犯
万

人
規
模
に
ス
ケ
ー
ル
・
ア
ッ
プ
し
な
い

と
成
長
都
市
に
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ

る。

46 

③
最
終
に
図

1
1
「
衰
退
都
市
民
率
と
白

殺
率
と
の
杷
関
性
」
仁
一
部
す
ご
と
く
、

衰
退
都
市
比
率
が
高
い
田
市
で
は
自
殺
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
衰
退
都
市
が
多

い
地
域
で
は
人
口
の
高
齢
化
が
顕
著
で

あ
り
、
特
に
積
雪
寒
冷
地
域
で
自
殺
率

が
高
い
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
積
雪
寒

冷
地
域
や
衰
退
都
市
民
率
が
吉
岡
い
池
域

に
お
け
る
国
家
の
池
域
政
策
と
し
て
、

雇
用
の
場
を
創
造
す
る
必
要
が
あ
ら

う
。
図

I
2
「
人
口
増
加
率
と
有
効
求

人
倍
率
と
の
相
関
性
L

が
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
、
働
く
場
を
作
ら
な

け
れ
ば
都
市
は
成
長
し
な
い
わ
け
で
あ

る。
最
後
に
縞
ひ
の
言
葉
と
し
て
「
池
万
都
市

の
成
長
な
く
し
て
日
本
の
成
長
は
な
い
」
と

い
う
こ
と
を
ゆ
に
銘
記
す
べ
き
で
は
怠
い
か

と
思
料
さ
れ
る
。



都市盛衰の二極分解

図 1 衰退都市比率と自殺との相関性
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人口増加率と有効求人倍率との相関性
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人
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2
0
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0
1
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0
0
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年
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1.0 
0.4 
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有効求人倍率(2005年12月・倍)

備考 :Rは2つのデ タの棺関係数



工イズiこ関する知識

エイズに関する知識

ーネパールの既婚女性が持つエイズに

関する知識とラジオ・テレビの役割-

ー
・
は
じ
め
に

1

・1
問
題
関
心

近
年
南
ア
ジ
ア
の
大
半
の
固
に
お
い
て
H

l
V
/
A
I
D
S
(以
下
工
イ
ズ
)
が
最
重

要
の
保
健
課
題
の
ー
っ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

南
ア
ジ
ア
池
協
の
お
よ
そ
乃
万
の
人
々
が
ヱ

イ
ズ
に
感
染
し
て
お
り
、
感
染
者
は
さ
ら
に

場
大
宮
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る

(
U
N
A
I

D
S
2
0
0
6
)
。
こ
の
地
域
の
全
人
口
に

対
す
る
工
イ
ズ
感
染
者
の
割
合
は
増
加
を
続

け
て
お
り
、
数
年
後
に
は
サ
ブ
サ
ハ
ラ
(
サ

ハ
ラ
以
南
)
ア
フ
リ
カ
の
感
染
者
数
を
越
え

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
中
で
右
イ
ン
ド
の
エ

イ
ズ
感
染
率
は
深
刻
で
あ
る
。

ち
と
ち
と
ネ
パ
ー
ル
の
工
イ
ズ
感
染
率

は
、
他
の
南
ア
ジ
ア
の
固
と
民
一
戦
し
て
低
か

っ
た
が
、
イ
ン
ド
へ
の
出
稼
ぎ
者
の
増
大
な

アリヤルナビン・

ど
に
よ
り
、
感
染
が
急
激
に
広
ま
っ
た
。
近

年
、
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
ネ
パ

i
ル
の
ヱ

イ
ズ
感
染
率
が
イ
ン
ド
に
次
い
で
高
い

(
U

N
A
D
S
2
0
0
6
)
。
1
9
9
0
t
Eーか

ら
1
9
9
3
年
の
閣
に
工
イ
ズ
感
染
率
が
阿

倍
に
ち
な
つ
だ
と
さ
れ
て
い
る
(
的
仁
U
O且一

他

1
9
9
4
)
。
ま
た
ス
ペ
ア
ィ
(
印
仁

σog

は、

2
0
0
0
年
ま
で
に
エ
イ
ズ
感
染
者
数

が
約
叩
万
人
仁
上
る
と
試
算
し
た
。
実
際
の

感
染
者
数
は
ス
ベ
デ
ィ
の
推
計
よ
り
低
か
っ

疋
ち
の
の
、

2
0
0
6
年
に
は
ネ
パ

i
ル
の

エ
イ
ズ
感
染
者
数
は
約
7
万
5
0
0
0
人
に

達
し
て
い
る

(
N
C
A
S
C
2
0
0
6
)
。

現
在
乞
な
お
感
染
率
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、

適
切
な
政
策
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
工
イ
ズ
が

蔓
延
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
さ
れ
て
い

る
。
ネ
パ
ー
ル
の
若
年
齢
層
(
市
j
m刊歳)、

ナビン・アリアル
ネパ ル田カトマンズ生まれ。 1999
2手中央大学経清学部卒、 2001年一
橋大学院経済研究科樺了、 2005年
間研究科博士号取得。博士論文

rElhnicity and白川icity:M問roLevel 

Household Survey of Two Ethnic 
Communities of NepaU(2004)。
橋大学経清研究所特別研究員を経

て、現在開発コンサルタント。

t悶



そ
の
中
で
ち
特
に
男
性
の
閏
に
エ
イ
ズ
感
染

が
急
増
す
る
危
険
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
注
ら
に
ネ
パ
ー
ル
の
保
健
省
は
、
工

イ
ズ
感
染
の
増
加
が
こ
の
ま
ま
続
く
な
ら

ば
、
数
年
後
に
は
却
万
人
の
若
年
齢
層
が
工

イ
ズ
仁
感
、
染
し
、
そ
の
う
ち
1
万
人
近
く
が

エ
イ
ズ
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

発
表
し
て
い
る

(
M
O
H
2
0
0
2
)
。
す

で
に
、
日
山
j
お
歳
の
年
齢
層
で
エ
イ
ズ
感
染

が
と
り
わ
け
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
年
齢
簡

に
限
つ
て
は
、
工
イ
ズ
が

t
は
や
第
一
の
死

亡
原
因
と
な
っ
て
い
る

(
U
S
A
-
D
2

0
0
5
)
。
さ
ら
に
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
、

2
0
1
0
年
に
は
ヱ
イ
ズ
が
ネ
パ
ル
全
体

の
死
亡
原
因
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

の
第
一

い
る
。ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
工
イ
ズ
の
ま
な
感
染
経

路
は
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
力
行
口
ヨ
ヨ
雪
口
一
段

印
。
×
〈
〈

q
r
o
司
、
以
下
C
S
W
)
と
注
射
に

よ
る
麻
薬
の
常
用
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
は
、
い
か
に
し
て

c
s
wが
エ

イ
ズ
を
一
般
に
広
め
た
か
に
の
み
注
目
し
て

い
た
。
し
か
し
、
エ
イ
ズ
感
染
拡
大
に
は
こ

れ
以
外
の
様
々
な
社
会
経
済
問
題
が
関
連
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
最
近
の
研
究
で
は
、

エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
欠
如
が
感

染
拡
大
の
最
大
の
原
包
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る

(
M
O
H
2
0
0
2
)
。
よ
っ
て
、
エ
イ

ズ
仁
関
す
る
知
識
を
ネ
パ
ル
全
体
に
広
め

る
こ
と
こ
そ
が
エ
イ
ズ
感
染
予
防
の
有
力
な

ツ
i
ル
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

ネ
パ
ー
ル
の
工
イ
ズ
研
究
は
、
知
識
・
態

度
・
実
行
(
穴
コ
O
〈
〈
一
塁
間
タ
》
ゴ
一
汁
亡
且
戸
里
丘

可

E
口
同
一
号
、
以
下
K
A
P
)
を
テ
ー
マ
に
し

て
き
た
。

K
A
P
に
よ
っ
て
工
イ
ズ
に
対
す

る
認
知
度
が
研
究
で
き
、
よ
っ
て
こ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
工
イ
ズ
に
関
す
る
知
識
や
態
度
に

つ
い
て
知
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
(
∞
空

2

日

8
8
0
一
万
で
K
A
P
子
法
の
批
評
者
は
、

工
イ
ズ
の
認
知
度
を
広
大
す
る
だ
け
で
は
エ

イ
ズ
感
染
を
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

指
摘
し
て
い
る
(
刃
ミ
呂
田
吋
)
。
こ
う
し
た

批
判
が
あ
る
に
ぜ
よ
、

K
A
P
は
工
イ
ズ

感
染
の
知
識
を
広
め
る
た
め
に
育
意
義
怠
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い

る

2
0
2
m昌
J
U白
吋
)

0

ま
た
、
エ
イ
ズ
の
知
識
に
関
す
る
ジ
工
、
ノ

ダ
筒
の
格
差
ち
問
題
で
あ
る
。
国
連
開
発

計
画

(
U
N
D
P
)
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
低

い
地
位
が
工
イ
ズ
お
よ
び
他
の
衛
生
保
健
に

関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
困
難
に
さ

せ
、
結
果
的
に
女
性
の
福
祉
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る

(
U
N
D
P
2
0
0
5
)
o
よ

っ
て
本
稿
で
は
、
工
イ
ズ
研
究
の
対
象
と
し

て
女
性
に
焦
点
を
当
て
た
。
そ
の
主
な
理
由

は
2
つ
あ
る
。
第
一
仁
、
生
物
学
的
な
要
因

と
と
ち
に
女
性
の
社
会
経
済
的
地
位
の
低
さ

に
よ
っ
て
、
女
性
は
男
性
よ
り
乞
エ
イ
ズ
に

感
染
し
や
す
い
。
第
二
に
、
女
性
の
エ
イ
ズ

感
染
が
予
ど
ち
ゃ
世
帯
全
体
の
福
祉
に
悪
影

響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女

性
に
工
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
伝
え
工
イ
ズ

感
染
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
社
会
全
体
に
釘

影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、

女
性
を
対
象
と
し
だ
工
イ
ズ
の
K
A
P
研
究

が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て

女
性
に
焦
点
を
当
て
だ
エ
イ
ズ
の
K
A
P
研

究
は
ミ
ク
ロ
的
な
ち
の
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
エ
イ
ズ
の
認
知
度
に
関
す
る
ネ
パ
ー
ル
の

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
ち
注
目
が
集
ま

っ
て
お
り
、
研
究
者
と
保
健
政
策
当
局
は
メ

デ
ィ
ア
こ
そ
が
工
イ
ズ
の
認
知
度
を
拡
大
す

る
重
要
な
ツ
ル
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
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(六

ω
E
コ
ω
M
O
O
ω
)
。
ネ
。
ハ
ル
に
お
い
て
は

メ
デ
ィ
ア
、
特
に
ラ
ジ
オ
が
、
工
イ
ズ
の
認

知
度
を
高
め
、
感
染
に
関
す
る
知
識
を
広
め

る
役
割
を
果
だ
し
て
い
る
(
田
O
ヨ
O

M
口口
ω)
。

そ
こ
で
本
橋
で
は
、
ネ
パ
ル
の
中
央
統
計

局
が
提
供
し
た
全
国
調
査
の
デ
ー
タ
在
使
用

し
、
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
、

他
の
社
会
経
済
変
数
が
既
婚
女
性
の
工
イ
ズ

知
識
に
ど
の
よ
う
怠
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
分

析
す
る
。
ま
だ
分
析
に
当
だ
っ
て
、
地
万
と

都
市
部
と
い
っ
定
変
数
が
工
イ
ズ
の
知
識
仁

ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
ち

考
察
す
る
。
既
婚
女
性
を
研
究
対
象
に
す
る

ま
な
理
由
は
、
近
年
ネ
パ
ル
で
は
女
性
の

エ
イ
ズ
感
染
者
全
体
に
お
け
る
主
婦
の
割
合

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
一
、

支
婦
と
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
だ
工
イ
ズ
研

究
が
存
在
し
な
い
定
め
、
本
研
究
が
既
存
の

ネ
。
ハ
!
ル
に
お
け
る
工
イ
ズ
研
究
に
お
い
て

補
完
的
な
役
割
問
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
本
稿
の
構
成
は
2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
部
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
エ
イ
ズ

の
先
行
研
究
の
紹
介
と
工
イ
ズ
の
現
状
を
扱

い
、
第
二
部
で
は
既
婚
女
性
が
持
つ
工
イ
ズ

知
識
に
メ
デ
ィ
ア
と
他
の
変
数
が
与
え
る
影

エイスtに掬する知識

響
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
う
。

1
・
2
ネ
パ
i
ル
巳
お
け
る
エ
イ
ズ
研
究

べ
ー
イ
ン
(
由
。
ョ
0
〉
に
よ
る
と
、
ネ
パ

ー
ル
に
お
け
る
工
イ
ズ
研
究
は
、
病
理
学
的

そ
し
て
社
会
・
文
化
的
な
研
究
に
区
分
す
る

こ
と
が
で
き
る
(
∞
0
5
0

日口
0
8
0
病
理
学

的
な
研
究
を
し
て
い
る
ス
ベ
デ
ィ
、
ベ
ー
カ

ー
と
タ
パ
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
工
イ
ズ
感
染
が

ど
こ
ま
で
浸
透
し
て
い
る
か
を
推
計
し
て
い

る

G
E
O色
、
∞
呉
雪
印
孟
↓

Z
E
J由
主
)
。

ま
だ
他
の
病
理
学
的
ア
プ
ロ
チ
の
研
究
者

は
、
工
イ
ズ
の
感
染
経
路
や
ネ
パ
ー
ル
に
お

い
て
最
ち
感
染
し
や
す
い
グ
ル
プ
(
工
面
プ

刃
函
背

O
B
E
3
)

な
ど
に
つ
い
て
ち
研
究
し
て

い
る
(
的

I
3
2プω
m
w
コ且

Q
C寸
U
2
7
m弓
J

孟

石
田
印
)
。
彼
ら
に
よ
る
と
、

c
s
wと
そ
の

客
お
よ
び
注
射
仁
よ
る
麻
薬
使
用
者
が
最
右

エ
イ
ズ
に
感
染
し
や
す
い
グ
ル
ー
プ
で
あ

る。
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
工
イ
ズ

研
究
で
は
、

c
s
wが
い
か
に
し
て
工
イ
ズ

感
染
を
一
般
に
広
め
た
か
と
い
う
点
に
の
み

着
目
し
て
き
た
。
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
ネ
パ

ル
の
工
イ
ズ
感
染
拡
大
の
主
要
経
路
は
、

人
身
売
買

(HE士
一
口
一
〈
ヨ
向
)
に
よ
っ
て
イ
ン

ド
で
C
S
W
と
な
っ
た
女
性
お
よ
び
出
稼
ぎ

の
男
性
労
働
者
で
あ
る

(
U
R
耳
石
田
白
雪
立

的
旦
叶
叫
-
白
u
g
。
イ
ン
ド
で
エ
イ
ズ
に
感
染

し
た
C
S
W
が
帰
国
後
、
ネ
パ
ル
で
ち

c

s
wと
し
て
働
き
続
け
、
一
般
人
口
仁
エ
イ

ズ
感
染
を
広
め
る
の
で
あ
る
(
印
ω
立
型

J
u
u
g
。
同
様
仁
、
出
稼
ぎ
の
た
め
に
海
外

に
渡
っ
た
男
性
労
働
者
が
工
イ
ズ
に
感
染

し
、
帰
国
後
エ
イ
ズ
を
配
偶
者
に
伝
染
し
、

結
果
的
に
新
生
児
に
ま
で
工
イ
ズ
の
感
染
を

広
め
る
場
合
ち
あ
る
(
可
oca旦
4
g
h
)
。
ま

だ
別
の
研
究
者
は
工
イ
ズ
感
染
拡
大
に
社

会
・
経
済
・
文
化
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
て

分
析
し
て
い
る
。
彼
ら
は
ネ
パ
ー
ル
に
お
け

る
工
イ
ズ
問
題
の
背
景
に
は
低
い
識
字
率
、

貧
困
、
ジ
工
ン
ダ
差
別
、
毘
内
紛
争
が
あ

る
と
指
指
す
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
エ
イ
ズ

感
染
経
路
と
さ
れ
て
い
る
C
S
W
と
出
稼
ぎ

者
は
ネ
パ
ー
ル
の
貧
困
に
よ
っ
て
生
み
出
さ

れ
た

G
E
a
oコ
石
田
四

-uoEao二
白
山
田
守

口
豆
一
二
回
旧
日
)
。
パ
ウ
デ

i
ル

(
U
O
E
且
旦
)
と

」
ア
ィ
ク
シ
ッ
ト

(
O
R一
己
は
、
工
イ
ズ
感
染
拡

大
の
最
大
の
原
因
は
ネ
パ
ー
ル
の
貧
鴎
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る

(
0
2
2
U
由
?
勺
O
E
且O
一
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」
由

u
h
)
。

前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
エ

イ
ズ
研
究
で
は
K
A
P
ア
ブ
ロ
チ
が
主
流

を
占
め
て
い
る
。
二
ュ

l
エ
ラ

(
Z
0
2
m
面
)

に
よ
る
と
、
こ
の
ア
プ
ロ
チ
仁
よ
っ
て

般
人
口
の
工
イ
ズ
の
認
知
度
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る

(
Z
O
主

ma
」U
U
1
1
)
。
主
イ
ズ
の

K
A
P
研
究
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
ち
注
臼

さ
れ
て
き
定
。
べ
ー
イ
ン
は
、
ネ
パ
ー
ル
で

は
メ
デ
ィ
ア
が
エ
イ
ズ
に
対
す
る
関
心
度
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
と
指
摘

す
る
(
∞
E
Z
M
O
0
3
0
し
か
し
、
工
イ
ズ

感
染
の
知
識
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア
、
特
に
ラ

ジ
オ
と
テ
レ
ピ
の
役
割
を
取
り
入
れ
だ
研
究

が
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
よ
っ

て
本
研
究
が
工
イ
ズ
の
知
識
を
メ
デ
ィ
ア
や

他
の
社
会
経
済
変
数
と
関
連
さ
せ
て
分
析
す

る
こ
と
で
、
ネ
パ

i
ん
の
エ
イ
ズ
研
究
に
お

い
て
楠
完
的
な
役
割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
次
節
で
は
ネ
パ
ル
の
工
イ

ズ
の
現
状
を
概
説
す
る
。

1

・3
工
イ
ズ
の
現
状

保
健
省
に
よ
る
と
、
ネ
パ
ー
ル
で
初
め
て

エ
イ
ズ
感
染
者
が
確
認
大
」
れ
た
の
は
1
9
8

9
年
で
あ
り
、
そ
の
後
感
染
者
は
増
加
の
傾

向
に
あ
る
。

2
0
0
6
年
に
は
7
万
5
0
0

0
人
の
工
イ
ズ
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た

(
U
N
A
-
D
S
2
0
0
6
)
。
U
N
D
P

ち
ネ
パ
ル
で
は
エ
イ
ズ
感
染
が
確
実
に
閥
増

加
し
て
い
る
と
発
表
し
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル

は
「
工
イ
ズ
の
低
い
浸
透
率
」
か
ら
特
定
の

層
(
例
え
ば
、

c
s
w等
)
仁
お
い
て
は

「
エ
イ
ズ
の
高
い
浸
透
率
」
へ
と
移
行
し
た

と
指
摘
す
る

(
U
N
D
P
2
0
0
5
)
。
ま

た
、
エ
イ
ズ
予
防
の
迅
速
か
つ
透
切
な
政
策

を
実
施
し
な
い
限
り
、
近
い
将
来
市
歳
j
相

歳
の
年
齢
層
の
第
一
の
死
亡
原
悶
が
エ
イ
ズ

に
な
る
と
警
告
し
て
い
る
。

表
ー
を
見
る
と
、

2
0
0
5
年
ま
で
に
5

0
0
0
人
近
く
が
H
l
V
仁
感
染
し
、
そ
の

う
ち
9
0
0
人
近
く
が
工
イ
ズ
発
病
者
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
だ
、

2
0
0

2
/
2
0
0
3
年
の
調
査
で
は
、
ネ
パ
ル

全
人
口
に
占
め
る
工
イ
ズ
感
染
者
の
割
合
が

約
0

・
4
%と
な
り
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
限
っ

て
は
約
0

・
6
%と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表

か
ら
、

U
N
D
P
の
発
表
と
同
様
に
、

c
s

wと
注
射
に
よ
る
麻
薬
使
用
者
が
最
ち
ヱ
イ

ズ
に
感
染
し
や
す
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
そ
の
傾
向
が

一
層
明
白
で
あ
り
、

7
副
都
近
い
注
射
に
よ
る

麻
薬
使
用
者
と
2
創
出
近
い
C
S
W
が
工
イ
ズ

に
感
染
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
学
者
は

ネ
パ

i
ル
の
公
式
工
イ
ズ
感
染
者
数
は
実
際

の
数
を
下
回
っ
て
い
る
と
指
臆
す
る
。
ネ
パ

ー
ル
で
は
工
イ
ズ
に
対
す
る
知
識
の
欠
如
か

ら
、
工
イ
ズ
感
染
に
よ
る
社
会
的
偏
見
や
差

別
を
恐
れ
、
工
イ
ズ
感
染
を
公
に
し
な
い
傾

向
が
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
発
表
し
た
エ

イ
ズ
感
染
者
数
は
過
少
と
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
。

表
2
で
は
ネ
パ
ル
の
エ
イ
ズ
と
性
感
染

病
予
防
セ
ン
タ
ー

(
N
C
A
S
C
〉
が
公
表

し
た
デ
タ
に
基
づ
い
て
エ
イ
ズ
に
関
す
る

最
新
情
報
を
ま
と
め
た
。

最
新
の
デ
ー
タ
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
の
工
イ

ズ
感
染
者
数
が
7
0
0
0
人
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
ま
だ
U
N
D
P
の
調
査
と

同
犠
、

N
C
A
S
C
の
発
表
で
乞
C
S
W
と

注
射
に
よ
る
麻
薬
使
用
者
の
悶
で
工
イ
ズ
感

染
が
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
疋

こ
の
表
は
、
ネ
パ
|
ル
の
エ
イ
ズ
感
染
経
路

は
C
S
W
と
そ
の
客
お
よ
び
注
射
に
よ
る
麻

薬
使
用
者
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
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工イスに関する知識

表1 工イズの現状

データ 該当年

I!IVIこ感染したケース 4.861 2∞5 
エイズに発展したケース 871 2005 

HIVおよびエイズに感染した推定人11 62.冊。 2003 

エイズによる死亡者数 2.500 2侃3

新たなHIV感染者数 9.:∞ 2003 

対IV感染率

|注セ射ッ山麻薬使用者(カトマンズ}の内 68% 2002 

クスワーカ (カトマンズ)のI'J 15.6% 2002 

献血者 N!A 

カトマンズ O.5f宇6 2C日2/2∞3
全国 位44% 2002/2∞3 
出典 UNDP Nepa!， 2005 

表2.2006年8月現在のエイズ統計

I!IV感染者(エイズ含む) 男 女

エイズ 808 307 1.115 

セックスワーカー 628 628 

セァクスワーカーの客 3.552 103 3.655 

主婦 1.272 1.272 

献1抱など 8 4 12 

注射による麻薬使用者 1.517 25 1，542 

児童 I槌 96 2臼

ぇロ、 計 5.2.15 2.128 7.373 

年 齢

0-4 71 40 III 

5-9 83 48 131 

10-14 25 16 41 

15-19 196 199 395 

2日-24 876 437 1.313 

25-29 1.284 561 1.845 

30-39 2.082 627 2，709 

40-49 527 169 696 

50+ 101 31 132 

合 計 5，245 2.128 7.373 

出典・ネパールAIDS'STD予防センタ . 2006 
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向
時
に
、
工
イ
ズ
感
染
が
出
較
的
若
い
年
齢

層
、
特
に
男
性
、
そ
し
て
女
性
の
な
か
で
は

主
婦
の
潤
で
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

2
-
既
婚
女
性
の
エ
イ
ズ
に
関
す
る

知
識

2

・1
デ
ー
タ
と
万
涜

本
分
析
の
た
め
に
用
い
だ
デ
タ
は
、
ネ

パ
i
ル
中
央
統
計
局
が
2
つ
の
セ
ン
サ
ス
の

閏
に
行
つ
定
全
国
サ
ン
プ
ル
調
査
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
、

1
9
9
5
年
の
セ
ン
サ
ス
と

2
0
0
5
年
の
セ
ン
サ
ス
の
慢
に
田
2
2
0
0
コ

0
0
コ
ω仁
ω
士
O仁
ω
O才
O
一且

-340
コイ百竺
O
コ
40寸

7h03EOミ
J
m
ω
5
a
mく旦
cωto
コ
印
く
一
位
。
ヨ

(
B

C
H
i
M
E
S
)
と
し
て
行
わ
れ
走
。
こ
の

調
査
は
、
既
婚
女
性

(
m
j
m刊
歳
)
と
児
童

の
福
祉
に
関
す
る
指
標
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を

B
的
と
し
て
実
施
さ
れ
定
。
調
査
項
目

は
、
教
育
、
水
と
衛
生
、
家
族
計
画
、
新
生

児
の
ケ
ア
、
予
防
接
種
、
ビ
タ
ミ
ン
A
摂
取
、

工
イ
ズ
と
S
T
D
の
知
識
ま
で
及
ん
で
い

る
。
詞
五
百
は
全
国
の
日
目
地
域
、
ド
メ
イ
ン

(
異
な
る
抽
出
域
な
ど
)
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
抽

出
さ
れ
た

(
C
B
S
2
0
0
2
)
。
C
8
5

に
よ
る
と
、
サ
ン
プ
ル
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
、

U
N
C
E
F
が
考
案
し

た
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
基
に
デ
ー
タ
仁
ウ
工
イ
ト

を
か
け
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
サ
ン
プ
ル
認

査
は
ネ
パ
i
ル
の
全
地
域
を
代
表
す
る
ち
の

と
い
え
る

(
C
B
S
2
0
0
2
)
。

本
分
析
で
ほ
ど
の
変
数
が
既
婚
女
性
の
工

イ
ズ
知
識
に
関
連
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
定
め
に
、
回
帰
分
析
モ
デ
ル
(
「
O
回
目
立
口

刃

o
m「
E
E
3
7
L
2
0
一
)
を
使
用
す
る
。
エ
イ

ズ
の
知
識
(
有
H
1
、
無
H
O
)
が
説
明
変

数
で
あ
る
o

他
万
、
年
齢
、
居
住
パ
タ
ン
、

教
高
水
準
、
ラ
ジ
オ
(
毎
日
)
と
テ
レ
ビ

(
毎
週
)
の
鑑
賞
が
被
説
明
変
数
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
犀
齢
、
教
育
水
準
は
連
続

変
数
で
、
居
住
パ
タ
ー
ン
(
都
市
部
H
1
、

地
万
H
O
)
、
ラ
ジ
オ
(
は
い
H
1
、
い
い

え
H
O
)
、
テ
レ
ビ
鑑
賞
(
は
い
H
1
、
い

い
え
H
O
)
が
ダ
ミ
ー
変
数
で
あ
る
。
ま
た
、

タ
ラ
イ
平
原
(
↓
『
ω一
)
、
山
間
部
(
士
一
一
一
)
と

ヒ
マ
ラ
ヤ
(
一
，
FLOE3S
一
コ
)
を
地
理
的
ダ
ミ

と
し
て
用
い
だ
。

2

・2
分
析
結
集

本
分
析
に
お
い
て
用
い
た
説
明
変
数
、
お

よ
び
被
説
明
蛮
数
の
記
述
統
計
は
表
3
の
と

お
り
で
あ
る
。

表
3
の
記
述
統
計
を
見
る
と
、
既
婚
女
性

の
平
均
年
齢
は
お
よ
そ
初
歳
で
あ
り
、
大
半

の
女
性
は
地
万
仁
住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
教
育
年
数
が
非
常
に
少
な
い
こ

と
ち
明
ら
か
で
あ
る
。
お
よ
そ
4
割
の
人
が

最
低
で
ち
1
8
1
ロ
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
る

が
、
一
万
で
テ
レ
ビ
鑑
賞
率
は
2
割
に
ち
満

た
な
い
。
全
国
レ
ベ
ル
で
は
、
エ
イ
ズ
の
知

識
が
あ
る
と
回
答
し
た
女
性
の
割
合
は
ぬ
%

で
あ
る
が
、
都
市
部
と
地
方
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
の
変
数
に
差
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
教
育
年
数
、
テ
レ
ビ
鑑
賞
率
は
都
市
部

で
は
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
ラ
ジ
オ
を
問
聞
く

機
会
は
両
地
域
で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

都
市
部
で
は
7
割
近
い
女
性
が
エ
イ
ズ
の
知

識
を
持
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
の
に
対
し
、

地
方
で
は
ヱ
イ
ズ
の
知
識
が
あ
る
と
答
え
た

女
性
は
斜
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

次
仁
、
記
述
統
計
で
紹
介
し
た
変
数
を
用

い
て
ロ
帰
分
析
を
し
、
ど
の
変
数
が
銃
婚
女

性
の
エ
イ
ズ
の
知
識
に
有
効
で
あ
る
か
を
解

明
す
る
。
ま
た
都
市
部
と
地
万
で
こ
れ
ら
の

変
数
が
ど
の
程
度
有
効
に
な
る
か
を
探
る
た

島4
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表3.変数の記述統計

変数 全国 都市部

平均 標準偏差 平均 標準偏差

居住パタ)ン 。120 3261 

年齢 30.06 8.220 30.54 8.01 

教育水準 1.80 3.334 4.120 4.6834 

フジオを聞く 438 4962 62，1 4844 

ァレピを観る 1875 3開4 628 。4835

エイズの知識 392 。4882 707 4550 

談祭数 9.296 1，125 

出典:出典 BCHIMES2003 

表4.エイズの知識の密帰分析

変数

年齢

居住地

(都市部~I: 地方I~O)

タライ

(リファレンス=ヒマラヤ)

111間部

(リファレンス=ヒマラヤ)

教育水準

ラジオを聞く

(はい~I: いいえ~O)

テレピを観る

(はい~I: いいえ~O)

コンスタント

2ログライクリフッド

決定係数

サンプル数

"結果1%1こ帯意
.結果5%に有意
括認の中は標準誤差

モデル1

全国

ベタ俵

一062
(.055) 

411' 

(.J77) 

:121 
(.276) 

198 

(.274) 

003 

(003) 

1.1脳"

UI4) 

。15∞"
(.147) 

1.238 

(.797) 

2072.193 

206 

9246 

モデル2

都市部

ベタ値

258 

(.157) 

6.939 

(16.982) 

.5.611 

06.982) 

117・
(血31)

225 

(348) 

1715・a
(.347) 

2.419 

07.146) 

270.8渇7

291 

1129 

地方

'1'均 擦準偏差

29叩 8.25 

1.37 2.95 

.4122 .4923 

126 3328 

348 4766 

8.171 

モデル3

地方

ベタ錨

.105 
(加0)

や075

(.2剖)

今 182

(281) 

".004 

(α3) 

1.287" 

(.J23) 

1.333" 

(.J63) 

1.743' 

(855) 

1761.721 

173 

8121 



め、

3
つ
(
全
国
、
都
市
部
と
地
万
)
の
回

帰
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
。
毘
帰
分
析
の
結
果

は
表
4
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
4
の
結
果
を
見
る
と
、
年
齢
、
タ
ラ
イ

お
よ
び
山
間
部
変
数
が
既
婚
女
性
が
持
つ
工

イ
ズ
の
知
識
に
統
計
的
に
有
効
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
一
言
い
換
え
れ
ば
、
既
婚
女
性

の
年
齢
お
よ
び
住
居
パ
タ
ン
が
工
イ
ズ
の

知
識
と
関
連
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

他
万
、
テ
レ
ビ
鑑
賞
や
ラ
ジ
オ
そ
し
て
あ
る

程
度
の
教
育
年
数
が
エ
イ
ズ
の
知
識
と
結
び

つ
い
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま
た
、
居
住

地
と
工
イ
ズ
の
知
識
の
慢
で
は
正
の
相
関
関

係
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
居
住
地
が
都
市

部
に
あ
る
既
婚
女
性
ほ
ど
エ
イ
ズ
の
知
識
を

持
っ
て
い
る
一
し
と
に
な
る
。
ラ
ジ
オ
お
よ
び

毅
育
の
工
イ
ズ
の
知
識
に
対
す
る
効
果
は
都

市
部
と
地
方
で
者
子
異
な
っ
て
い
る
。
モ
デ

ル
2
と
3
を
出
較
す
る
と
、
都
市
部
の
既
婚

女
性
の
工
イ
ズ
知
識
に
教
湾
年
数
は
効
果
的

で
あ
る
が
、
地
方
で
は
教
育
年
数
と
工
イ
ズ

の
知
識
に
統
計
的
有
効
性
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
だ
、
テ
レ
ビ
鑑
賞
が
エ
イ
ズ
の
知
識

を
高
め
る
と
い
う
結
果
が
両
モ
デ
ル
で
得
ら

れ
だ
が
、
ラ
ジ
オ
の
工
イ
ズ
の
知
識
に
対
す

る
正
の
効
果
は
地
万
に
お
い
て
の
み
有
意
で

あ
り
、
都
市
部
で
は
そ
の
よ
う
な
相
関
が
見

ら
れ
な
か
っ
走
。

2

・3
結
果
の
含
意

本
分
析
に
よ
っ
て
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る

既
婚
女
性
が
持
つ
工
イ
ズ
の
知
識
に
教
育
お

よ
び
メ
デ
ィ
ア
が
正
の
相
関
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
定
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
教
世
田
こ
そ
が
工
イ
ズ
の
知

識
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
強
力
な
ツ
ル
で

あ
る
と
研
究
者
お
よ
び
政
策
提
言
者
は
唱
え

て
き
だ
。
世
界
銀
行
は
、
エ
イ
ズ
感
染
の
知

識
普
及
に
ネ
パ
ル
の
低
い
識
字
率
が
障
害

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
(
世
銀

2

0
0
5
)
。
パ
ー
ク
フ
ィ
ル
ド
(
∞
豆
与
す
互
)

が
ネ
パ
ル
の
地
万
で
行
っ
た
調
査
で
乞
、

非
識
字
の
女
性
よ
り
識
字
の
あ
る
女
性
の
万

が
エ
イ
ズ
と
S
T
O
の
知
識
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
(
田
亡
ヨ
ミ
一
史
旦

M
O
白
色
。
エ
イ
ズ
知
識
の
向
上
に
教
育
が
与

え
る
効
果
は
、
女
性
の
態
度
に
お
け
る
変
化

に
起
悶
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
ヅ
工
ジ

i
ボ

ー
イ

(
L
2
0
0
U
才
口
く
)
に
よ
る
と
、
教
育
が

女
性
の
様
々
な
(
知
識
、
意
思
決
定
、
物
理

的
、
経
済
、
社
会
)
自
主
性

(
ω
E
8
3
ヨJ
む

を
向
上
さ
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
女
性
が
医

療
や
保
健
の
意
思
決
定
に
積
極
的
仁
参
加
す

る
よ
う
に
な
る

(
L
2
0
0ウ
プ
0
く
4

回
目
印
)
。
し

か
し
本
分
析
で
は
、
地
万
の
女
性
の
教
育
水

準
と
エ
イ
ズ
の
知
識
の
間
に
相
関
が
得
ら
れ

な
か
っ
定
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
地
方
の

大
半
の
女
性
が
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
だ

め
、
教
育
の
エ
イ
ズ
の
知
識
に
対
す
る
正
の

効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
疋
と
考
え
ら
れ
る
。

メ
デ
ィ
ア
、
特
に
テ
レ
ど
が
エ
イ
ズ
の
知

識
に
正
の
相
関
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
本
分

析
に
よ
っ
て
鳴
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
疋
ラ
ジ

オ
が
工
イ
ズ
の
知
識
に
正
の
関
係
を
持
つ
の

は
地
万
の
み
だ
っ
た
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
工

イ
ズ
の
知
識
を
広
め
る
だ
め
に
は
ラ
ジ
オ
と

テ
レ
ビ
の
役
割
出
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い

え
る
。
識
字
率
が
低
い
低
開
発
国
で
は
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
才
が
医
療
や
保
健
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
強
力
な
子
段
に
な
る
(
穴
ω
E
コ
ω

4
U
U
白
)
。
し
か
し
、
ネ
パ
ー
ル
の
保
健
省
は
、

ア
レ
ピ
が
医
療
や
保
健
の
メ
ッ
セ
ジ
の
伝

達
手
段
と
し
て
有
効
な
の
は
都
市
部
の
み
で

地
万
で
は
ラ
ジ
オ
だ
け
が
有
効
で
あ
る
と
発

表
し
て
い
る

(
M
O
H
1
9
9
7
)
。
ネ
パ
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ー
ル
の
池
万
に
お
け
る
テ
レ
ビ
普
及
率
は
未

だ
に
低
い
が
、
本
分
析
で
は
地
方
で

t
テ
レ

ビ
が
エ
イ
ズ
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
の
仁

育
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
つ
走
。
一
万
で
、

フ
一
ヅ
オ
が
持
つ
工
イ
ズ
の
知
識
に
対
す
る
効

果
は
居
伎
パ
タ
ン
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い

る
。
地
万
で
は
ラ
ジ
オ
の
効
果
が
有
効
で
あ

る
が
都
市
部
で
は
そ
の
よ
う
な
効
果
が
見
ら

れ
な
い
。
地
方
に
お
け
る
医
療
や
保
健
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
ラ
ジ
才
が
有
効
で
あ

る
、
と
い
う
結
果
は
以
前
の
研
究
に
よ
っ
て

ち
支
持
さ
れ
て
い
る

2
0〈
〈
同
日
呂
田
吋
)

O

3
・
ま
と
め
と
結
論

本
稿
で
は
ネ
バ
ー
ル
中
央
統
計
局
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
既
婚
女
性
の
エ
イ
ズ
に
対
す

る
知
識
と
そ
れ
仁
関
連
す
る
社
会
的
愛
数
の

解
明
を
試
み
た
。
本
橋
の
第
一
部
で
は
ネ
パ

ー
ん
に
お
け
る
工
イ
ズ
の
現
状
を
取
り
上
げ

た
。
第
二
部
で
は
既
婚
女
性
の
工
イ
ズ
の
知

識
に
間
関
連
し
て
い
る
要
因
の
回
帰
分
析
を
紹

介
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
で
は
工
イ
ズ
感
染
者
が
急
激
に

矯
加
し
、
全
人
口
の
0
・
6
%が
工
イ
ズ
に

感
染
し
て
い
る
。
中
で
ち
セ
ッ
ク
ス
ワ
|
力

工イズに関する知識

、
注
射
に
よ
る
麻
薬
常
用
者
が
最
ち
ヱ
イ

ズ
に
感
染
し
や
す
い
層
で
あ
る
。
ま
だ
最
近
、

主
婦
の
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
主
婦

が
持
つ
エ
イ
ズ
の
知
識
お
よ
び
そ
の
知
識
に

ど
の
よ
う
な
社
会
変
数
が
関
連
し
て
い
る
か

を
探
る
べ
く
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。

回
帰
分
析
の
結
果
、
居
住
パ
タ
ー
ン
、
毅

青
年
数
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
が
既
婚
女
性
の
ヱ

イ
ズ
知
識
に
統
計
的
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

判
判
明
し
た
。
一
万
、
年
齢
、
地
理
的
条
件
は

工
イ
ズ
の
知
識
に
対
し
て
統
計
的
な
有
効
性

が
得
ら
れ
な
か
っ
定
。
都
市
部
の
既
婚
女
性

の
教
青
年
数
と
工
イ
ズ
知
識
の
筒
仁
正
の
関

係
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
穏
関
は
地
万
の
既

婚
女
性
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
と

ラ
ジ
オ
は
エ
イ
ズ
の
知
識
を
広
め
る
の
に
強

力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
は
地
万

と
都
市
部
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
は

エ
イ
ズ
の
知
識
伝
達
子
段
と
し
て
両
地
域
で

有
効
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
才
は
地
方
に
お
い
て

の
み
有
効
で
あ
る
。

本
分
析
の
結
果
は
い
く
つ
か
の
政
策
上
の

意
義
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
工
イ
ズ
の
知

識
を
広
め
る
だ
め
に
は
、
テ
レ
ビ
お
よ
び
ラ

ジ
オ
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
地
万

で
は
、
ラ
ジ
オ
の
積
極
的
な
活
用
が
望
ま
し

い
。
そ
し
て
工
イ
ズ
の
知
識
を
広
め
る
た
め

に
は
、
女
性
に
教
古
田
の
機
会
を
与
え
る
こ
と

ち
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
で
は
学

校
教
育
と
エ
イ
ズ
の
知
識
有
無
仁
関
連
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
一
し
の
結
果
は
学
校
教
育

よ
り
他
の
教
育
方
法
、
例
え
ば
、
イ
ン
フ
オ

マ
ル
教
育
が
工
イ
ズ
の
知
識
拡
大
に
な
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
ち
者
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
フ
ォ
マ
ル
教
育
と
工
イ
ズ

の
知
識
の
関
連
は
本
稿
で
は
十
分
に
分
析
さ

れ
て
な
い
定
め
、
合
後
更
な
る
研
究
を
要
す

る。
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• • r5つのAJIPPFの

による

②若者

「権利に根ざしたアプローチ」

若者のヱンパワーメント-

IPPF資金調達オフィサー
t.<かむら ゆり

中村百合

i
p
p
F
の
「
5
つ
の
A
」

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
i
p
p
F
)

は
、
「
2
0
1
5
年
ま
で
に
全
て
の
人
々
に

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
(
セ
ク
シ
ャ

ル
/
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
以

下
S
R
H
)
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
行
き
渡
ら

せ
る
L

と
い
う
カ
イ
口
国
際
人
口
開
発
会

議
で
合
意
さ
れ
左
目
標
(
カ
イ
ロ
目
標
)

を
達
成
す
る
定
め
の
事
業
指
針
と
し
て
、

「

!
?
P
F
戦
略
枠
組

(
2
0
0
5
1
2
0

1
5
ご
を
策
定
し
ま
し
定
。
こ
の
枠
組
の

中
で
、

l
p
p
F
の
「
5
つ
の
A
」
と
呼

ば
れ
る
以
下
を
優
先
項
目
と
定
め
ま
し
た
。

①
ア
ク
セ
ス

(
k
y

口
2
2
全
て
の
人
に

S
R
H
に
関
す
る
情
報
と
サ
ど
ス
を

行
き
渡
ら
ゼ
る
ー
ー
特
に
貧
お
層
、
紛

争
地
域
の
人
々
を
含
む
社
会
的
弱
者

社
会
か
ら
見
放
さ
れ
、
排
除
さ
れ
、
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
の
少
な
い
入
だ
ち
へ

の
S
R
H
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
拡
充

l
〉

②
若
者
(
〉
ao一3
0
0コ
広
若
者
の
二

l

ズ
仁
合
つ
だ
情
報
と
サ
ビ
ス
の
提

供
)

で

③
一
危
険
な
中
絶
(
》
U
O
ユ
百
コ
危
険
な
中

絶
の
削
減
努
力
)

@

H

V

/
エ
イ
ズ

(
H
l
v
/
A
i
D

S

予
防
・
治
療
・
ケ
ア
の
た
め
の
情

報
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
H

V

陽
性

者
に
課
せ
ら
れ
左
差
別
と
汚
名
を
減
ら

す
こ
と
)

⑤
ア
ド
ボ
カ
シ
j

(

k

y

且く口口
ω
口
く
キ
ャ

ン
ペ
ー
ツ
・
政
策
提
言
、
国
際
開
発
に

お
け
る
S
R
汁
の
重
要
性
を
一
般
市

民
・
政
策
決
定
者
・
政
府
・
国
際
機
関

に
訴
え
、

S
円
汁
推
進
の
だ
め
に
必
要

な
政
策
と
資
金
調
達
の
実
現
に
向
け
た

活
動
実
施
〉

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
「
5
つ
の
A
L
の

中
か
ら
、
「
若
者
〉
且
口
士
出

2
2色
に
関
す

る

p
p
F
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

若
者
の
牲
と
生
時
期
Z
演
す
る
健
康

(
セ
ク
シ
ャ
ル
/
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
、

S
R
H
)

世
界
人
口
の
約
半
数
(
初
億
人
以
上
〉

は
、
お
歳
未
満
で
す
。
地
球
上
仁
は
A

つま
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で
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多
く
の
若
者
が
い
る

わ
け
で
す
が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
(
自
ら
の

意
思
で
、
あ
る
い
は
他
仁
強
要
さ
れ
て
)

性
行
動
を
と
り
な
が
ら
、
必
要
な
関
連
情

報
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
な
く
、

正
し
い
知
識
に
基
づ
い
た
選
択
や
自
分
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
幸
運

に
ち
情
報
や
サ
ビ
ス
が
身
近
に
あ
っ
t
L

と
し
て
ち
、
残
念
な
が
ら
そ
の
内
容
は
、

秘
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
が
十
分
守
ら
れ
ず
、

サ
ピ
ス
提
供
者
側
に
若
者
(
例
え
ば
、

汁

i
V
陽
性
者
や
未
婚
者
)
に
対
し
て
差

別
を
し
た
り
善
悪
判
断
を
下
し
、
と
が
め

る
よ
う
な
態
度
が
あ
る
な
ど
、
若
者
に
と

っ
て
利
用
し
に
く
い
ち
の
で
あ
る
場
合
が

多
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
結
果
、
若
者

は
以
下
の
よ
う
な
環
境
に
身
を
曝
し
て
い

ま
す
。-
毎
年
、
少
な
く
と
ち
1
億
1
1
0
0
万

人
の
若
者
が
新
定
仁
予
防
・
治
療
可
能

な
性
感
染
症
に
か
か
っ
て
い
ま
す
〈
V
0

・
新
規
H
l
V
感
染
者
4
8
0
万
人
の
う

ち
、
半
数
は
若
者
で
す
。

1
Bに
6
0

0

0
人
(
市
秒
に
1
人
)
の
若
者
(
市

j

m
歳
)
が
H
l
v
に
感
染
し
て
い
ま

す
。
特
に
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
・
ア
フ
リ
カ

で
は
汚

l
μ
歳
の
女
性
が
H
l
v
に
感

染
す
る
刷
出
合
は
、
同
じ
年
齢
層
の
男
性

に
比
べ
て
3
倍
高
く
な
っ
て
い
ま
す
Z
0

.
年
間
約
5
0
0
万
人
の
市
歳
か
ら
ゆ
歳

の
少
女
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
そ
の
大
多
数
が
非
衛
生
的
な

環
境
の
下
で
行
わ
れ
る
安
全
で
な
い
ち

の
で
す
ま
る

60 

-
全
出
産
の
1
部
が
若
い
母
親
に
よ
る
ち

の
で
す
が
、
市

i
m出
品
磁
の
少
女
の
妊
婦

死
亡
率
は
、
お
歳
代
の
女
性
と
出
較
す

る
と
2
倍
(
市
歳
の
場
合
は
5
倍
)
高

く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

2
0

.
5
分
仁
1
人
の
若
者
が
自
殺
し
て
い
ま

す
が
、
多
く
が
S
R
H
に
関
連
し
た
感

情
的
・
社
会
的
な
問
題
に
よ
る
ち
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

E
。

l
p
p
F
の
若
者
向
け
事
業
を
貫
<
「
権

利
£
根
ざ
し
だ
ア
プ
ロ
ー
チ
」

-
P
P
F
は
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
の
権
利
は
、
人
権
ー
ー
全
て
の
人
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
持
つ
、
他
の
誰
に
ち
奪

わ
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
環
境
や
条
件
の
下



国際家族計画連盟(1pp円活動レポ ト 6

開融ず母
u 
f 

「差別をするなjと描かれた援画前で語る穏覚障害者の若者、ガ

Chloe Hal!撮影)

で
ち
揺
る
ぐ
こ
と
の
怠
い
人
間
と
し
て
の

権
利
l
i
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
信
念
に
墓

づ
き
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
官
。
一
し
の

信
念
は
、
若
者
向
け
事
業
で
あ
っ
て
ち
変

わ
り
ま
甘
ん
。
す
な
わ
ち
、
思
春
期
の
若

者

t
性
行
動
を
と
る
、
あ
る
い
は
入
院
の

ご
く
自
然
で
委
委
な
生
活
の
一
局
面
で
あ

る
性
と
生
殖
に
間
関
心
を
持
つ
存
在
で
あ
り
、

彼
等
に
は
こ
の
人
間
の
重
要
な
生
活
の

局
密
に
関
す
る
情
報
や
サ

i
ビ
ス
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
と

p
p
F
は
考
え
ま
す
。

若
者
を
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
権
利
を
尊
重

し
、
彼
ら
に
と
っ
て
親
し
み
ゃ
す
く
、
利

用
し
や
す
い
サ
ビ
ス
と
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
増
大
さ
せ
、
若
者
が
十
分
な
情
報

を
得
た
よ
で
自
己
決
定
し
、
自
分
を
守
り
、

他
へ
の
責
任
を
全
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

最
大
限
の
自
己
実
現
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
事
業
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
た
若

者
の
工
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
ち
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
後

l
p
p
F
の
若

者
向
け
事
業
の
万
向
性
を
定
め
る
こ
と
と

な
っ
疋
「
l
p
p
F
若
者
マ
ニ
フ
工
ス
卜
L

(
1
9
9
8
年
ブ
ラ
ハ
の
メ
ン
バ
・
ア
セ

ン
ブ
リ

l
で
部
名
の
若
者
が
表
明
し
左
右

の
)
に
沿
っ
だ
ち
の
で
す
。

-
P
P
F
で
は
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
「
若
者
の
権
利
仁
根
ざ
し
た
(
ラ

イ
ツ
・
べ
ス
ド
)
ア
ブ
口
チ
L

を
採

用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、

若
者
が
白
分
の
問
題
に
気
づ
き
、
自
分
だ

ち
に
関
わ
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
全
て

の
段
階
に
参
加
し
、
事
業
の
計
画
・
実

施
・
評
価
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
整
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

例
え
ば
、

-
P
P
F
の
最
高
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
包
際
理
事
会
は
、
メ
ン
バ
ー
お

名
の
う
ち
、
少
な
く
と
ち
2
割
が
笥
歳
未

満
の
若
者
で
占
め
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
、

2
0
0
1
年
の
国
際
理

事
会
に
お
け
る
リ
ゾ
ル
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

承
認
さ
れ
だ

l
p
p
F
「
若
者
ポ
リ
シ
」

の
中
で
は
、
こ
の
規
定
を
毘
際
レ
ベ
ル
だ

け
に
と
ど
め
ず
、
地
域
レ
ベ
ル
と
国
(
加

盟
協
会
)
レ
ベ
ル
の
理
事
会
に
ち
適
用
す

る
こ
と
が
提
言
さ
れ
、
こ
の
目
標
を
目
指

し
た
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0

0
5
年
末
現
在
で
、
巳
本
が
属
す
る
E
S

E
A
O
R
地
域
で
は
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
フ

ィ
ジ

i
、
ト
ン
ガ
、
ヴ
ァ
ヌ
ア
ツ
が
こ
の
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目
標
を
達
成
済
み
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ニ

ュ
一
ブ
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
は

j
m悶
%
と
目
標
達
成
ま
で
あ
と
わ
ず
か
で

す
。
こ
れ
が
達
成
で
き
れ
ば
、

p
p
F

の
全
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
よ

り
強
く
若
者
の
声
が
反
釈
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
・
情
報
の
提
供
に
お
い
て
は
、

若
者
の
利
用
意
欲
を
く
じ
く
主
な
要
因
の

1
つ
で
あ
る
サ
ビ
ス
提
供
者
側
の
差
別

意
識
の
問
題
を
深
刻
に
受
け
止
め
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
の
研
修
、
若
者
と
の
対
話
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
等
々
を
通
じ
、
こ
う
し

左
差
別
を
な
く
す
た
め
の
努
力
を
重
ね
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
口
仁
若
者
と
い
っ

て
ち
、
年
齢
や
性
別
に
よ
っ
て
二

i
ズ
は

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ

ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
に
必
要
と
な
る

き
め
細
か
く
質
の
高
い
サ
ビ
ス
・
情
報

の
提
供
を
包
指
し
正
能
力
拡
充
に
ち
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

l
p
p
F
巴
よ
る
若
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
提

供
実
績
・
活
動
例

P
P
F
加
盟
協
会
の

9
割
が
若
者

(
男
女
、
就
学
・
非
就
学
者
、
既
・
未
婚
者
)

を
対
象
と
し
た
サ
ピ
ス
・
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
5
年
中
仁
|

P

P
F
の
加
盟
協
会
は

8
0
0
万
件
近
く
の

セ
ク
シ
ャ
ル
/
ソ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
お
歳
未
満
の
若
者
向

け
に
提
供
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、

ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
主
な
活
動

例
を
以
下
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
家
族
計
題
協
会

(
i
p

p
A
)
は
、
パ
ン
ダ
ラ
ン
プ
ン
、
南
力
リ

マ
ン
タ
ン
に
住
む
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
若
者

の
早
す
ぎ
る
結
婚
、

H
I
V
を
含
む
性
感

染
症
へ
の
感
染
、
望
ま
な
い
妊
娠
、
安
全

で
な
い
人
工
妊
娠
中
絶
、
あ
ら
ゆ
る
性
暴

力
や
強
制
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
だ

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
教
師
と
学
生
の
両
方
で

S
R
H
に

筒
す
る
知
識
や
、
男
女
間
の
平
等
や
関
係

に
つ
い
て
取
り
紹
ま
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
な
い
イ
ス
ラ
ム
教
系
学
校
の
寮
で
寝
起

き
す
る
学
生
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
だ

ち
の
で
す
。
同
校
関
係
者
は
ち
と
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
や
宕
い
イ
ス
ラ

ム
教
リ
ー
ダ
ー
等
か
ら
ち
協
力
を
と
り
つ

け
、
同
ブ
口
ジ
工
ク
卜
で
実
施
し
だ
教
育

娯
楽
イ
ベ
ン
ト
「
ユ
ス
・
フ
ォ
一
フ
ム
」

の
開
催
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
・
情
報
に
関

す
る
挙
後
評
価
の
結
果
(
例
え
ば
「
4

つま

で
応
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
真
の
二

ー
ズ
に
応
え
る
ち
の
で
あ
っ
た
」
、
「
こ
れ

ま
で
話
題
と
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な

S
R

H
関
連
の
問
題
に
つ
い
て
乞
自
信
を
持
っ

て
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
だ
」
、
「
必
要
に
応

じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す
る
意
欲

が
高
ま
つ
だ
」
等
)
、
袴
益
者
で
あ
る
若
者

に
非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
ど
ア
家
族
計
画
協
会

(
G
F
P
A
)

は
、
障
害
者
の
若
者
が
、
健
常
者
の
若
者

と
分
け
隔
て
な
く
N
E
W
F
O
Y
-
-
ス

セ
ン
タ
ー

(
Z
O〈
〈
〈
〈

O
ユハ

U4q
〈

0
5
3
の

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
情
つ
く
り

を
始
め
ま
し
走
。
身
鐘
者
の
若
者
ち
健
常

者
の
若
者
と
同
じ
権
利
を
持
ち
、
明
主
ま
な

い
妊
娠
を
防
ぎ
、
汁

V
感
染
等
か
ら
自

分
を
守
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
二
ズ

は
十
分
満
た
さ
れ
て
い
ま
甘
ん
で
し
た
。

G
F
P
A
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
若
者
を

62 



対
象
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、

の
活
動
を
聞
き
つ
け
だ
ガ
ン
ピ
ア
聴
覚
障

害
者
協
会

(
G
A
D
O
)
が
協
力
を
申
し

出
正
結
果
、
聴
覚
障
害
者
の
若
者
乞
対
象

に
含
め
ま
し
た
。
聴
覚
障
害
者
は
、
ラ
ジ

才
や
口
述
と
い
う
ガ
ン
ピ
ア
に
お
け
る
主

要
情
報
経
路
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
国
で
は
聴
覚
障
害
者
の
識
字
率

は
健
常
者
よ
り
ち
低
い
こ
と
か
ら
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
出
版
物
色
主
な
情
報
経
路
と

は
な
り
え
ま
ぜ
ん
。
さ
ら
に
は
手
話
を
使

い
こ
な
せ
る
人
ち
少
な
い
と
い
う
環
境
の

中、

G
F
P
A
に
よ
る
子
誌
に
よ
る
創
作

劇
の
上
演
や
聴
覚
障
害
者
の
ピ
ア
教
育

(
障
害
者
の
若
者
が
障
害
者
の
仲
間
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
行
つ
定
り
情
報
を
提
供
し

た
り
す
る
活
動
〉
等
の
活
動
を
通
じ
、
こ

れ
ま
で
満
た
さ
れ
な
か
っ
疋
身
障
者
の
ニ

ー
ズ
に
〈
一
口
わ
ぜ
た
サ
ビ
ス
や
情
報
の
提

供
が
可
能
亡
な
り
ま
し
定
。

国際家族計画連盟(JPPF)活動レポ ト 6

N
E
W
F
O
Y
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
は
、
健

常
者
と
身
障
者
が
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
共

有
し
、
共
に
成
長
し
て
い
く
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

G
F
P
A
の し一

【
出
血
一
・
注
記
】

(
1
)
刀
ω
コO
炉
」
白
白
白
て
p
a
t語的
R

E昇
。
4

刀
mw

コom
田
ミ
ユ
コ
伺

Z
o
ω
印
(
Z
5
¥
¥君
主

主

B
コ
O
ω
0
1阿
仁
穴

¥
3
ω
O
E
3
0
ω
¥
3
0
0
1
a
o
g

一ωr自
3

0
在
日
]
口
4

」

)

(
2
)
C
〆ム》一口印
M
D
D
Aい
刃
0
3
0

ユ
O
コ
HTJO

日一
o
u
ω

一

》一口印
m
U
E
o
ヨ一
O
M
O
O
A悼
む

U

」口ヨ
4
印

(
3〕

C
Z
1
勺
》
ウ
工
ブ
サ
イ
ト
(
プ
1
u
¥
¥〈
〈
〈
〈
〈
〈

C

コす
ω
O
寸伺¥ヨ
O
雪
『
ω
¥首
o
日
立
ヨ
)

(
4
)
C
Z
1刀、
P

ウ
工
ブ
サ
イ
ト

(
Z
g
¥
¥主
〈
〈
〈
〈

にコす
ω
r
O
品¥ヨ
Oけ
7
0
3
¥
4
0
2
ω
ι

一芸ヨ)

(5)
勺mU30
切
」
白
白
田
て
O
E
J喝
卜
~
く

ahu門
主
ω丹
U
4

j! 
ミi

iz 
~ ~ 

i i 

。EH
J
D
4
」

)

(
日
)
例
え
一
ぱ
、

1
9
6
8
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
開
催

さ
れ
た
国
際
人
権
会
議
の
リ
ソ
ル
l
シ
ョ
ン

の
中
で
ち
家
族
計
画
は
裳
本
的
人
権
で
あ
る

こ
と
が
認
諾
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
家
族
計
函
連
患

(
l
p
p
F
)
と
は

-
P
P
F
は、

1
4
9
カ
国
の
加
盟
協

会
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ク
で
、

1
7
9
カ

国
で
寸
活
動
す
る
世
界
最
大
級
の
淘
際
N
G

O
で
す
。
セ
ク
シ
ャ
ル
/
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
抽
出
仁

関
す
る
健
康
と
権
利
〉
分
野
の
情
報
と
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
、
ま
↑
に
推
進
一
者

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

乙jllPPF即 nthood

i わilitiI il world 10 nl 
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ドオJ丈イトラヤ • 
UNFPA事務局長を迎えて

5
月
8
目
、
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P

A
)
か
ら
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
事
務
局
長
、

サ
フ
ィ
エ
・
チ
ャ
伺
広
報
渉
外
局
長
、
ス

ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ
同
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
官
包

迎
え
、
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J
P

F
P
)
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

福
田
康
夫
J
P
F
P
会
長
(
衆
・
自
)
は

開
会
挨
拶
の
中
で
、
資
源
の
乏
し
い
日
本
に

と
っ
て
国
際
的
な
安
定
は
経
済
、
活
動
の
慕
礎

で
あ
り
、
そ
う
し
定
条
件
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
人
口
、
貧
困
、
環
境
な
ど
の
問
題
の

解
決
の
定
め
仁
志
、
減
額
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
O
D
A
の
流
れ
を
逆
転
す
る
必
要
が

あ
る
、
と
述
べ
走
。

続
い
て
議
題
に
移
り
、

(
1
)
平
成
問
年
度

J
P
F
P
事
業
報
告
、

(
2
)
平
成
問
年
度
収

支
決
賃
報
告
、

(
3
)
平
成
治
年
度
事
業
経
過

報
告
、

(
4
)
平
成
問
年
度
事
業
予
定
が
報
告
、

審
議
さ
れ
た
。
平
成
問
同
年
度
事
業
経
過
報
告

で
は
、

4
月
初
日
1
5
月
5
日
仁
実
施
さ
れ

だ
パ
キ
ス
タ
ン
国
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の

視
察
団
を
代
表
し
、
闘
世
井
新
J
P
F
P
副
会

長
(
参
・
白
)
が
報
告
を
行
っ
た
。

合
目
の
視
察
に
は
、
楼
井
新
副
会
長
を
団

長
に
、
清
水
嘉
与
7
7
J
P
F
P
事
務
総
長

(
参
・
白
)
、
秋
葉
賢
也
議
員
(
衆
・
自
)
の

3
名
が
参
加
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
地
震
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
力
シ
ミ
ル
地
方
の

ム
ザ
フ
ァ
ラ
バ
ー
ド
お
よ
び
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地

方
に
あ
る
チ
ャ
ク
ワ
ル
で
U
N
F
P
A
、
パ

キ
ス
タ
ン
家
族
計
画
協
会

(
F
P
A
P
)
、

国
際
協
力
機
構

(
J
|
C
A
)
に
よ
る
ブ
ロ

ジ
工
ク
ト
を
視
察
し
走
。
楼
井
副
会
長
は
、

自
身
の
戦
後
の
経
験
を
変
え
つ
つ
、
現
地
の

人
々
の
文
化
や
知
恵
を
生
か
し
つ
つ
、
自
邸

努
力
を
支
援
す
る
こ
と
の
雲
要
性
を
強
認
し

た。

64 

ま
た
、
捜
井
副
会
長
は
1
9
9
7
年
に
同

国
在
訪
問
し
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員

グ
ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
た
が
、
議

員
グ
ル
ブ
は
そ
の
後
の
ク
デ
タ
で
議

会
の
解
散
と
と
ち
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
だ

め
、
合
回
の
訪
問
を
機
に
ス
ム
ロ
上
院
議

長
・
国
家
元
首
代
行
ら
愛
人
と
会
談
を
行

い
、
議
員
グ
ル
ー
プ
の
再
結
成
を
強
く
要
請

し
た
と
報
告
し
た
。
ア
ジ
ア
の
反
人
と
し
て

共
に
実
り
豊
か
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に

ち、

J
P
F
P
が
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く

よ
う
福
田
会
長
は
じ
め
他
の
会
員
議
員
に
改

め
て
好
び
か
け
走
。



JPFP総会開催

左からトラヤ・オベイドUNFPA事務局長、ザフィ工・チャ一間広報渉外局長、スJレ空ン・アジス凋アジア太平
洋局長、石)11かえ向資金調達官

最
後
に
、
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
U
N
F
P

A
事
務
局
長
は
、
今
年
3
月
に
J
P
F
P
会

長
に
就
任
し
疋
福
凹
会
長
に
対
す
る
祝
辞

と
、
今
夏
引
退
を
表
明
し
て
い
る
清
水
事
務

総
長
と
棲
弁
副
会
長
へ
こ
れ
ま
で
の
U
N
F

P

A
に
対
す
る
多
大
な
る
協
力
に
対
す
る
謝

辞
を
述
べ
、

U
N
F
P
A
は
1
9
7
4
年
仁

世
界
で
国
最
初
に
設
立
さ
れ
た
人
口
仁
関
す
る

議
連
で
あ
る
J
P
F
P
と
の
協
力
関
係
を
震

視
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
か
ら
の

U

N
F
P
A
に
対
す
る
政
治
的
・
財
政
的
支
媛

仁
感
謝
す
る
と
と
ち
に
、
今
後
ち
U
N
F
P

A
と
の
パ
ト
ナ
シ
ッ
ブ
の
下
、
ー

c
p

o目
標
の
達
成
仁
向
け
て
J
P
F
P
が
積
栂

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
く
れ
る
よ
う
期
待

を
寄
せ
た
。

:・参B暗 i 
J汗P:
! 福田康夫岬会長(衆・ 8)、広中和歌手、肝会開t行(参・郎、捜井新府齢長(参・白)、高野知悪 i
3'JFFF副会長(参・自)、森山間JFFF齢長(参・曲、 i量ノ尺自問幹事長(衆・自)、清水嘉時五P
i 事務総長(参・臼)、中JII義雄J干F園内対策面!郎会長(参・自)、津喜雄二俊・白旬、 DO調書 (参・公)、 i
l 前白武志(参・民)、秋葉賢也 f衆・白)、神風英男(衆.s;)、阿部俊子(衆・自)、木俣佳支(参・民)各 i
i 議員 i 
lINFPA: 
j トラヤ・オベイド事務局長、サフイ工・チヤ 広報渉外局長、スルヲン・アジズアジア太平洋局長、池上清 1
i 予東京事務所長、上野ふょう東京事務所長補佐、石川かえ資金調達官 i 
i 外務雀
鶴岡公二i醐規模課題審議宮、大菅臨多国間協力課長、大田賢多国間協力課事務宮 i 
i 事務局
i 橋本修常務理事、竹本将規業務課長、回11ひとみ国際課長 | 
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領誼t

所で新たな

5
月
仁
新
宿
区
の
旧
所
H

H

在
地
よ
り
現
在
の
港
区
西
新
橋
に
移
転
…

u

し、

6
月
4
Bに
間
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。
日

開
所
式
に
は
A
P
O
A
関
係
者
お
よ
H

H

び
A
P
D
A
が
事
務
局
を
務
め
る
国
際

日
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J
P
F
P
)

…
関
係
者
が
参
列
し
、
愛
宕
神
社
宮
司
に
…

日
よ
る
事
業
繁
栄
祈
願
の
お
被
い
を
受
け
日

た
。
神
事
の
後
仁
は
お
神
酒
が
ふ
る
ま

日
わ
れ
、
駆
け
つ
け
た
福
田
康
夫
A
P
D

A
理
事
長
(
血
球
・
白
)
、
清
水
嘉
与
予
H

A
P
D
A
副
理
事
長
(
参
・

8
)
、
回
世
日

…
井
新
A
P
D
A
理
事
(
参
・
白
)
、
広
…

日
中
和
歌
7
7
J
P
F
P
会
長
代
行
(
参
・

日
民
)
、
広
瀬
次
雄
A
P
O
A
顧
問
、
近

…
泰
男
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長

-
A
P
D
A
…

日
理
事
ら
が
A
P
D
A
の
門
出
を
祝
っ

u

u

た

。

日

(
財
)

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A

P
O
A
)
は、

調
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APDA理事会・評議会開催

襲撃輔APDA理事会・評議員会開催置

新事務所移転に伴う寄附行為変更などを承認

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P

D
A
)
は、

5
月
お
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
、
「
平
成

問
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
L

、
「
寄
附

行
為
の
変
更
」
、
「
川
野
重
任
理
事
の
退
任
」

他
4
議
案
が
審
議
、
承
認
さ
れ
た
。

APDA理事会

寄
附
行
為
の
変
更

A
P
D
A
事
務
所
所
在
地
の
変
更
に
伴

い
、
企
業
の
定
款
に
当
走
る
財
団
の
「
寄

附
行
為
」
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ

の
機
会
に
、
民
法
の
改
正
に
あ
わ
せ
だ
監

事
権
限
の
強
化
を
盛
り
込
む
こ
と
、
さ
ら

に
所
管
官
庁
(
厚
生
労
働
省
、
外
務
省
、

農
水
省
)
か
ら
指
導
を
い
↑
に
だ
い
た
制
度

的
な
整
備
を
行
う
こ
と
を
協
議
し
、
理
事

会
・
評
議
員
会
と
ち
全
会
一
致
で
承
認
し

定。平
成
均
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算

平
成
問
年
4
月
に
イ
ン
ド
・
二
ユ
デ

ソ
ー
で
「
第
辺
司
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
(
通
称
A

P
D
A
会
議
こ
を
開
催
、
続
い
て
イ
ン
ド

国
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
お
よ
び
ラ
ジ
ヤ
ス
タ
ン

州
で
「
密
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J

P
F
P
)
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
た
。
ま

定
、
本
年
2
月
に
は
A
P
D
A
が
創
立
お

周
年
を
迎
え
、
都
内
で
「
第
m
A

回
A
P
D

A
会
議
」
と
「
創
立
お
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
た
。
ま
定
平
成
間
同
年

度
仁
実
施
し
た
農
林
水
産
省
な
ら
び
に
雇

用
能
刀
・
開
発
機
構
か
ら
受
託
し
た
「
調

査
事
業
」
、
広
報
活
動
と
し
て
の
「
出
版
事

業
」
、
「
園
内
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
事
業
内
容

と
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、
審
議
を
経
て

承
認
さ
れ
た
。

平
成
問
問
年
度
事
告
表
温
報
告
お
よ
び
事
業
素
人
足
一

今
年
度
に
入
り
、
す
で
仁

5
月
仁
は
パ

キ
ス
タ
ン
国
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
市
、
ア
ザ

ド
・
ジ
ャ
ン
ム
・
力
シ
ミ
ー
ル
州
、
パ
ン

ジ
ャ
ブ
州
へ
の
J
P
F
P
派
遣
事
業
が
実

施
さ
れ
た
。

ま
た
本
年
8
月
末
に
は
A
P
D
A
主
催

で
「
T

C

A

O

N
と
G
8
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
疋
持
続
可
能
怠
開
発
の
だ
め
の
人

口
・
保
健
・
池
域
能
力
開
発
に
関
す
る
ア

フ
ソ
カ
・
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
・
視
察

(
仮
称
)
」
を
予
定
し
て
お
り
、
日
本
で
関
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主

APDA評議員会

催
さ
れ
る
第
4
ロ
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

(
T
C
A
D
N
)
と
G
B
主
要
国
首
脳
会

議
(
サ
ミ
ッ
ト
)
を
一
年
後
に
控
え
、
南

南
協
力
と
日
本
ー
ア
ジ
ア
|
ア
フ
リ
カ
の

3
角
協
力
の
可
能
性
を
検
討
し
、
こ
れ
ら

の
重
要
芯
会
議
に
有
効
な
提
言
を
行
う
こ

と
を

B
的
と
し
て
い
る
。
己
本
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
の
国
会
議
員
だ
け
で
な
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
人
口
開
発
議
員
フ
ォ
ラ
ム

(
E
P
F
)
の
代
表
の
参
加
ち
予
定
さ
れ
て

お
り
、
理
事
・
評
議
員
は
、
人
口
分
野
で

リ
ダ
的
役
割
討
を
担
っ
て
き
た
日
本
の

同
国
会
議
員
の
活
動
の
活
性
化
と
日
本
の
国

際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
強
い
期
待
を

加
し
だ
。

基
金
の
鎗
額
・
理
事
の
退
任

A
P
D
A
は
毎
年
実
施
し
て
い
る
調
査

事
業
に
見
合
っ
た
競
争
入
札
資
格
を
獲
得

す
る
か
L

め
仁
、
基
金
贈
額
の
た
め
の
努
力

を
続
け
て
い
る
。
理
事
会
・
評
議
員
会
で

は
こ
の
基
金
増
額
の
た
め
の
努
力
の
現
状

が
報
告
さ
れ
、
目
標
に
向
け
更
な
る
努
力

を
図
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
る
と
と
ち
に
、

目
襟
達
成
の
た
め
に
理
事
・
評
議
員
の

万
々
の
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
だ
。

ま
だ
、

A
P
D
A
創
立
直
後
の

1
9
8

3
年
か
ら
包
年
間
に
わ
だ
り
学
術
面
を
中

山
に

A
P
D
A
を
ご
指
導
く
だ
さ
つ
だ
川

野
重
任
淫
事
か
ら
ご
勇
退
の
申
し
出
が
あ

り
、
評
議
員
会
で
退
任
が
承
認
さ
れ
だ
。

川
野
理
事
の
勇
退
は
理
事
会
で
ち
報
告
さ

れ
、
理
事
会
亡
し
て
感
謝
の
言
葉
が
摺
ら

れ
走
。
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-
日
本
周
辺
の
海
扇
水
温
上
昇
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
・

:ω

・
2
0
5
0
年

ω歳
以
上
が
却
億
人
:
・
:
:
:
・

:
:
:
:
:
-
-
m

・
昭
和
生
ま
れ
1
億
人
割
る
，
:
j
i
-
-
-
・
:
:
:
:
・
:
:
:
・
初

・
子
ど
も
の
人
口
町
四
年
連
続
減
少
・
:
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
n

.
水
不
足
叩
億
人
以
上
増
加
・

-

a

a

a

-

-

-

-

-

-

a

a

-

-

花

・
少
子
化
対
策
世
界
で
拡
充
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
刀

・
2
0
2
5年
か
ら
全
県
人
口
減
:
:
:
:
i
j
:
:
・
:
:
:
:
:
:
刊

日次

に
ゆ

I
す
ふ
ぉ

I
ら
む

(
2
0
0
7
年
3
月
8
5
月
)

曹
界
の

3
錯

1
1

日
本
周
辺
の
世
間
国
水
温
が
過

手
一
去
百
年
間
で
、
世
界
の
平
均
値

日
目
と
比
べ
て
最
大
で
一
一
一
倍
強
の
O

温
一
・
七
|
一
・
六
度
温
か
く
な
っ

水
一
て
い
る
こ
と
が
十
五
日
、
気
象

面海の辺周本口同

にゆーす4、お らむ

急
ピ
ッ
チ

庁
の
観
測
で
分
か
っ
た
。
日
本

の
池
上
の
気
温
上
弄
率
(
百
年

で
一
・
一
度
)
と
も
合
っ
て
お

り
、
同
庁
は
「
二
酸
化
炭
素

(
C

0
2
)
な
ど
混
暖
化
ガ
ス
の
排

ヨ本周辺海Iltの海薗水温上昇
(過去100年)

過去100年で0.7-1.6度
出
増
な
ど
で
大
気
の
潟
度
が
よ

が
り
、
指
笠
間
が
そ
の
影
響
を
受

げ
た
の
で
は
」
と
み
て
い
る
。

一九
O
O
二
O
O
六
年
の

観
測
デ
i
タ
を
も
と
に
平
年
と

の
差
を
調
べ
、
百
室
ヨ
た
り
の

上
昇
率
に
換
算
し
た
。
百
年
で

一
年
間
の
平
均
海
面
水
温
が
最

も
上
が
っ
た
の
は
、
佑
渡
向
島
北

方
の
海
域
な
ど
を
含
む
日
本
海

中
部
で
一
・
六
度
上
昇
し
た
。

主
な
水
減
の
上
昇
率
は
以
下

の
通
り
。
マ
関
岡
田
・
東
海
神
北
部
H
一

・
一
一
一
一
度
マ
日
本
海
南
部
、
東
シ

ナ
海
北
朝
即
日
一
・
二
度
マ
東
シ

ナ
海
南
部
川
け
一
二
度
マ
関
東

出用方
H
一・

O
度
な
ど

報干1))

ω年
生
ま
れ
3

・
2

-
お
詫
び
と
訂
正

「
人
口
と
開
発
」

2
0
0
7
年
春
号
(
ぬ
閉
山
)
の

れ
ベ

l
ジ
に
お
い
て
談
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一
「
出
生
市
中
1
・
3
台
回
復
へ

…
万
人
増

厚
労
省
速
報
」

{
誤
】
(
毎
日
新
聞
開
2
0
0
7年
2
月
幻
日
朝
刊
)

07・5・16

← {
正
】
(
朝
日
新
開
2
0
0
7
年
2
月
辺
日
初
刊
)

(日経新聞
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60歳以上iJ~20億人

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
H
白
川
義
和
】
国
連
一

経
済
社
会
局
は
日
目
、
世
界
人
口
予
測
の

最
新
版

(
2
0
0
6年
肢
)
を
発
表
し
、

ω長
以
上
の
高
齢
者
人
口
が
2
0
5
0年

に
は
、
現
在
の

3
倍
近
い
鉛
億
人
に
達
す

る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
世
界
全
体
の

人
口
は
現
在
の
閉
山
億
人
か
-
b
m
恥
億
人
に
婚

え
、
全
人
口
の

5
分
の

1
以
上
が

ω歳
以

上
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

世
界
人
口
の

2
割
強

国
連
推
計

2050年

日
本
、
韓
国
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な

ど
特
か
由
は
、

?
0
5
0年
ま
で
に
人
口

が
現
在
よ
り
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
た
。

途
上
一
回
で
も
、
出
生
率
の
低
下
と
長
寿
化

は
進
ん
で
い
る
。

問
国
連
当
局
者
は
先
進
国
の
出
生
率
低
下

に
つ
い
て
「
男
性
、
立
性
と
も
に
仕
事
と

育
児
を
両
立
で
き
る
環
境
を
作
る
必
嬰
が
…

あ

る

」

と

訴

え

た

。

一

夕刊)07・4・6(読売新聞

減
。
明
治
生
ま
れ
は
総
人
口
の
0

.
3舶
の
お
万
5
0
0
0人
で
同

日
万
2
0
0
0人
減
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
人
口
は
翠
日
都

の
1
2
日
F
O
万
9
0
0
0人
が
愚

多
。
以
下
神
品
川
県
8
8
3月
人

マ
大
阪
府
8
8
1乃
5
0
0
0人

V
愛
知
県
7
3
0万
8
0
0
0人

マ
埼
玉
県
7
0
7
万
1
0
0
0

人
。
【
山
川
上
克
己
】

刃
日
日
日
ト
仁
訟
ι
n
l
i
t
b
E民
、
凶
町
4
2
9

U
H
手
島
1
H
]
ま
d
み
4
t
E
起
腕

E
ノ
量
日
ヲ
匂

総
務
省
は
防
臼
、
昨
年
問
月
1

上
回
り
2
位
に
。
+
八
つ
阪
府
が
3
位
総
人
口
の
う
ち
昭
和
生
ま
れ
は

日
現
在
の
年
齢
・
都
道
府
県
別
の
に
な
る
の
は
凶
羊
以
来
。
口
市
・

2
骨
(
前
年
同
期
比
0
・
4

推
計
人
口
を
発
表
し
た
。
平
聖
書
人
臼
は
白
書
事
草
川
川
護
で
平
成
生
ま
れ
は

m・
3

ま
れ
の
人
口
が
2
0
8
1万
7
0
に
基
づ
き
、
そ
の
後
の
出
生
児
数
舘
骨
(
詞
0
・
8
W増
)
。
大
正
生

0
0人
と
初
め
て
2
0
0
0万
人
や
死
亡
者
数
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
判
ま
れ
は
総
人
口
の
5
・
2
骨
に
あ

を
突
破
す
る
一
方
、
昭
一
型
ま
れ
も
の
。
同
省
は
先
月
、
総
人
口
は
昨
た
る
白
白

2
信
4
0
0
0人
で
、

は
日
日
9
7方
6
0
0
0人
と
I

前
年
再
開
閉
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
I
億
前
年
間
同
期
比
幻
万
3
0
0
0人

9
8
3年
以
来
お
ヰ
ぶ
り
に
1
億

2
7
7
7
h人
と
発
蚕
。
今
回
は

人
を
割
り
込
ん
だ
。
都
盈
府
県
別
年
齢
・
器
障
府
県
別
に
分
析
し
た

の
人
口
は
神
奈
川
県
が
大
原
府
を
結
果
を
ま
と
め
た
。

神
奈
川
、
大
阪
抜
き

2
位
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1
1
1
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I
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l
l
i
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-
-

総
務
色
が
「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
ん
で
四
日
発
表
し
た
推
計
人
口
一
年
以
降
の
最
低
記
録
を
更
新
し
た
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
前
年
を

(
今
年
四
月
一
日
時
点
)
に
よ
る
と
、
十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
の
数
は
一

0
・
一
向
ト
図
る
一
三
・
六
%
。
こ
ち
ら
も
三
十
三
年
連
続
で
低
下
し
、

前
年
よ
り
十
四
万
人
少
な
い
千
七
百
三
十
八
万
人
と
な
っ
た
。
子
ど
も
一
少
子
化
の
進
展
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

の
人
口
は
二
十
六
年
連
続
の
減
少
で
、
統
計
上
確
認
で
き
る
一
九
二

O

男
女
別
で
は
男
子
が
八
百
一
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
了
六
%
で
秋
田
(
一
二
・
一

九
十
一
万
人
、
女
子
が
八
百
一
都
道
府
県
ご
と
の
子
ど
も
%
)
、
北
海
道
(
一
二
・
六

四
十
七
万
人
。
一
一
一
歳
ご
と
の
一
の
割
合
(
昨
年
十
月
一
日
時
一
%
)
の
順
。

年
齢
層
別
で
は
中
学
生
の
十
一
点
)
は
、
神
縄
が
一
八
・
四
一
子
ど
も
の
割
合
は
東
京
、

一一

l
十
四
歳
が
三
百
六
十
二
一
%
と
震
も
高
く
、
滋
賀
(
一
一
京
都
で
上
弄
、
神
奈
川
、
愛
…

万
人
と
最
も
多
く
、
呂
田
少
の
一
五
・
三
%
)
、
佐
賀
(
一
四
一
知
、
大
阪
で
は
横
ば
い
だ
っ
一

ゼ
ロ
二
歳
は
三
百
二
十
一
ニ
了
九
%
)
と
続
い
た
。
最
も
一
た
。
そ
の
他
四
十
二
道
県
で
一

万
人
。
年
齢
が
低
く
な
る
ほ
一
低
か
っ
た
の
は
東
京
の
一
一
一
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
、
池
一

寸
州
制
州
l
J
叶
刈
J
川
け
つ
i
l
l
l
l
i
-
-引
」
一
方
で
の
少
子
化
傾
向
が
呂
立
一

1
J
1吋
J27議
翌

日

幅

二

っ

て

い

る

。

一

一
拍
山
一
一
一
則
一
(
時
臨
時
佐
川
崎
飢
二
日
本
の
子
ど
も
の
割
合
一

一
割
コ
リ
/
』
一
辺

h
M
M
H日
目
別
探

fι
一

一
む
一
合
一
時
一
治

buu時
四
似
到
L
H竺
一
は
、
主
要
国
と
一
比
べ
て
も
低

一
羽
一
割
一
¥
/
一
「
臨
時
盟
詩
聖
一
い
。
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
は

同

l
『

/

!

品

問

相

時

阻

邸

調

印

出

一

O
五
年
士
一
月
末
時
点
で
一

「

刷

、

♂

脂

綿

組

問

盟

川

開

閉

塑

一

四

・

一

%

。

フ

ラ

ン

ス

(
O

二

日

ト

当

緒

L

h抑
制
臨
臨
盟
印
刷
聖
一
七
年
一
月
)
と
韓
国

(
O
六

二

、

高

正

111叶』
諮
問
未
一
一
年
七
月
)
は
い
ず
れ
も
一
八
一

「
j
i
l
l防
同
I
M
-
-い同

L
一
・
六
%
だ
っ
た
。
一

9
2警
察
妥
移
態

4
議
議
議
後
議
議
議
後
議
後
援
護
護
協
議
議
議
議
後
後
議
議
後
結
後
議
議
議
議
議
綴
義
援
護
m務ノ
M
傷
後
援
護
緊
d
後
務
義
援
護
議
議
怒
m
m
m努〆
h
v

子どもの人口
26年連続減少
今年4月時点1738万人

地
方
で
少
子
化
目
立
つ

朝刊)
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語
気
構
変
動
に
関
す
る
政
一
森
林
火
災
の
危
険
が
高
ま
り
、
一

霊
府
間
パ
ネ
ル
(
I
P
C
C
)
一
一
部
の
両
生
類
の
椙
減
が
懸
念
一

地
球
温
暖
化
と
、
そ
の
社
会
一
さ
れ
る
ほ
か
、

2
度
上
昇
し
た

へ
の
影
響
を
科
学
的
に
評
植
す
一
場
合
に
は
、
地
球
上
の
サ
ン
ゴ
…

る
た
め
、
世
界
気
象
機
関
な
ど
一
時
の
ほ
と
ん
ど
が
H辛
口
化
す
る
と

が
1
9
8
8年
に
設
置
し
た
一
一
し
て
い
る
。

各
国
の
研
究
者
や
政
府
関
係
者
一

作
業
部
会
は

2
Bか
ら
5
日

ら
で
組
職
。
卯
年

0
0
1年
に
報
告
書
を
ま
と
め
…
ま
で
、

1
0
0か
国
以
上
の
政

た
。
第
2
作
曲
す
岬
師
会
報
告
は
、
一
府
代
表
が
、
科
学
者
が
中
心
と

温
鰻
化
の
開
民
と
将
来
予
測
に
…
な
っ
て
ま
と
め
た
草
案
の
時
世
間
記

関
す
る
2
月
の
謂
1
作
業
部
会
一
に
向
け
て
ぎ
り
ぎ
り
の
調
整
を

ら
に
、
人
口
が
集
中
す
る
パ
ン
一
で
の
地
盤
不
安
定
化
、
山
岳
地
一
報
告
書
に
続
く
も
の
。
一
続
け
た
τ
関
係
者
に
よ
る
と
、

グ
ラ
デ
ン
ュ
な
ど
ア
ジ
ア
の
大
一
帯
で
の
雪
崩
の
危
扇
上
弄
i
l
一

一

部

会

で

は

一

部

の

匿

の

代

表

デ
ル
タ
地
帯
や
、
太
平
洋
の
晶
一
な
ど
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
こ
う
一
生
態
系
の
危
機
に
も
言
及
。
一
が
、
評
価
報
告
書
の
結
論
の
科

国
な
ど
で
海
面
が
上
昇
す
る
一
し
た
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
一
日
年
時
点
で
の
気
温
上
昇
が
1
一
学
約
根
拠
に
疑
問
を
投
げ
か
け

と
、
高
潮
や
洪
水
で
大
き
な
禎
一
手
段
は
あ
る
と
指
摘
し
た
。
一
度
に
と
ど
ま
っ
た
場
合
で
も
、
一
る
芳
言
を
行
っ
た
と
い
う
。

書
が
山
よ
け
る
ほ
か
、
北
極
で
は
温
一

暖
化
で
自
然
扇
墳
が
特
に
大
き
一

く
変
化
し
か
ね
な
い
と
分
析
し
…

て

い

る

。

~

る
と
し
た
o

一
温
暖
化
の
人
聞
社
会
全
体
へ
…

気
温
が
1
9
9
0年
と
比
べ
一
の
彫
響
は
「
す
で
に
出
て
い
る
」

て

2
j度
上
昇
す
る
と
、
す
一
と
露
。
具
体
的
に
は
、
講

義
部
会
で
は
、
霊
効
果
一
漏
暖
化
の
影
響
で
飢
館
員
一
べ
て
の
地
域
で
温
暖
化
に
よ
る
一
ゃ
雪
の
融
解
に
よ
る
洪
水
リ
ス

ヌ
の
排
出
が
争
わ
米
国
や
中
一
る
人
口
が
、
最
大
で
1
0
0
一
コ
ス
ト
が
増
え
る
と
し
た
。
さ
一

v
高
ま
り
、
永
h

国
が
、
原
案
の
表
現
に
多
数
の

O方
人
増
加
す
る
と
出
開
摘
。
ま

1
1
1
i
i
1
1
1
t
i
l
i
-
-

陸
主
在
京
め
、
議
論
が
紛
糾
o

一
た
、
世
界
で
安
全
な
水
を
利
用
…

予
定
さ
れ
て
い
た

5
臼
中
に
会
一
で
き
な
い
の
は
混
在
日
億
人
一

議
ば
終
わ
ら
す
、

6
5未
明
ま
一
だ
が
、
飲
料
水
や
か
ん
が
い

で
議
論
が
続
主
口
、
報
告
書
の
採
…
用
水
の
不
足
に
回
る
人
た
ち

一
担
は
す
れ
こ
ん
下
一
い
る
。
一
は
年
々
増
え
て
い
る
。
報
告
書

一
最
終
草
案
は
、
対
舗
を
講
じ
一
は
、
こ
の
被
害
人
口
が
切
年
代

一
な
け
れ
ば
、

ω年
代
に
は
、
一
に
さ
ら
に
ゆ
億
人
単
位
で
望

温暖化2050年の世界

水
不
足

m億
人
以
上
増
加

気
候
菱
動

作
業
部
会

国
連
報
告
書
採
択

【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
U
林
路
郎
】
国
連
の
「
気
操
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル

(
l
p
C
C
)
霞
」
の
簡
2
作
業
部
会
は

6
日
、
地
時
温
暖
化
が
長
期
に
及

ん
だ
場
合
の
人
舗
や
生
曹
長
へ
の
影
響
を
ま
と
め
た
簡
4
次
封
筒
報
告
書
を
フ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
公
表
す
る
。

2
0
5
0年
代
に
は
温
緩
化
に
よ
る
水
不
足
の
被

害
人
口
が
全
世
界
で
新
た
に
印
億
人
以
上
も
増
え
、
宝
生
物
語
の

msお
%
が

絶
滅
す
る
危
蹟
却
弘
高
ま
る
と
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
見
通
し
。
京
都
議
定
書

の
約
束
期
間

(
ω
5ロ
年
)
以
降
の
削
減
体
制
在
め
ぐ
る
回
線
交
捗
の
行
方
に

影
響
を
与
え
そ
う
だ
。
八
解
説
2
面
〉

米
中
、
修
正
求
め
紛
糾

J¥ 
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iこゆす'}'、おらむ

少
子
化
対
策

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
H
野
間
潔
】
出
生
率
の
低
下
に
悩
む

ア
ジ
ア
・
欧
州
の
国
々
が
少
子
化
対
策
の
た
め
の
公
的
支

援
を
強
化
し
て
い
る
。
出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け

る
の
に
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
で
は
十
分
で
は
な
い
と
の
認

識
が
広
が
っ
て
い
る
上
、
世
界
的
な
景
気
拡
大
で
財
政
支

出
を
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り
、
出
産
奨
制
五
置
や

平
合
て
支
媛
を
箆
充
す
る
屈
が
相
次
い
で
い
る
。
少
子
化

対
策
を
め
ぐ
る
日
本
の
議
論
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

各国の出生率

一吉盲盲一麦-家実

糊|ムハ

2~足ヘJ
レ

酉

ノ

〆

fと一
U以内
H弥主押詳/~門

緯旦」
.1.:.:1.:::

白

1111
白

211.2111a11lIL1.2'
弐辻号明村門心判代広訓

回
品ω昨瓦川

市
究
E
m
 

題
年
一

川
出
閣
制
一
人
万
一

瓜
M
陪
障
問
出
一

'
t
e
m山肝不一

。
云
川
崎
一

年
社
債
一

拍
立

E

nu--
用
図
式
湿
一

1

悦
一

3，0 

固結婚紹介所に助成

ま
っ
た
際
に
は
三
一
土
豪
下
ル
だ
一
と
加
算
さ
れ
る
。
手
車
い
支

っ
た
の
を
徐
々
に
増
や
し
て
一
援
が
奏
功
し
、

O
六
年
の
出

き

た

。

…

生

率

は

約

一

二

十

年

ぶ

り

に

二

豪
州
は
出
生
率
が
こ
の
ま
一
・

o
oに
回
復
し
た
。
一

ま
で
は
四
二
年
に
一
・
六
程
一
た
だ
ド
イ
ツ
や
英
一
隠
で
は
一

度
に
落
ち
込
む
と
予
測
。
平
八
一
効
果
が
十
分
に
上
が
っ
て
い
一

然
資
源
輸
出
の
好
調
で
財
政
一
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
育
児
休

黒
宇
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
一
業
期
間
中
に
隼
差
別
所
得
の

あ
り
、
公
的
支
援
の
増
額
に
一
六
七
%
を
公
的
給
付
す
る

踏
み
切
る
。
一
「
河
親
手
当
」
法
案
が
昨
秋

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
三
月
一
に
悩
む
日
本
と
ほ
ぼ
同
水
準
一
樟
国
は
O
五
年
に
出
伎
率
一
に
成
立
。
今
年
か
ら
原
町
別
十

末
、
民
間
の
結
婚
紹
介
所
な
一
に
低
下
し
た
。
同
舎
の
お
見
一
が
一
・

O
八
に
ま
で
低
ド
。
一
一
一
カ
月
間
、
両
親
が
と
も
に
一

ど
四
施
設
に
約
十
四
万
一
千
一
合
い
セ
ン
タ
ー
設
立
や
子
供
一

O
六
年
に
四
年
間
で
約
三
十
一
取
得
す
る
践
合
は
十
四
カ
月
一

向
ジ
(
約
千
百
二
十
方
円
)
を
一
一
人
に
つ
き
三
干
潟

ρ
(約
一
一
一
兆
ペ
(
約
四
兆
一
千
六
百
一
問
、
財
政
支
援
を
受
げ
ら
れ
一

供
与
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
一
一
一
十
四
万
円
)
を
支
給
す
る
一
億
円
)
を
投
じ
て
保
育
施
設
一
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

深
夜
労
働
な
ど
で
結
婚
相
手
一
ボ
ー
ナ
ス
制
度
な
ど
を
導
入
一
の
拡
充
や
教
育
資
支
援
な
ど
一
英
国
は
今
年
度
か
ら
子
供
一

が
見
つ
け
ら
れ
な
い
若
者
を
一
し
て
き
た
が
、
民
間
活
力
を
一
を
進
め
る
「
低
出
産
・
高
齢
一
手
当
を
引
き
上
げ
た
ほ
か
、

対
象
に
、
同
様
な
仕
事
奪
J

一
刺
激
す
る
方
向
で
財
政
資
金
一
社
会
基
本
計
調
」
を
発
表
し
一
子
供
の
将
来
に
備
え
る
栽
へ

る
相
手
を
紹
介
す
る
な
ど
従
一
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
一
て
い
る
。
一
の
支
援
策
と
し
て
優
遇
税
制

来
に
な
い
結
婚
紹
介
サ
l
ヒ
一
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
…
欧
州
で
は
フ
ラ
ン
ス
が
家
一
と
補
助
金
付
き
の
エ
供
皇
霊

ス
を
手
が
げ
る
民
間
の
新
車
一
子
供
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
支
一
族
手
当
、
乳
幼
児
手
当
な
ど
一
の
貯
蓄
制
度
も
昨
年
四
月
に

業
を
金
融
面
で
玄
援
す
る
。
一
給
す
る
「
ベ
ビ
l
・
ボ
l
ナ
…
子
育
て
世
帯
に
し
き
め
細
か
い
一
導
入
し
た
。

二
O
O
六
年
の
向
田
の
合
一
ス
」
を
O
八
年
か
ら
、
現
在
一
環
金
支
給
を
し
て
い
る
。
子
一
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で
は
育
児

計
特
殊
出
生
率
(
一
人
の
女
一
よ
り
壬
豪

ρ増
や
し
て
約
五
一
供
が
多
い
世
帯
ほ
ど
支
給
額
一
休
抱
取
得
に
寛
容
な
企
棄
の

性
が
生
涯
に
藤
む
子
供
の
一
壬
量
計
(
約
五
十
万
円
)
に
一
は
増
え
、
教
育
費
が
か
さ
む
一
支
慢
も
出
生
車
上
昇
に
寄
与

し
た
と
さ
れ
、
公
的
な
資
金

玄
援
だ
り
で
は
不
十
分
と
の

意
見
も
あ
る
が
、
世
界
的
に

は
政
府
の
支
援
は
手
厚
く
な

る
傾
向
に
あ
る
の
は
事
実

だ。

世
界
で
拡
充

I ~1'ïl 育児休業中に手当

官
民
で
連
携

夕刊)07・5・19
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震
下
位
だ
が
、
他
県
か
ら
の
一
日
・
日
物
へ
下
が
る
o
m
w年
一
は
「
総
人
口
が
減
る
中
、
二

流
入
が
止
ま
ら
ず
、
凶
年
よ
一
人
口
を
1
0
0と
し
た
章
一
極
集
中
が
さ
ら
に
章
、
地
一

り
け
万
B
O
O
R増
え
る
…
の
級
官
、
-
位
の
沖
縄
1
…
域
重
が
言
広
が
る
」
と
…

こ
と
で
人
口
を
維
持
し
、
総
一

0
4
・
4
に
対
し
、
最
下
位
一
予
制
し
て
い
る
。

一
人
口
の
日
・

5
φ
を
抱
え
る
一
の
秋
田
は
邸
・

3
0
社

人

研

一

〔

吉

田

笛

志

】

一

一
(
凶
年
9
・
8
物
)
。
た
だ
、

初
年
に
人
口
の
ピ
l
ク

(
i

国
立
社
会
保
障
・
人
口
潤
…
も
総
人
口
が
減
少
に
転
じ
一
と
な
っ
た
が
、
社
人
研
は
悶
一
り
、

l
位
の
秋
田
は
H
U

・
0
一日
1
0万
4
0
0
0人
)
を

題
研
究
所
(
社
人
研
)
は
泊
る
。
初
年
後
も
凶
年
の
人
口
一

3
日
年
に
は
位
道
府
県
に
広
一
物
に
達
す
る
。
た
だ
、
高
齢
一
迎
え
る
。

目、

2
0
3
5昨
ま
で
を
克
一
を
維
持
す
る
の
は
、
い
っ
た
一
が
り
、
お
年
以
降
は
唯
一
の
一
化
の
ピ
l
ク
が
必
ぎ
る
初
1
一
一
方
、
お
年
の
最
少
県
は

過
し
た
郁
道
府
県
別
の
将
来
一
ん
憎
え
た
後
の
減
り
幅
が
綬
一
場
加
県
、
沖
縄
も
減
少
に
転
一
部
年
に
は
老
年
人
口
減
少
県
一
郎
年
同
線
、
鳥
取
(
必

A
5

一
世
計
人
口
を
公
表
し
た
。
今
一
や
か
な
東
京
と
沖
縄
だ
け
一
じ
る
と
み
て
い
る
。
一
が
お
道
県
に
な
る
と
い
う
。
一

0
0
0人
)
o
m
年
よ
り
日

一
後
、
年
少
人
口
(
0
3
U歳
)
一
で
、
同
道
県
は
閃
年
の
日
割
一
一
万
高
齢
化
も
進
み
、
初
一
部
年
時
点
で
震
も
人
口
が
一
万
2
0
0
0人
減
る
。

一
は
全
都
道
府
県
て
減
少
、
現
一
以
下
に
な
る
と
予
測
し
て
い
一
年
ま
で
は
全
部
漕
肘
県
で
老
一
多
い
の
は
、
出
年
と
同
じ
く
一
今
後
も
南
関
東
へ
の
一
人
口

一
在
年
少
人
口
市
中
が
叩
骨
を
切
一
る
。
一
年
人
口
(
邸
歳
以
上
)
が
精
一
宙
吾
小

(
1
2
6
9万
6
0
0
一
集
中
が
進
み
、
全
人
口
に
占

一
る
県
は
な
い
も
の
の
、
お
年
一
同
推
計
は
国
勢
詞
査
に
基
一
加
。
老
年
人
口
事
が
加
物
を
一
口
人
)
。
年
少
人
け
事
は
山
一
め
る
割
合
は
却
・

8
必
(
侃

に
は
幻
都
道
府
県
と
な
り
、
づ
き
5
年
に
一
度
実
施
。
∞
一
超
す
県
(
凶
年
ゼ
口
)
は
初
年
の
H
・
5
儲
か
ら
8
・
0
戸
中
幻
・

0
妙
)
と
な
る
o

一

お
年
以
降
は
全
都
道
府
県
と
一

5
防
年
は
辺
道
県
で
人
口
減
一
年
後
に
必
都
道
府
県
と
な
一
勧
へ
肝
『
下
す
る
な
ど
ず
っ
と
一
方
、
近
畿
は
Mm
・
4
物
か
ら

鵬
年
か
ら
全
県
人
口
減

社人研推計

初
年
後
間
道
県
で

8
割
以
下
に

05年初年 35
全国 全国 全国・1億2176万 l憶2273万 l億1067万

人部 8000人 5000人 目日日日人
口重①東京都 ①東京都 ①東京都
上府 1257万 1310万 1269万
県 7000人 40叩人 60∞人
位百1)②大阪府 ②神奈川県②神奈川県
3権問rtr --8日B万 852万
位計 叩∞人 3日間人 5000人
. ③神奈川県③大阪府 ③大阪府
879万 835万 737万・2000人 80C日人 前日日人

人都
口 05 年 20 年 35 年
謹①鳥取県 鳥取県 鳥取県
下出 60万7000人 56万l自00人 49万5000人
位前②島恨県 号容県 号根県
3縫 74万;2000人 65万6000人 55万4000入

手額嬬人間500人鰐露。日人

年
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fro--0'-…-0.-0.-0.-0. -0. -0. -0.-0ー。 -0.-0.-0.-0.-0.-0.-0.-0.-0.-0 。。。。寸

; 機関誌『人口と開発j投稿論文を募集 : 

; 財団法人アジア人口 開発協会は、機関誌『人口と開発Jで発表する論文を i 
l 募集しております。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、ァ | 
? ジアの現状に関するものを歓迎いたします。掲載論文の著作権は、財団法人ア 1 
; ジア人口 開発協会に帰属しますが、執筆者の和附妨げるものではありませ ; 

i ん。また応募論文は未発表のものに限ります。 1 
f この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を ? 
i 切り開くようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。大学院生をは i 
| じめ、若手研究者lこ|伊と保き、今後の人口と開発に関する研究を促進すること 1 
; を目的としておりますo広くご案内下さいますようお願い申し上げまホ ; 

! 船ーは原肌て…一一一ぃ ω ; 
; 応募者の略燦(写真っき)も附して下さい。

! なお 採用された論紋文には薄謝(惜当財毘蹴規釦を進堂鍬致します。奮酌釘つ代てご応 1 
i 募下刊mされしい、

i 鱗鱗醸璽翠鱗欝 : 機織畿融機織州議機酬榊酬轍機綴綴織緩議機州灘畿酬州側

i 鱗鱗鶴欝譲騒騒糊麟麟璽 j 
i 間州側関側削鵬合同酬災認図的 1 

L←・←。.。←。 0-.0-.0-.0-.0 ・0-.0 叫。 0-.0-.0-.0-.。同・0-.0-.0 ・0 ・0 ・0 ・0 ・0 ・0 ・0 叫
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今
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0
5
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を
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問
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を
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叫
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↓
現
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人
口
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雑
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様
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す
。
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ハ
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の
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重
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2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

インド国

Report on the Basic Survey of Popu!ation and 

Development in Southeast Asian Countries 

India-(英語版)

3 中華人民共和尚人口 家族計南第今次基礎調貴報告書

Basic Survey (II) on Population and Family 

Planning in the Pe叩iぜsRepublic of China (英語版)

生育率和生活水平長系中日合作潤査研究扱告者

(中出語版)

4 ネパル王国人口家族計同基礎調査

Basic Survey Report on Population and Family 

Planning in the Kingdom of l¥'epal (耳語版)

5 日本の人口都市北と開発

lJrbanization and Development in ]apan (英語版)

6.バンコクの人口都市化と生活環境福祉調査

デタ縞

Survey of Urbanization， Living Environment and 

Welfare in Bangkok-Data-(英語版)

7 スライド H本の都市flと人口

Urbanization and Population in ]apan (英語版)

日本的城市化与人口 {中国語版}

Urbanisasi Dan Kependudukan Di ]epang (インドオ

シア詩版)

昭和61(1986)年度
I アジア諸留の農村人口と車業開発に関する調査報告書

インド不ンア毘

Report on the Survey of Rura! Population and 

Agricultural DeveJopment in A剖anCountries 

-Indonesia-(英語版)

2 東南アジア諸島i等人目。開発基礎調査報告書

インドネンア国

Report on the Basic Survey of Popt!lation and 

DeveJopment in Southeast Asian Countries 

Indonesia-(英語版)

3 在日留学生の学習と生活条件に関する研究 人的能力

開発の諒題に郎Lて

4 日本の労働力人口と開発

Labor Force and Development in ]apan (英語版)

5 人口と開発関連続計集

77 

Demographic and Socio-Economic Indicators on 

Populatiol¥削dDe¥'elopment (英語版)

量産高嬬鑑或i5F3長官艇長腕師司i悦鴻

昭和58(1983)年度
l 中華人民共和国人口 家臨計両基礎調査報告書

Basic Survey α1 Popu!ation and Family Plalllling in 

the Peop!e's Republic of China (英語版)

生育率和生活水乎長車中百合作調査研究提告二匹

(中国語版)

昭和59(1984)年度
I アジア諸国の農村人日と農業開発に関する調査報告書

インド同

Report 01¥ the Sur¥'ey of Rural Population and 

Agricultural Development in Asian Countr陀 S

-India-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

タイドl

Report on the Basic Sur¥'ey of Popu!ation and 

D目'elopmentin Southeast Asian Countries 

Thailand - (英語版)

3 日本の人rl転換と農村開発

Demographic Transition in ]apan and Rural 

De¥'e1opmcnt (英語版)

4. Sur¥'ey of Fertility and Li¥'ing Standards in Chinese 

Rural Areas-Data-al! the households of t¥¥'o v出ages11¥ 

Jilin Pro¥'ince surveyed by questionl¥aires. 英語版)

美子中毘在村的人口生育率与生活水平的鵠査根告

対干吉林省南小村遊行全戸簡談調査的結果

=続廿繍~ (中国語版)

5 スライド 日本の農業、農村開発と人口 その軌跡ー

i¥gricultural & Rural Development and Population in 
]apan (英語版)

時本:t<>Jt攻村的宜展和人口約推移 {中国語版)

Perkembangan Pertanian).lasyarakat Desa Dan 

Kependudukan Di ]epang (インドネンア語版)

本作品 (4カ同請版)r立、 1985年(酎)日本視聴覚教育

協会主催擾秀玖(塾教材運華社会教育部門で霞秀賞を

受賞。

昭和60(1985)年度
l アジア諸国の農村人口と畏莱開発に関する詞査報告書

タイ屈

Rcport on the Survey of Rural Population and 

Agricultura! Development in Asian Countries 

Thailand-(英語版)



Agricultural Deve!opment in Asian Countries 

-Nepalー(英語版)

2 東南アジア諸同等人口 開発革礎詞古、報告書

'1'草人民共和臣

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Countri目

-China-(葺語版)

3 アンア諸国からの労間力iWHに関する詞査研究報告書

タイドi

4 日本の人口と家族

Population and the Family in ]apan (英語版)

5. 7ンアの人n転換と開発特計集
Demographic Transition and Development in Asian 

Countnes--Over¥'Iew and Stati陪ticalTables 

(主語版)

6 スライド 日本の人口と家族

Family and Population in ]叩an-Asian Exp町四回

(英語版)

日本的人口与家庭(中居語版)

Penduduk & Keluarga ]epang (インドネシア語版)

7 ベルー共和国人口家族計i宣基礎調査

平成元 (1989)年度
1.アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

ハングラデンユ国

Report on the Survey of Rural Population and 

AgrIcultural Development 

Bangladesh - (英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎詞古、報告書

ネパル屈

Report on the sasic Survey of Population and 

Deve!opment in Southeast Asian Countries 

Nepal-(英語版)

3 アジア諮問からの労働1)流出に関する調査研究報告書

マレシア国

4 日本の人口構造変動と開発一高齢化のアジア的視点

Structural Change in Population and Deve!opment 

]apan's Expenence in A伊ng-"(英語版)

5 アジア諸国の農業開発 5カ国の比較

Strate!-.>Ic 1feasures for the Agricultura! Develop 

ment -Comparative Studies on Five Asian 

Countries…(主語版)

6 スライド 日本町産業開発と人11

その車動力ー電気

Tndustnal Deve!opment and Popu!ation in ]apan 

The Prime 11o¥'er日ectricity-(英語版)

日本的戸止宜展与人口

其原功力 曳主主 (中国語版)

Pembangunan Industri dan kependudukandi 

]epang-Penggerak Utama-Tellga Listrik 

(インドネンア語版)

7 ネパール I国人口 家族計雷第二次基礎誇査

Complementary Basic Survey Report on Popu!ation 

and Family Planning 1n the Kingdom of Nepal 

(英語版)

昭和62(1987)年度
1.アジア諸民の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一中華人民共和田一

Report on the Survey of Rural Population and 

Agncultural Deve!opment in Asian Countr:i田

China-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 問琵基礎詞査報告書

中華人民共和毘

Report on the Basic SUT¥'ey of Population and 

D目.'elopmentin Southeast Asian Countries 

China-(英語版)

3 アジア諸問からの労筒力流出に関する詞査情究報告書

フィリピン国

4 日本の人口と農業開発

Popu!ation and Agricultural Development in ]apan 

(英語版)

s ネパルの人口開発環境
Pop111ation， Development and Environment in Nepal 

(葺諸版)

6 スライド 日本の人口移動と経済発展

The Migratory }.[ovement and ECOllomic Develop 

ment in ]apan (英語版)

日本的人口移功与径詐宜展(中宮語版)

Perpindahan Penduduk Dan Perkembangan Ekonomi 

Di ]epang (インドネンア語版)

7 トルコ白人口家族計画基礎調査

昭和63(1988)年度
l アジア諸国の龍村人口と農叢開発に関する調査報告書

ネパル国

Report on the Sl1rvey of Rural Population and 
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Sri Lanka-(英語版)

2 東南アジア諸問等人口 偶発基礎調査報告書

プイリピン国

Report on the Basic Sur¥'ey of Populatioll and 

Dc¥'elopment in South四 stAsian CountrIes 

The Phi1ippines - (英語版)

3 アジア諸冨からの労働力流出に隠する諮査研究報告書

中華人民共和国

4 日本町地域開琵と人口 1990年代の毘望

Regional Development and Population in Japan 

Trends and Prospects in the 199伯 (英語版)

5 アジアの労働力移動

Labor )，figration in Asia (英語版)

6 スライド E本の地域開発と人口

宜egionalDe¥'elopment and Population in Japan 

(英語版)

日本的区域汗宜和人口(中国語版)

Permbangunan Daerah dan Populasi di jepang 

(インドネンア語版)

平成4(1992)年度
l アジア諸国の農村人日と農業開発に隠する調査報告書

マレーンア国

Report on the Survey of Rural Population and 

Agrkultural De¥'elopment -Malaysia - (英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

ーベトナム国一

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

Dc¥'elopm叩 tin S凹 theastA田 nCountlies 

Viet Nam-(英語版)

3 アジア諸問からの労働力流出に関する調査研究報告書

スリランカI!I

4 アジアの産業転換と人口

Industrial Transition and Population in Asia 

(英語版)

5 スライド ビデオ明日に生きる

日本の産業転換と人口
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Li¥'ing for Tomorrow-lndustrial Transition and 

Population in Japan - (英語版)

生活在明天 日本的戸止特換与人口 (中国語版)

Hidup Untuk Hari Esok-Peralihan StmktllrIndustn 

Dan Populasi Jepang-(イントネγア語版)

6 スライド 高齢化社会への日本の挑戦

生きがいのある老佐を目指して

Aging in ]apan-Challenges and Prospects 

(英語版)

近人高齢化社会的日本正面幅跳続 迫求具生命意見

的者年生涯 (中国語版)

Tantangan )'lasyarakat Lanjut Ilsia Jepang 

(インドネンア語版)

本作品 (4カ国語版)は、 1990年(前)日本視聴覚教

育協会主催捷秀映{宗教材選英社会教育部門で置秀賞を

受賞。

平成2(1990)年度
1.アジア諸国の農村人11と車業開発に関する詞査報告書

フィリピン凶

Report on the SUfvey of Rural Population and 

Agrkultural D目叫opment

The Philippin目 (英語版)

2 東南アジア諸冨等人11 開発幕礎調査報告書

パングラデンュ掴

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

De¥'elopment in Southeast Asian Countries 

Ban臼hdesh-(英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に関する謂査研究報告書

インドネシア照

4 日本の人口開発環境アジアの経験一

Population. Development and En¥'ironment ill 

Japan-Asian Experience-(英語版)

S アジアの人口都市化統計車一

Prospccts of UrbanIzation in Asia (英語版)

6 スライド 日本の環境人口開発

Environment. Population and Development in Japan 

(英語版)

日本的耳境・人口 汗宜(中国語版)

Lingkungan，Penduduk dan Pembangunan Jepang 

(インドネシア語版)

本作品 (4カ同語版)は、 1991年(肘)日本権時党教

育協会主催擾秀映像教材選奨

社会教育部門で置秀賞を受賞。

平成3(1991)年度
1 アジア諸問の農村人口と農業開発に摘する詞査報告書

スリランカ国一

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Dcvelopmcnt 



New Horizons ior the Women of Asia (英語版)

亜州抱宜的新厨程(中国語版}

¥¥'anita Asia Kini...... (インドネンア語版)

平成7(1995)年度
l アジア諸国の発展段階別農菜農村開発基礎調査報告書

円キスタン同

Report on the Basic Survey on Agricultural and 

Rural De¥'elopment by Progress Stage in Asian 

Countrics-Pakistan-(主語版)

2 アジア諸国の都市化と開発詩査報官書 ネパ ル同

Report on the Survey of UrbanIzation and 

Development in Asian Countries-Nepal-(英語版)

3 アジア諸国の人間資源偶発と労間力に関する調査研究

報告書インド悶

4 アジアにおけるkl主のエンパワーメン十

Empowern淀川of WOlllen in Asia (英語版)

5 スライド ピデオ アジアを拓け女性たち

A Bright of Gender Equality-Empow目 rnentof 

Wom叩 inAsia-(英語版)

i重住日強之路ー今日亜出女性 (中国語版)

Harpan Cerah bagi Persamaan 瓦aum¥Y anita Asia 

~Ierambah Jalan-(インドネシア語版)

平成8(1996)年度
l.アジア諸国の琵展段階別農業農村開発基礎調査報告書

…ラ才ス人民民主共和同

Report on thc Rasic Survey on Agricultural and 

Rural Developmenl by Progress Stage in Asian 

Countries 

一LaoPeop!e's Democratic Republic-(英語版)

2 アジア諸屈の都市化と開発詞査報告書

フィリピン凶

Report on the Survey of Urbanization and 

Development in Asian Countries 

the Philippines - (主語版)

3 アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する詞査研究

報告書 ラオス同

4. 21世紀の人口 食糧戦時アジア左世界

Population and Food Strategy io1' the 21st C凹 lury

Asia and ¥¥' orld - (英語版)

5 スライド ωビデオ 2025年への決断

アジアの人口増加と宜科一

Challenge and Decision for the Year 202δ 

平成5(1993)年度
l.アジア諸国の農村人口と車業開発に関する調査報告書

ベトナム国

Report on the Surve可 ofRural Popu!ation and 

Agricultural Development 

VietNam-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調査報告書

スリランカ伺

Report on the Basic Survey of Popu!ation and 

Deve!opment in Southeast Asian Countries 

Sri Lanka-(英語版)

3 アジア諸国の人間資源開発左労働力に関する調査研究

報告書 フィリピン向

4 アジアからのf主戦 人口と開発

Challenge and Strategy of A剖anN"ation、
-Population and Sustainable Development-(英語版)

5 スライド。ピデオ

立たちの挑戦 女性の地位向上左日本の人11…

W olllan and their Chal1enges -lmprovements in the 

Status of ¥Yoman the Population of Japan 

(英語版)

女性的挑哉 女性地位的提高与日本的人口

(中国語版)

Tantangan Kaum Wanita-Emansipasi ¥Yani同 dan

Popul制DiJepangー(インドネンア語版)

平成6(1994)年度
1 アジア諸問の発展段階~Ij農業農村開発革礎調査報告書

インド国

Report on the Basic Survey on Agricllltural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Countries 

India-(英語版)

2 アジア諸国の都市化と限発調査報告書 タイ国

Report on the Survey of Urbanization and 

Deve!opment in Asian C凹昨日S

一Thailand-(英語版)

3 アジア諸白の人間資源開発と労働力に!唱する詞査研究

報告書ベトサム国

4 アジアの女性労由JJ参加と経済発展 211世紀の戦時

Woman's La加γPartI叩 alIonand Economic 

Development in Asia-StrategτToward the 21st 

Centun…(英語版)

5 スライド ピデオ アジアの女性たちはし、ま
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.， 藷授の制約中国 インドを'1'心に
Constrains on Deve!opment 

Focus∞China and Tndia-(英語版)

5.スライド ピデオ 地球からの苦告

アジア、本と食料円未米

A ¥Varnillg from thc Earth 

The Fuiure of Asia， Water削 dFood-(英語版)

'"白地球的警告車洲、水和槙宜的未来 (中国語版)

Pcringatan dari Bumi 

1'lasa Depan Asia-Air dan Pangan-(インドネン

ア語版)

平成11(1999)年度
1.アジア諸国の発展段階別農業 農村開発基礎調査報告

書 モンゴル居 中央県、セレンゲ県を中川L、として

Report on the Basic Survey on Agricu!tura! and 

Rural Development by Progres日sStage in Asian 

Countries-1Iongo!ia -Focus on Tov and Se!ege 

Aimang-(英語版)

2 アジア諸国の高齢化と保憧の実態調査報告書

中国 u毎を中心に
Report on the SurVCy of A1，>1ng and H四 Ithin Asian 

Countries 

China-Focus 011日lUIIghaiー(英語版)

3 アジア諸閣の殺莱安定制度と雇用政輩に関する調査研

究報告書バングラデンユ人民共和同

Report of Employment Security System and Labour 

Po!icy in Asian Countries-Bangladesh - (英語版)

平成12(2000)年度
l アジア諸問の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

ーミヤンマ一連邦 マンダレ 管区。エヤワデイ管区

を中心と Lて

Report on the Basic 5urvey on Agricultural and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Cc礼mtries

The UniOIl of 1'Iyanmar-Focus叩 1Iandalayand 

i¥yeyarwady Division-(英語版)

2 アジア諸国の高齢化と保憧の実態調査報告書

タイ国

宜eport00 the Survey of A飢ngand Health in Asian 

c削 ntries
Thailand-(英語版)

3 アジア諸国の職業安定制度と雇用政措に関する調査研

究報告書 カンボジア i出
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Population Jncrcasc and FI田 din Asia-(英語版)

向者2025年的夫断… E洲的人口増長和槙古

Tekad Untuk Tahun 2025-Pertambahan Populasi 

dan Pangan di Asia - (インドネンア語九校)

平成9(1997)年度
1 アジア諸国の発展段階部農業農村開発基礎謂査報告書

ラオス人民t~_:Ì 共和問

Report on the Basic Survey on Agricultura! and 

Rural Development by Progress Stage in Asian 

Countries 

Lao People旨DemocraticRepublic-(英語版)

2 アジアの社会開発と人間開発

Social Developmcnt and Human Development in 

Asia (英語版)

3 アジア諸出の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書マレシア国

4 水をめくる211U.紀の危機 アジア人口を焦点として

Watcr Crisis in the T、刷ItyFirst C叩 tury
Prospect of Asian Populatioll and D引でlopment

(英語版)

5 スライド ピデオオυま生きている 人口とオ資源

¥¥'ater焔八抗vc-Population and Water Rcsources 

(英語版)

水是宥生命的人口与水oti沼 (中国語版)

Air itu Hidup-Penduk dan Sumdcr Air 

(1ンドキンア語版)

平成10(1998)年度
l アジア諸問の発展段階別農業農村開発基礎調査報告書

カンボジア国

Report on the Basic SUT¥'cy on Agricultural and 

RuraI Dcvclopment by Progress Stage in Asian 

Countries 

-Cambodia-(英語版)

2 アジア諮問の高齢化と保憧の実態調査報告書

大韓民間

Report on the Sur¥'ey of AbtIng and Health in Asian 

Countries 

The Republic of Korea-(耳語版)

3 アジア諸国の乾葉安定制度と雇用政措に関する調査研

究報告書

ーイラン出

Report of Employment Security System and Labour 

Policy in Asian Countries.Jslamic Republic of Iran 

(英語版)



Base Study on Impact of Population Issue on 

Agriculture and Rural Development 

--Vietnam-(英語版)

2 日本企業における中国人高度技能労曲者のH本への帯

動に関する詞査研究

平成18(2006)年度
l 人口問題を基礎とした農業 農村環境問強調査

カンボジア王国

BぉeStudy on Impact of Population lssue on Agriculture 

andRural D引 e!opment

-Kingdolll of Canl出dia-(英語版)

査詞態実るす関1
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平成13(2001)年度
1 人口問題を基礎止した農業。農村開発誤査報骨書

カザフスタン同

Report on Surve可 ofAgricultural and Rura! 

Dc¥'elopment hflsed on POpU!fltion Isst1es 

τhe Repub!ic of Kazakhstanー(英語版)

2 アジア諸国の都市化と開発調査報告書

マレーシア国

Report on thc Survey of Urbanization and 

De、'e!opmentin Asian Countries 

Malaysia - (英語版)

3 アジア諸問の草造業安定制度k雇用政最に関する調査研

究報告書 インド同IT産業を中心に

平成14(2002)年度
1 人口問題を基礎とした農業。農村開発調査報告書

ウズベキスタン国

Report on Survey of Agricultural and Rural 

Devclopment based on Popu!ation Issucs. 

-The Repub!ic of Uzbekistan…(英語版)

2 アジア詩情の職業安定制度と雇用政罷に関する調査研

究報告書ベトナム国

平成15(2003)年度
i 人口問題を基礎とした農業農村開発調査報告書

パキスタン出ー

Report on SUf¥'ey of Agricultural and Rural 

Development based on Population Issues 

Pakist叩 (英語版)

2 アジア諸国の雇用政景と国際的な労働力移動に関する

調査研究報告書

ミャンマ一連邦

平成16(2004)年度
1 人口問題を基礎とした農業。農村開発詞査報告書

イノド国一

Report 011 SlIrvey of Agricuitllral and Rural 

Dcvelopment based on Population Issucs 

India 

2 情報サ ピス業に~ける国際分業と労闘力需給に関す

る謂査研究 日本白中向

平成17(2005)年度
l 人口問題が農業 農村に与える影害に関する基礎調査

ベトナム国一



第4回世界女性会議 (F¥¥'C¥¥')にあわせ、 1995年9月に

東京で開催された罰際女性 人口 開発議員会議

mlI'GPO)の議事録。 I司会議には第4阿世界女性会議

仁対する各国政府代表を中心とする国会議員が参加L

た。

9. FAO/UNFPAおよびポートンーズアン、ゲ工ン・テ

ィ・タン著「リソ ス・シリ ズ3 宣料安全器障と

人口:j華料j叩97年{日本語組)

世界宜科サミットへの準情在 して、国連食科農業機関

(FAO)が国連人口基金と共同研究を行った「人口培

加と土壌劣化jに関する論文の日本語版。および、

1996年5月にマレーシア クアラルンプールで向かれ

た人口と宜糧安全保障に関するAFPPD(人口と開発

に掬するアジア議員フォーラム)特別運営委員会で、

ベトナム回全社会委員会委員長グエン・テイ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である著名な農業学者ポー

トン ズアン博士の共著論文の日本語版の台本。世界

宜科サミットに向けた資科として作成された。

10. r国際童科安全惇樟・人口・毘尭緒員会議(lMPFSPD)

議事録j叩97年[日本語版)

宜科農業機凋(1';¥0) 主催の世界食料サミット

(WFS)にあわせ、 1996年11月にスイス・ジュネ プ

で開催された民際金科安全保障 人口・開発議員会議

町議事録。 h司会議の成果は、世界宜科サミットで公式

に配布され、揖井新・会議議長からルジェーロWTO

事務局長に手渡された。

11.国連人口基金「未来のための童料J1997年(日本語

版)

関連人口基金出版物 fFoodfor the FutureJの汀本

語版。人口増加の抑制と宜科確保を行うためには、女

性の参加が不可kであることを樟々な具体例から解明

している。

12 国連童糧農業機構 (FAO)rリソース・シリース:4

世界童料サミット1996年世界童料安全憧樟のため町

ローマ宣言および世界童料ザミット行動計画J1997 

2手(日本語版)

世界宜料サミットのローマ宣言と行動計隠の本邦初Jの
翻訳。多分野から同文書の日本翻訳の決定版として高

い評価を受けた。

13. rリソース・シリーズ5 Five Years from ICPPD 

国際人口開尭議員会議から5年 人口と開発に関す

る国会議員会議宣言文J199B年(和・喪)

カイロの国際人口調発会議からS年日を迎え、人口E

開発に関する間際議員会議、地域議員会議の宣言文を

集成。今佳の更なる尭展のための責特とした。

14. rリソース・シリーズ6 Population Policy in AsiaJ 

1998年(英語恕)
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当肘限が主催する「人口と開発に関するアジア罰金議

員会議Jで呼びかけ、各同の人口政策について各閏政

瞳醐罰則自IiiI ::1.:.'韻，~m珂H~~臨麗醐
1. r函連人口閲尭会議における注釈のついた概要J(日本
語版)

rlnternational Conference on Popt!lation and 

Deve10pment Annotated outline of the final 

document of the conference. noted by the Secrctary 

GeneraUのH本語版。国際人口開発会議行動計画の

作成過程で、その最軒準惜会議開催に向けて用意され

た行動計画案である。この「概要jに基づき、国際人

日開発会議行動計商が形成された。行動計両採択以前

に準情されたこの和訳は、行動計画採択に際lH本か
らの簡きかけを行う上で太きく寄与した。

2. r匝際人口開尭会議行動計匿要旨J1995年(日本語版)

1994iJカイロの同際人口開発会議!ICpD)の行動計

闘の要旨。同文書関連の出版物としては本邦初。

3. r国際人口開尭議員会議(lCPPD)議事録J1995年

(日本語版)

1994年カイロでの国際人口開発会議(ICPD)に先駆

けて隠世された、同会議員会議である同際人口開発議

員会議町議事録っ同会議にはll7ヵ国約3曲名の匝会議

員が参加し、会議官言文はIιPD栓告でも発表された。

また、この会議を型機としてアフリカ・アラブ地域の

国会議員フォーラムが準情された。

4回国連人口基金「世界人口・開発援助の現状 日本の貫

献…J1995年[日本語版)

現在の人口分野に対する援助の現状主、資金の流れを

分析。我が聞の人口分野への貢献も併載っ

5. r国際人口・社会開尭議員会議(lMPPSD)議事録j

1996年(日本語版)

世界社会開発サミット (WSSD)にあわせ、 1995年3

丹にデンマ}ク・コベンハ}ゲンで開催された人Llと

社会開発に関する再会議員会議議事録。

6 黒田憧夫著「リソース・シリーズ1 国連人口会議20

年の軌跡 7カレストからカイロへ J 1996年{日
本語版)

第1回人口会議であるプカレスト会議から19例年カイ

ロの国際人口碍発会議まで、すべての国連主催の人口

会議に参加し、人口分野における世界的大家である著

者が、その推移を慨観し分析した。'}ソ}ス・シリー

ズとして銘打った記念すべき第1号。

7. Toshio Kuroda， Resource Series 2 r From 

Bucharest to Cairo-20 Years 01 United Nations 

Population Conferences-J 1996 1:手{英語版)

好評をもって迎えられた fリソ}ス‘シリ}ズIJの

英文版。

8. r国際女性・人口・開発議員会議(lMPGPD)議事録J

1996年(日本語阻)



AFPPD議長の子により、ハ グの国際フォーラムな

らびに3月にニューヨークで開催された準備会議の場

でも発表された。

19. rリソース・シリーズ9 第21密国連特別総会特別委

員会報告書 f付録l 国連人口開尭会議行動計画のさ
らなる実施に向けた主な行動-J 1999'手{日本語版)

199 司年6丹 30 日 -7月 2~ にかけて、ニューヨークの国

連本部で開催された「国際人円開発会議から5ドを経

過したその詐捕のための民連人口特別総会報告書J日
本語版。同会議では、出際人口開発会議 IICPDIか

ら5if.を経て、行動計珂を実施する Iーで，e.要となる指
標や、 AIDSの予想以上の蔓監といった障害を解消す

るための具体的行動などを、同連加盟関が関連器会の

場でf品議し確認した。

20. r人口と関尭に関するアジア議員フォーラム草6密大会
議事録J2000年{日本語版)

世界最初の人口と開発に関する議員フォーラムである

「人Hと開発に関する議員フォ ラム IAFPPDIJが3

年に 度開催する大会的議事録(日本語版)0 1981年に

設立されて以来、 AFPPDは世界の人口主再発に関する

地域議員活動において、アジアのみならず、世界レベ

ルでも指導的な位割を担っている。同大会l土、その提

唱者であり部設者の佐藤隆元農水大臣と、榎井新-

AFPPD議長の111身地である新潟県で開催され、 lα附i

期最捷の大会として、四00年期に向けたアジア太平汗

地域の人口・開発問題{こ隠する国会議員の活動方針を

協議L、その成果は「新潟宜言Jにまとめられた。

21. r ')プロダクティブ・ライツ・チヤ}ト2000J2000年

{日本語版)

IPPF I間際家族計同連盟)が作成した rIPPFI

iwaraw， reproductive rights 20田Jウオ ルチャート

の日本語版。焚罪名同のリプロダクティプ ヘルスや

ライツに関する政最の現状や進惨状況を 覧にしたも

のである。英語版ではアルフアベット服になっていた

ものを地域別 あいうえお願に編集を加え、読者の悟

を図っている また、昌司の同名表記は外務省の表記

に準拠した正視名称を用いている。

盟国連人口基金「女性の工ンパワーメントに向けてj

2000年(日本語版)

同連人口基金出版物 rWorkingto Empower Wom印

UNFPA'g Experience in Implementing the Beijing 

Platform of Act朋 dのH本語版っ "!J:.性のエンパワー

メント"は出際人日開発会議I!CPDI行動計商におい

て人口問題の解決を果たす iでの重要なカギとなる概

念として位置付けられたロまた、中国北尽で開催され

た串4限世界女性会議では中.(.-(1均な概念となった。第4

回世界主性会議から5年を踏まえ、人口、女性問題に

共通する女性のエンパワ メントを中心l二、 ICPD行

動計画ならびに主性会議の行動綱話実桔と関連する

UNFPAの活動を具体的に紹介している。

府責任者もしくは専門家が記述した。各国の政能!こ責

任を持つ国会議員が関守している点で類例を見ないc

15. rリソース・シリーズ7 究互の時代の政治学 引き裂か
れる水資理 J1998年{日本語版)

ワ ルド・ウオッチ研究所から刊行されたSandra

Postel著 fWorldwatchPaper 132: D刊 idingthe 

Waters: Food Sccurity， Ecosystem Health， and the 

New Pol出回 ofScarcityJの邦訳内今桂、淡水資源の

不足は人類社会に大きな制約を与えると考えられてい

る。増え続ける人口を支えるための農業些産も、決水

資源の逼迫{こよって大きく制約を受ける。地球は水の

惑星といわれるが、飲料や農業用に安定して悼陪でき

る本の哲最!立地球上の水σ)0曲曲。8特に過さない。こ

の水の稔量は有史以米変わっておらず、人口が増加す

れば 人当たり世用できる水の置は減少していくのが

現実だが、 t分に認識されているとは言い睦い。人口

増加を支えている地球的限界が目の前仁追っているこ

とに普告を脅している。(日本語版版権取得)

16 国連人口基金「人類のための環境J1998年{日本語版)

同連人口基金出版物IEnvironmentf(町 P四 .pleJの日本語

版。人口問題、環韓問題、開発問題を効率的かつ実質的

に解決するためには、その3つの簡域調jに架け橋を架け、

椋間関悟を重視することが必要である。この視点にすち、

主に環埴と人口町簡に横たわる様々な問題を取り上げ、

解決のために必要な視点、 )f法、手段を探っている。

17. rリソス・シリズ8 Partiamentarians' Activities 

011 Populatlon and Development-History of 

Parliamentarians' Activities and IIs Findings-J 1999年
(英文、一部スベイン語)

I田9年2)]ハ グの国際フォ}ラムに合わせて開催され

た、民際人口開発会議評価のための国会議員フォ ラ

ム IIF刊のため!こ準備された出版物。 199-t-年の伺際

人口開発会議以降、人口と需世に関するアジア議員フ

ォーラムIAFPPDIを始めとし、アメリカ地域人口・開

発民会議員グループ(IAPGI、アフリカアラプ地域人日

開発議員フォーラムIFAAPPDI，ヨーロツパ地域での民

会議員活動の成果である買言文と、各議連の活動虫を

掲載「地域の枠を超え、人口と開発に関する国会議員

活動の成果が覧としてまとめられた事はかつてなし

地球艶慌での国会議員活動の広がりを象徴している。

18. r国擦人口開尭会議評価のための国会議員7ォ ラム
(lFP)報告書J19991:手{日本語版)

1999年2月ハーグの凶際フォーラムに合わせて開催さ

れた「国際人口調発会議許価のための同会議員フォー

ラム(IFPIJの報告書。 103ヵ出からおよそ210名の

国会議員が参加した同会議では、国際人日開発会議か

ら511問の進捗状況と、そのi住民を阻む障害について

熱心な討議が行われ、人口と持続可能な陪発を一貫L

た視点で扱う事を強〈求めた「詞際人日開発会議評価

のための国会議員フォーラム ハーグ宣言jが採択さ

れた。この内容は会議事務総長を諦めた桜井新
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言者に資するために作成されたもので、宜科生産、安全

な水供給、公京衛生などの倒而から本と人口問題とか

かわりを包括的に扱ったものである。

31. r OOA Ouarter1y 2004 on Population and DevelopmentJ 

20例年(英語版)

2004年度に4半期ごとに刊行されたODAクオータ')-

6泊号から8号までを英訳Lたもの。 ODAクォータリ

は国会議員に対して人口と隠発問題に対する日本国

からの拠出町重要性を訴えかけるために作成されたも

ので、 1ftI司法人家臨言i雷同協力財団(jOICFP) と

UNFPA東京事務所の協力で発行きれているロそれぞ

れのテーマは、第5号 nCPD+IOJ、第6号「人口、持

続可能な開発と環境j、第7号「人口、持続可能な開発

と貫附とODAJ、第8号「ミレニアム開発日標と人口」。

32. rミレ二アム翻尭自揮の達成に向けて 人口とりプ口
ダクティブヘルスが正否の鍵を握る 人口・腸尭戦

時一J2004年{日本語版)

医連人口基金から刊行された、 rAchieving the 

)'lil1enniUIll Development Goals -Population and 

Reproductive Health as Critical Determinants 

PopulatioIl and Development Strategi回 #IOJの汀本

語版。ミレニアム開発目標と人口関連の目標を間保H

It、ミレニアム開発目標とこれまでの達成を図で示し、

ミレニアム開発目標を達成するためには今佳どのよう

な努力が必要になるかを具体的仁不Lている。

33. r人口から見た安全器需冷戦撞町内戦と人口J2005

年(日本語版1
Population Action InternatIona帥‘ら刊行された rThe

Security Demographic -Population and Civil Wal 

after the Cold War -Jの日本語版っ冷戦f査の各国デ

ータを解析し、全人口に対する若年層の高い都合、都

市人口町急激な増加し 一人当たり利用可能な帯地・水

資源円減少といった特徹を示す伺では内戦に陥る危険

性が伺いことを不す。その方で、「多産多死Jから
「少産少死Jの状態へと苦行することで内戦のリスク
が低下することを指摘L、リプロダクティプ ヘル

ス・サーピスの幅広い提供や女性の地位向上等への活

動や国際協力が、安全保障の観点からも量要であると

論じている。

34. rODAQυarter1y 2005 on Popu[ation and Deve!opmentJ 

2005年(英語版)

2005年に4半期ごとに刊行されたODAクォ タリ の9号

から12号までを英訳したもの。 ODAクオータリーは開会

議員に対して人口と開発問題に対する日本主iからの拠出

の重要性を訴えかけるために作成されたもので、財匝法

人家臨計額同際協力財団(jOICFP)、UNFPA東京事荷

所、 NP02050の協力で発行されている。
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23. rリソース・シリース1国連人口会議20年の軌跡 ブ
カレストからカイロへ J (檀刻)
好評のため組版となったリソ ス・ンリ ズ1を担刻した口

24. rリソース・シリーズ7究芝町時代町政泊学 引き裂かれ
る水貰謂 J (1l!"j) 
好評のため絶版となったリソ}ス・シリ ズ7を復刻した。

25 国連人口基金「人口問題ブリーフインデキット2000

年度版J2001年{日本語服)

同連人口基金出版物 rpopulation Issues Briefing 

Kit 2000Jの翻訳。人口問題は"数"の問題ではなく、

生活をしている"人々"の問題であるという視占から、

現在の人口分野における様々な課題左その問題への取

り組みを既観したもので、カイロの行動計画実施の意

味を説明している。

26.函連人口基金「人口問題ブリーフィンヴキット2001

年度版J2002年(日本語瓶)

国連人口基金出版物 rp叩 ulationIssues Briefing Kit 

2001Jの翻訳。 2αlO年に国連本部で開催されたミレニ

アムサミァトで採択されたミレニアム開発目標の中に

人口陪題を位置付け、新たなUNFPAの人口問題への

取り組みを示し、人口分野における様々な課題とその

問題の現状と取り組みを概観した。

27. r人口問題を考える 人類生存の条件と人類社会の未
来…J(日窓語版}
APDA創立20周年を記念Lて隠催された公開フォ ラ

ムの議事録。この公開フォ ラムでは、日本が世界に

誇る各分野町権成者が、宇宙物理学、生物学から生命

倫理まで様々な視点から人口問題を概観してもらい、

なぜ人口問題が人頭の将来に左って決定的に重要なの

かを詩じた。私達が生きるこの世界における人口問題

の意味を、このような様々な視点から論じた類書はほ

とんどなく、好評をもって迎え bれた。

28. fPopulation Issues-The Conditions of Human 

Survival and future of our Society J (英語版)

「リソース27人口問題を考える 人事tt{Tの条件と人

類社会の未来 」の英語版勺

29. rODA Ouarterly 2003 on Poputalion and Deve!opmentJ 

2003年{翼語版}

2003年度に4半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の創刊号から1号までを英訳Lたもの。 ODAクオータ

リーは国会議員に対して人口左隅発問題仁対する日本

国からの抱lliの重要性を訴えかけるために作成された

もので、財団法人家族計両国際協力財団(jOICFP)

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

30. r地球町人口と水J(日本語版)
河連人口基金円刊行物である rGlobalPopulation and 

WaterJの行本語版。同書は2003年3丹に庁、都。太阪・

滋賀で開催された第3回世界ホフォーラムにおける議
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広島太字 国連人口基金 (UNFP;¥) 隠際家族計酉

連盟(IPPF)捷媛のもと、 2006年!o月に広島県広島

市でAPDAが碍催Lた国内セミナーの講演を収録。

「平和Jをキーワードに、環境、 HIV/エイズなどの

感染症、地方からの開発協力といった幅広い祖点で人

口 開発分野の現状と課題を取り上げ、持続的可能な

開発と人口弼題の解決、および同際協力の重要性を説

u、た。
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事
が
マ
リ
1
.
、
ン
モ
、
ネ
ン

U
N
F
P
A事
務
局

次
長
、
池
上
清
子
U
N
F
F
A東
京
事
務
所
長
と

2
0
0
7

年
度
事
業
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

マ
リ
1
・
シ
モ
、
ネ
ン

U
N
F
P
A事
務
局
次
長
が
福
回
康
夫

(衆・

8
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参
・

8
)
、
谷
津
義
男
(
衆
・

自
)
各
議
員
を
表
敬
訪
問
。
楠
本
常
務
梨
事
が
同
席
。

楠
本
常
務
理
事
が
中
山
太
郎
(
衆
目
白
)
、
清
水
嘉
与
子

(参・

8
)
各
議
員
を
訪
問
。

J
P
F
P
総
会
に
つ
い
て
協

3
月
幻
日

3
月
幻
自

3
R
m
R
 

4
R
5
a
 

4
月
刊
日

議
を
行
、
っ
。

J
P
F
P
総
会
を
潤
催
。
福
田
康
夫
A
P
D
A
理
事
長
・

A

F
P
P
D
議
長
が
J
P
F
P会
長
に
就
任
し
、
中
山
太
郎
j

p
F
P
会
長
は
最
高
顧
問
に
就
任
。
中
山
太
郎
j
p
F
P会

長
(
衆
・
自
)
、
福
田
康
夫
J
P
F
P
副
会
長
(
衆
目
白
)
、

複
井
新
J
P
F
P
副
会
長
(
参
・
自
)
、
逢
沢
一
郎
j
p
F

P
幹
事
長
(
衆
・
自
)
、
小
宮
山
洋
子

J
P
F
P
幹
事

(
衆
民
)
、
福
島
豊
J
P
F
P
副
幹
事
長
、
清
水
嘉
与
子
J

P
F
P事
務
総
長
(
参
・

8)
、
秋
葉
賢
也
(
衆
・
白
)
、
神

風
英
男
(
衆
田
氏
)
、
山
際
大
志
郎
(
衆
・
自
)
各
議
員
が

出
席
。
谷
津
義
男
J
P
F
P
副
会
長
(
衆
・
自
)
は
代
理
出

席
。
事
務
局
か
ら
は
楠
本
常
務
理
事
、
木
村
渉
外
課
長
、
恒

川
国
際
謀
長
が
出
席
。

農
林
水
産
省
平
成
路
年
度
委
託
調
査
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に

5
え
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
調
査

l
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
間
」
事
業
完
了
。

農
林
水
産
省
平
成
問
年
度
委
託
調
査
「
人
口
問
題
が
農
業
・

農
村
環
境
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
調
査
!
カ
ン
ボ
ジ

ア
玉
田
川
」
事
業
完
了
検
資
。
農
林
水
産
省
国
際
協
力
諜
か
ら
、

守
屋
夜
子
企
画
斑
資
金
協
力
第
2
係
長
が
来
所
し
、
事
業
完

了
検
査
を
行
う
。
楠
本
常
務
理
事
、
大
沢
春
美
財
務
・
経
理

課
長
、
竹
本
将
規
研
究
員
業
務
謀
長
が
同
席
。

吉
田
昭
彦
(
株
)
こ
め
つ
つ
じ
代
表
・
元
産
能
短
大
教
授
が

来
所
。

楠
本
常
務
理
事
が
棲
井
新
議
員
(
参
・
自
)
を
訪
問
。
パ
キ

87 



4
R
W
日

4
月
刊
問
自

4
月
m
回日

4
月
初

B
i
 

5
月
5
E

ス
タ
ン
国
人
口
・
開
発
事
情
視
察
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を

f
h
}
。

fj' 
橋
本
常
務
理
事
と
木
村
渉
外
課
長
が
在
京
パ
キ
ス
タ
ン
大
使

館
を
訪
湖
。
パ
キ
ス
タ
ン
国
人
口
・
開
発
事
情
視
察
に
つ
い

て
ア
ス
ガ
ル
・
ア
リ
・
ゴ
ロ
参
事
官
と
協
議
を
行
う
。

池
上
清
子
U
N
F
P
A東
京
事
務
所
長
が
来
所
。
業
務
打
ち

合
わ
せ
を
行
う
。

パ
キ
ス
タ
ン
箆
人
口
・
期
発
事
情
視
察
の
結
図
式
同
開
催
。
外

務
省
、
再
際
協
力
機
構

(
J
I
C
A
)
、
U
N
F
P
A
、
ジ

ョ
イ
セ

7
か
ら
各
国
事
情
と
現
地
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
る
。
一
稲
田
康
夫
j
p
F
P
会
長
(
衆
・
自
)
、
榎
弁
新

j
p
F
P
副
会
長
(
参
・
白
)
、
清
水
嘉
与
子
J
P
F
P
事

務
総
長
(
参
・
自
)
、
秋
葉
賢
也
議
員
(
衆
・
自
)
が
出
席
。

事
務
局
か
ら
は
楠
本
常
務
理
事
、
木
村
渉
外
課
長
が
出
席
。

パ
キ
ス
タ
ン
閑
人

μ
・
開
発
事
情
視
察
の
た
め
、
調
間
井
新
j

p
F
P
剥
会
長
(
視
察
問
団
長
参
・
自
)
、
清
水
嘉
号
F

J
P
F
P
事
務
総
長
(
参
自
)
、
秋
葉
賢
也
議
員
(
衆
・

自
)
を
派
遣
。

U
N
F
P
A
、
パ
キ
ス
タ
ン
家
族
計
測
協
会

(
F
P
A
P
)
、
j
I
C
A
、
緊
急
開
発
支
援
機
構

(
J
A
D

E
)
な
ど
の
施
設
を
訪
問
し
、
現
地
視
察
中
の
マ
リ

1
・
シ

モ
ネ
ン

U
N
F
P
A
事
務
局
次
長
と
会
談
。
パ
キ
ス
タ
ン
上

院
議
長
を
は
じ
め
、
人
口
福
祉
大
臣
、
保
健
省
次
官
、
文

化
・
観
光
上
院
委
員
会
委
員
長
等
と
会
談
、
協
議
を
行
う
。

楠
本
常
務
理
事
、
木
村
渉
外
課
長
が
同
行
。

5
月
3
日

，》

7
白門口

5
R
7
日

民
d

間
同
マ
'
口
同

5
月
8
E

5
月
8
日

竹
本
業
務
課
長
が
京
都
国
際
会
議
場
怖
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
開
発
銀
行

(
A
D
B
)
第
却
包
年
次
総
会
に
参
加
。

88 

サ
フ
ィ
エ
・
チ
ャ

i
U
N
F
P
A
広
報
渉
外
局
長
と
パ
ー
ト

ナ
ー

N
G
Oと
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
楠
本
常
務
現
事
、
恒
川

国
際
課
長
が
参
加
。

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
U
N
F
P
A事
務
局
長
と
福
田
康
夫
A

P
D
A
規
事
長
(
衆
・
自
)
が
活
動
方
針
に
つ
い
て
協
議
を

行
う
。
サ
フ
ィ
エ
・
チ
ャ
!
同
広
報
渉
外
局
長
、
ス
ル
タ

ン
・
ア
ジ
ズ
同
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
、
池
上
清
子
U
N
F
P

A
東
京
事
務
所
長
、
楠
本
常
務
理
事
、
恒
川
伺
際
課
長
が
同

席。ス
ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ

U
N
F
P
A
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
と
パ

ー
ト
ナ
ー

N
G
Oと
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
竹
本
業
務
課
長
と

恒
川
国
際
課
長
が
参
加
。
偶
叩
刷
会
合
に
橋
本
常
務
理
事
参
加
。

上
野
ふ
ょ
う
U
N
F
P
A東
京
事
務
所
長
代
理
と
函
連
大
学

に
お
け
る
パ
、
ネ
ル
炭
不
に
つ
い
て
協
議
。

ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
U
N
F
P
A事
務
局
長
、
サ
フ
ィ
エ
・

チ
ャ

l
同
広
報
渉
外
局
長
、
ス
ル
タ
ン
・
ア
ジ
ズ
同
ア
ジ
ア

太
平
洋
局
長
を
迎
え
、

j
p
F
P
総
会
を
開
催
。
福
田
康
夫

J
P
F
P
会
長
(
衆
・
自
)
、
広
中
和
歌
子
J
P
F
P
会
長

代
行
(
参
・
氏
)
、
棲
井
新
J
P
F
P
閥
会
長
(
参
・
自
)
、

南
野
知
窓
子
J
P
F
P
副
会
長
(
参
・
自
)
、
森
山
真
弓
J

P
F
P
副
会
長
(
参
・
白
)
、
逢
沢
一
郎
J
P
F
P
幹
事
長

(
衆
・
自
)
、
清
水
嘉
与
子
j
p
F
P事
務
総
長
(
参
・

8)
、

中
川
義
雄
J
P
F
P
国
内
対
策
副
部
会
長
(
参
・
自
)
、
津

島
雄
A

一
(
衆
・
自
民
)
、
加
藤
修
一
(
参
公
寸
前
回
武
士
山



5
月
刊
川
目

5
月
刊
B

5
月
行
日

5
月
間
出
日

5
月
M
日

5
月
初
日

(
参
・
回
目
)
、
秋
葉
賢
也
(
衆
・
自
)
、
神
風
英
男
(
血
熱
・
民
)
、

阿
部
俊
子
(
衆
・
自
)
、
木
俣
伎
丈
(
参
・
民
)
各
議
員
が

出
席
。
谷
津
義
男
議
貝
(
衆
・
自
)
は
代
理
出
席
。
外
務
省

か
ら
鶴
岡
公
二
地
球
規
模
課
題
審
議
官
、
大
佐
官
岳
史
多
同
間

協
力
課
長
、
大
岡
賢
多
国
間
協
力
一
誠
事
務
官
、

U
N
F
P
A

か
ら
池
上
清
子
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
、
上
野
ふ
ょ
う

何
事
務
所
長
補
佐
、
石
川
か
え
同
資
余
弔
問
達
官
が
参
加
。
事

務
局
か
ら
楠
本
常
務
理
事
、
竹
本
業
務
課
長
、
恒
川
凶
際
課

長
が
出
席
。

ナ
ピ
ン
・
ア
リ
ヤ
ル
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
特
別
研
究
員
が

来
所
。
投
稿
論
文
に
つ
い
て
協
議
。

楠
本
常
務
理
事
が
電
話
に
よ
る
U
N
F
P
A
2
0
0
4
1
2

0
0
7事
業
評
価
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
回
答
。

清
水
要
土
口
・
公
認
会
計
上
に
よ
る
平
成
凶
年
度
の
会
計
監

売
。
楠
本
常
務
理
事
、
佐
藤
証
一
シ
ニ
ア
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、

大
沢
経
理
課
長
が
立
ち
会
う
。

A
P
D
A
事
務
所
移
転

降
矢
憲
…
監
事
に
よ
る
業
務
監
資
。
橋
本
常
務
理
事
、
佐
藤

シ
ニ
ア
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
大
沢
経
理
課
長
ら
が
立
ち
会
う
。

E E Tで平
~ ~ ~開成
~~ ~催 19
新寄理。年
事附事 度
務付の A 
所為 j旦 p 
のの任 D 
契変~ A 

喜空 事
l J、
"" イ)

い 評
て議
」員

A、

"" を
都
内
ホ
ア
jレ

5
月
初
日

6
月
4
日

(4)
「
平
成
路
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
」

(5)
「
平
成
mw
年
度
事
業
経
過
報
告
」

(
6
)
「
基
金
の
増
額
経
過
報
告
」

恒
川
国
際
課
長
が
国
連
大
学
で
湖
催
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
ス
『
日
本
の
経
験
を
伝
え
る
い
公
開
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
『
開
発
途
上
回
に
伝
え
る
日
本
の
経
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
ど
に
参
加
。

A
P
D
A
新
事
務
所
関
所
式
を
開
催
。
福
田
康
夫
A
P
D
A

理
事
長
(
衆
自
)
、
清
水
嘉
与
子
A
P
D
A
副
理
事
長

(
参
・
自
)
、
襖
井
新
A
P
D
A
理
事
(
参
・

8
)
、
広
中
和

歌
子
J
P
F
P
会
長
代
行
(
参
・
民
)
、
広
瀬
次
雄
A
P
P

A
顧
問
、
近
泰
男
ジ
ョ
イ
セ
ブ
課
事
長
、

A
P
D
A
職
員
が

参
列
。
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愛

信

/上L寸よ

石

(
財
)

ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
の
事
務
所
が
新
宿
御

苑
か
ら
愛
宕
山
の
す
ぐ
近
く
に
移
転
し
ま
し
た
。

A
P
D
A
の
機
関
誌

「
人
口
と
開
発
-
に
は
「
御
苑
す
言
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
か
ら
「
愛
宕
山
通
信
」
と
改
め
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

A
P
D
A
新
事
務
所
か
ら
見
え
る
愛
宕
山
に
は

N
H
瓦
の
放
送
技
術
印
刷

究
所
が
あ
り
、
日
本
の
電
波
放
送
発
祥
の
地
で
す
。
か
つ
て
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ピ
の
事
業
を
始
め
た
人
は
か
何
も
な
い
も
の
を
売
る
の
か
H

と
笑
わ
れ

た
と
い
い
ま
す
。
今
で
は
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
人

口
と
開
発
の
分
野
で
情
報
を
発
信
し
、
理
解
を
拡
大
す
る
。
こ
れ
も

A
P

D
A
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
で
す
。

A
P
D
A
が
設
立
さ
れ
た
頃
、

ア
ン

ア
各
演
で
人
口
爆
発
が
起
こ
り
、
人
口
問
題
へ
の
対
応
が
急
務
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
設
立
理
念
の
も
う
一
つ
の
柱
と
し
て
指
げ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
」
は
識
者
の
懸
念
と
し
て
し
か
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
現
在
、
地
球
温
緩
化
な
ど
の
問
題
が
私
た
ち
の
目
の
前
の
問
題
と

な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
開
発
の
重
要
性
が
増
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
「
人
間
が
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
た
め
の
探
発
」
こ
れ
が
持

続
可
能
な
開
発
で
す
。
先
人
の
慧
援
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
問
問
題
解
決

の
た
め
に
職
員
一
一
向
微
力
を
尽
く
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

(
0
・
K
)

チャクワルのIJI)lIで

小JIIで色とりどりの民族衣装シャルワー

Jレ カミーズを洗濯する女性たち。ここは

パキスタン図パンジャブ州北部lのチャクワ

ル。一見のどかな風景の裏には、パキスタ

ンが抱える深刻な人口問題が滋んでいる。 1

億50∞万人を超える人口は現在世界第6位。

今後55年間で3倍の人口増加が予想され深刻

な状態となっている。解決のカギは、小JII

で洗濯をする女性や女児の教育、家族計画

の普及、そしてパキスタン人自らが持題を

意識し自発的に取り組んでいくことなので

ある。(木村)
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